


一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2024. 121

ポ
イ
ン
ト

3
　

日
常
的
に
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
ポ
ス
タ
ー
に
す
る
。

　

パ
ッ
と
思
い
付
か
な
い
時
は
、「
先
生
の
口

癖
は
？
」
と
子
供
た
ち
に
聞
い
て
み
よ
う
。

　

子
供
た
ち
が
担
任
語
録
を
教
え
て
く
れ
る
。

　

ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
付
け
る
。

　

様
々
な
場
所
に
掲
示
で
き
、
毎
年
使
え
る
。

実
践
前
と
後

4
　

教
室
や
廊
下
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出
す
。

◇
発
表
は
自
分
か
ら
！

◇
目
指
せ
、
美
文
字
！

◇
自
分
だ
け
「
幸
せ
」
に
な
っ
て
な
い
か
な
？

◇
仕
事
は
自
分
で
見
付
け
よ
う

「
先
生
が
、
い
つ
も
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
」

　

ポ
ス
タ
ー
に
す
る
こ
と
で
、
教
師
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
確
実
に
届
く
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ポ

ス
タ
ー
を
指
さ
す
だ
け
で
、
子
供
た
ち
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
。「
こ
れ
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
よ
」
と
子
供
た
ち
も
ポ
ス
タ
ー
を
上
手
に
活

用
す
る
場
面
が
出
て
く
る
。

　

子
供
た
ち
に
「
教
室
語
録
」
考
え
さ
せ
、
ポ

ス
タ
ー
に
し
て
も
よ
い
。

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年

　

①
ラ
ミ
ネ
ー
タ　

②
マ
グ
ネ
ッ
ト
磁
石

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2
　

あ
る
ク
ラ
ス
の
前
で
教
師
の
声
が
す
る
。

「
さ
あ
、
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
よ
う
」

　

こ
の
よ
う
に
、
教
師
は
、
日
常
的
に
子
供
た

ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
。

　

子
供
は
担
任
の
先
生
の
言
葉
を
よ
く
聞
い
て

い
る
。
し
か
し
、
音
声
だ
け
で
は
聞
き
逃
し
、

教
師
の
言
葉
が
届
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
子
供
た
ち
へ
伝
え
た
い
こ
と
を
先

生
語
録
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
掲
示
す
る
。

　

視
覚
的
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

微差力
教師の

先
生
語
録
の
ポ
ス
タ
ー

教
師
の
願
い
を
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
、
視
覚
的
に
伝
え
よ
う
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
一
小
学
校

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

▲「先生語録」ポスター



2

１　

文
の
型
を
示
す

　

自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
書
く
た
め
に
、
Ｒ

80
＊
の
型
を
使
っ
て
作
文
指
導
を
行
っ
た
。

　

Ｒ
80
の
ル
ー
ル
は
た
っ
た
の
二
つ
だ
け
。

１　

二
文
構
成
で
80
字
以
内

２　

二
文
目
の
最
初
に
必
ず
接
続
詞
を
使

う

　

最
初
は
、
好
き
な
食
べ
物
に
つ
い
て
、「
な

ぜ
な
ら
」
と
い
う
接
続
詞
を
使
っ
て
作
文
す

る
。
画
像
①
の
よ
う
な
板
書
を
し
て
型
を
示
す

（「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

使
用
）。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
書
く
こ
と
に
つ

い
て
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
全
員
書
き
始
め

る
こ
と
が
で
き
た
（
画
像
②
）。
以
下
、
指
導

の
流
れ
を
述
べ
る
。

画
像
①

画
像
②

２　

指
導
の
流
れ

　

い
き
な
り
二
文
で
書
か
せ
る
の
で
は
な
く
、

最
初
は
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
指
導
す
る
。

⑴　

文
節
で
区
切
っ
て
写
さ
せ
る
。

「
わ
た
し
の
」
と
板
書
し
「
読
み
ま
す
」
と
指

示
す
る
。「
写
し
ま
す
」
と
指
示
し
て
、
次
に

「
す
き
な
」
を
同
様
に
読
ま
せ
て
、
写
さ
せ
る
。

文
節
で
区
切
っ
て
写
さ
せ
る
こ
と
で
、
視
写
の

力
を
付
け
る
。

⑵　

一
文
目
を
書
い
た
ら
持
っ
て
こ
さ

せ
、
丸
を
付
け
る
。

　

画
像
①
の
空
欄
を
埋
め
て
、
好
き
な
食
べ
物

を
書
か
せ
て
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。
書
い
た
こ
と

を
認
め
、
力
強
く
褒
め
て
丸
を
付
け
る
。

⑶　

二
文
目
を
書
く
前
に
、
友
達
と
話
を

さ
せ
る
。

　

二
文
目
の
理
由
を
書
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ

こ
で
、
理
由
を
聞
き
合
う
活
動
を
す
る
。

　

ペ
ア
を
つ
く
り
、
一
文
目
を
友
達
に
伝
え

る
。
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
も
の
を
読
め
ば
よ

い
の
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
友
達
は
「
ど

う
し
て
好
き
な
の
？
」
と
尋
ね
る
こ
と
で
、
理

板書術・
ノート術

超凄腕

茨
城
県
龍
ケ
崎
市
立
八
原
小
学
校

柳や
な
ぎ

町ま
ち

直す
な
お

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

自
分
の
考
え
を
書
か
せ
る
指
導

文
の
型
を
示
し
、
書
か
せ
て
丸
を
付
け
る
。
型
を
身
に
付
け
る
と
、
子
供
は
伸
び
て
い
く
。
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由
を
引
き
出
す
。

３　

型
を
身
に
付
け
た
児
童

　

Ｒ
80
の
型
を
使
っ
て
書
か
せ
て
い
る
と
、
作

文
に
対
す
る
抵
抗
が
な
く
な
っ
て
い
き
、
書
く

意
欲
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
画
像
③
の
よ
う

に
、
型
を
使
っ
て
、
三
つ
の
ま
と
ま
り
の
文
章

を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
の

会
で
の
ス
ピ
ー
チ
や
発
表
な
ど
で
も
抵
抗
が
な

く
な
っ
て
き
た
。

画
像
③

４　

読
み
取
り
で
応
用
し
討
論
へ
発
展
さ
せ
る

　

画
像
④
は
、
三
年
生
「
紙
ひ
こ
う
き
」
と
い

う
詩
の
授
業
の
板
書
で
あ
る
。

発
問  「
か
あ
さ
ん
」
は
誰
の
か
あ
さ
ん

で
す
か
。

「
ぼ
く
」
と
「
紙
ひ
こ
う
き
」
と
い
う
意
見
が

出
た
。

　

こ
こ
で
、
自
分
の
考
え
を
書
か
せ
る
。
一
文

目
は
自
分
の
意
見
を
、
二
文
目
は
そ
の
理
由
を

書
か
せ
る
。
二
文
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
科
書

の
中
の
根
拠
を
引
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
教
科
書
○
行
目
に
こ
の
よ

う
に
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
書
か
せ
る
。
文
を
根
拠
に
し
て

自
分
の
意
見
を
書
く
力
を
育
て
て
い
き
た
い
。

画
像
⑤

　

ノ
ー
ト
指
導
で
、
文
の
型
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
、
自
分
の
意
見
を
書
け
る
よ
う
に
な
る
。

※
引
用
：『
Ｒ
80　

自
分
の
考
え
を
パ
ッ
と
80
字
で
論

理
的
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
メ
ソ
ッ
ド
』
中
島
博
司

著
（
二
〇
二
三
年
）
飛
鳥
新
社

画
像
④



大成功の
絵画工作
授業

4

い
ろ
い
ろ
な
模
様
の

あ
か
り
を
つ
く
る

一
枚
の
紙
で
模
様
を
つ
く
り
、

も
う
一
枚
の
紙
で
あ
か
り
の
色
を
決
め
る

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授

福
島
学
院
大
学
教
授

佐さ

藤と
う

昌ま
さ

彦ひ
こ

　

一
枚
の
紙
で
模
様
を
つ
く
り
、
も
う
一
枚
の

紙
で
色
を
決
め
る
教
材
「
素
敵
な
あ
か
り
」。

発
表
以
来
、
各
地
の
先
生
方
か
ら
、
よ
り
明
る

い
ミ
ニ
ラ
イ
ト
や
学
校
行
事
・
各
教
科
で
の
活

用
等
に
関
す
る
様
々
な
実
践
報
告
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
改
め
て
教
材

「
素
敵
な
あ
か
り
」
の
要
点
を
以
下
に
示
し
た
。

【
材
料
・
用
具
】

◯
紙
…
一
枚
は
白
画
用
紙
。
も
う
一
枚
は
紫
、

赤
、
青
、
黄
な
ど
の
色
画
用
紙
。
大
き
さ
は
八

つ
切
り
の
半
分
程
度
。

◯
は
さ
み　

◯
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

◯
ミ
ニ
ラ
イ
ト
…
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
ッ
チ
ラ
イ
ト
（
単

４
電
池
三
本
使
用
）
な
ど
。
直
径
九
㎝
程
度
。

一
〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

■一枚の紙であかりの模様をつくる　　■作品例

【画用紙】　白＋赤 白＋黄

⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

白＋ライトブルー



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2024. 125

【
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
】

①
白
画
用
紙
を
一
枚
準
備
す

る
。
②
半
分
に
折
る
（
縦

長
）。
③
は
さ
み
で
模
様
の
一

つ
を
切
り
取
る
。
④
二
つ
め

の
模
様
を
切
り
取
る
。
⑤
⑥

さ
ら
に
模
様
を
切
り
取
る
。
開

い
て
模
様
を
確
認
し
て
も
よ
い
。

ミ
ニ
ラ
イ
ト
を
隠
す
た
め
に
、

下
部
四
分
の
一
程
度
は
模
様
を

切
り
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
残
す
。

⑦
開
く
。〈
以
下
は
他

の
事
例
〉
＊
目
や
口
な

ど
を
切
り
取
っ
て
顔
を

つ
く
る
。
＊
魚
の
形
を

切
り
取
っ
て
海
の
中
の

様
子
を
表
現
す
る
。

⑧
色
画
用
紙
を
一
枚
選

ぶ
。
⑨
半
分
に
折
る
（
縦
長
）。
⑩
二
枚

の
画
用
紙
を
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
つ
な
ぐ
。

⑪
筒
状
に
す
る
。
⑫
ミ
ニ
ラ
イ
ト
に

か
ぶ
せ
る
。

　

先
生
方
か
ら
の
実
践
報
告
に
は
、

幻
想
的
な
あ
か
り
に
対
す
る
子
供
た

ち
の
歓
声
も
記
さ
れ
て
い
る
。

■もう一枚の紙であかりの色を決める　　作品／小学校図画工作科指導法講座（札幌）参加の皆さん

①
白
画
用
紙
を
一
枚
準
備
す

る
。
②
半
分
に
折
る
（
縦

長
）。
③
は
さ
み
で
模
様
の
一

つ
を
切
り
取
る
。
④
二
つ
め

の
模
様
を
切
り
取
る
。
⑤
⑥

さ
ら
に
模
様
を
切
り
取
る
。
開

い
て
模
様
を
確
認
し
て
も
よ
い
。

ミ
ニ
ラ
イ
ト
を
隠
す
た
め
に
、

下
部
四
分
の
一
程
度
は
模
様
を

切
り
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
残
す
。

ぶ
。
⑨
半
分
に
折
る
（
縦
長
）。
⑩
二
枚

の
画
用
紙
を
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
つ
な
ぐ
。

⑪
筒
状
に
す
る
。
⑫
ミ
ニ
ラ
イ
ト
に

　

先
生
方
か
ら
の
実
践
報
告
に
は
、

幻
想
的
な
あ
か
り
に
対
す
る
子
供
た

セロハンテープ

セロハンテープミニライト（LEDタッチライト）

⑩

⑧

⑨

⑪

⑫

【画用紙】　白＋青  白＋あかむらさき 白＋黄



28 国語 「日づけと　よう日」� 金井貴大

29 算数
「どんなけいさんに
なるのかな」 � 宮森裕太

30 国語 「お話の作者になろう」� 村上　諒

31 算数
乗法九九を総合的に活用して
解決する � 勇　和代

32 国語 「三年とうげ」� 大川雅也

33 算数
「式と計算」式と絵を線で結ぶ！
� 大井隆夫

34 国語 「自分だけの詩集をつくろう」� 吉川たえ

35 算数
小数のたし算
� 太田政男

36 国語 話者の感動を検討する
� 田中修一

37 算数
平行四辺形の面積を教える
３つのポイント� 利田勇樹

38 国語 冬のおとずれ
� 富樫僚一

39 算数
テストで90点以上を実現する
習熟の１時間の授業計画� 菅野祐貴

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　赤塚邦彦
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　長谷川博之

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　海老井基広
54　橋本拓弥
55　三浦宏和
55　田中健太
56　原　順子

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　宮尾益知
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　岡　孝直
58　松島博昭
59　岩上和生
60　南　舞衣
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　辻　拓也
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　佐藤泰弘
66　吉永順一
67　河田孝文

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　許　鐘萬

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　平田千晶

社会貢献活動への 
取り組み

77　水野正司

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 社会 情報通信技術を具体で理解
� 小塚祐爾

41 社会 動画を使いながら
情報通信技術を学ぶ � 小塚祐爾

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 Googleスプレッドシートを
活用した道徳授業プラン� 賀本岳陽

43 英語 低学年の英語は体をたくさん動かして楽しく！
� 原　順子

44
オンライ
ン
「汎用性」があるツールを使いこなそう
� 許　鍾萬

45 情報活用 オンライン授業だけではない！　対面授業でもMeetを活用する  � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 社会 テーマでくくれば、理解しやすい
� 守屋遼太郎

47 体育 向山型跳び箱指導
� 横田泰紀

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「同僚の先生との付き合い方」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

谷和樹の「教育新宝島」で授業力アップ
─ 教師の「メルマガ活用法」Ａ to Ｇ ─

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　柳町　直

4　大成功の絵画工作授業 　佐藤昌彦

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第64回　A　向山洋一
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〈「教育新宝島」で、なぜ授業力があがるのか〉
14　「読むだけで授業の腕があがる」メルマガの秘密 � 井上好文

〈【事例研究】「教育新宝島」で初めて知った“向山洋一の技”〉
16 　①「冬休みの宿題」に学ぶ向山洋一の技
　　冬休み明けを笑顔で楽しくスタートできる技� 尾川智子
17 　②「教材開発の楽しさ」に学ぶ向山洋一の技
　　向山氏の仕事量に「自分ももっとできる」と力をもらう� 井戸砂織
18 　③「学び方を教えよう」に学ぶ向山洋一の技
　　「プリント」を印刷して、やってみよう！ � 塩谷直大
19 　④「圧巻指導案」に学ぶ向山洋一の技
　　圧巻指導案＋授業映像で、「技」がより多く学べる � 林　健広

〈「教育新宝島」この記事で私の授業が変わった 　〜メルマガ情報を自分の授業に応用するコツ〜〉
20　具体的な限定されたポイントを意識する� 水本和希
21　子供の行動をどう価値付けるか� 平野遼太

〈「教育新宝島」本当は教えたくない私の活用法 　〜整理・保存から検索・活用まで〜〉
22　自分の頭で考え、記録したものを保存する� 西田真衣子
23　検索とアウトプットで「教育新宝島」を使い倒す� 佐藤智彦

〈「教育新宝島」Ｑ＆Ａコーナーに答えがあった！〉
24　Q＆Aコーナーの活用で学びを深める � 菅野祐貴
25　直接谷氏にお聞きできるチャンス！　最大限に活用するための質問の仕方� 小林智子

〈「教育新宝島」仲間たちと読めば効果倍増 〜読書会を続けた驚きの効果〜〉
26　出会いという宝を生かし、学びを深める � 松田春喜

〈「教育新宝島」珠玉の情報をもっと広げるために 〜教育新宝島で学んだことをアウトプットしよう〜〉
27　「教育新宝島」は、教師の総合力を伸ばす元気玉だ� 手塚美和

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 ChatGPTの「創造的な思考」をこそ、教育シーンで活用したい� 谷　和樹
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス h 2 y n g i
（エイチ・に・ワイ・エヌ・ジー・アイ）

共通パスワード
※有効期間： 2024年11月15日～

2025年2月14日

同僚の先生との付き合い方

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL12

行事指導のポイント

すべての子供の学力を保障する

教育

特集「教育新宝島」で
授業力アップ
―教師の「メルマガ活用法」A to G―

令和6年11月15日発行（毎月1回15日発行）第576号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

寒い冬
おうちでぬくぬくみんなで読書
寒い冬
おうちでぬくぬくみんなで読書

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育・・・宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す工作指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「日づけと　よう日」 算数　「どんなけいさんになるのかな」
小学2年　国語　「お話の作者になろう」 算数　「九九を総合的に活用する」
小学3年　国語　「三年とうげ」 算数　「式と計算」
小学4年　国語　「自分だけの詩集をつくる」 算数　「小数のたし算」
小学5年　国語　「話者の感動を検討する」 算数　「平行四辺形の面積」
小学6年　国語　「冬のおとずれ」 算数　「習熟の1時間」

中学校の授業実践
社会　「テーマでくくれば、理解しやすい」
体育　「向山型跳び箱指導」

12
202420242024

No.576
December

教育技術研究所

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!
おうちでぬくぬくみんなで読書おうちでぬくぬくみんなで読書おうちでぬくぬくみんなで読書おうちでぬくぬくみんなで読書おうちでぬくぬくみんなで読書おうちでぬくぬくみんなで読書

る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

リーダーの条件とは
第64回

　

次
に
、
活
動
を
展
開
し
て
い
く
わ
け
で
す
か

ら
、
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
活

動
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
休
ん
で
い
る
と
こ
ろ
、

辞
め
て
し
ま
う
と
こ
ろ
な
ど
、
現
状
を
把
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
方
針
を
も
ち
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
取
り
上
げ
、
ほ
か
の
人
々
に
伝
え
ま
す
。

清
新
の
部
分
を
全
体
に
紹
介
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
、
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
な
役
目
で
す
。

　

ま
た
、
活
動
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
対
し
て

は
手
当
て
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分

が
そ
の
場
所
ま
で
出
か
け
て
行
っ
て
、
主
だ
っ

た
人
と
話
し
、
状
況
を
聞
い
て
方
向
を
示
し
ま

す
。「
ど
の
よ
う
な
方
向
で
何
を
し
た
ら
い
い

の
か
。
そ
の
た
め
に
、
今
、
中
心
に
な
る
人
が

何
を
し
、
そ
の
他
の
人
は
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

中
に
は
「
も
う
や
り
た
く
な
い
」
と
い
う
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
も
手
当
て
が
必
要

で
す
。
や
る
気
が
あ
っ
て
入
っ
た
の
に
辞
め
て

し
ま
う
わ
け
で
す
。
家
庭
の
事
情
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
活
動
内
容
そ
の
も
の
が
嫌
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
あ
る
い
は
活
動
の
効
果

が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
か
マ
イ

ナ
ス
部
分
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
聞
い
て
正
し
て
い
く
こ
と
は
、
リ
ー

ダ
ー
に
し
か
で
き
な
い
重
要
な
要
素
で
す
。

　
向
山
先
生
が
考
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
と
は

何
で
す
か
。

　

石
川
県
の
震
災
や
復
興
中
の
豪
雨
災
害
な
ど
、

総
理
大
臣
や
都
道
府
県
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
問
わ
れ
る
事
態
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
有

事
の
時
こ
そ
、
ト
ッ
プ
の
力
量
が
も
の
を
い
う

と
思
い
ま
す
。
向
山
先
生
が
T
O
S
S
代
表

だ
っ
た
時
、心
が
け
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
ど
う
い
う
方
向
に
進
む
の
か
を
明
確
に
示
し
、

マ
イ
ナ
ス
の
部
分
は
き
ち
ん
と
正
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

　

ま
ず
、
人
々
と
共
に
何
を
や
っ
て
い
く
の
か
、

ど
う
い
う
方
向
へ
進
む
の
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
も
つ
こ
と
が
第
一
の
条
件
で
す
。

T
O
S
S
の
よ
う
な
教
育
研
究
団
体
の
代
表

な
ら
、
ま
ず
、
教
育
運
動
と
し
て
ど
の
よ
う
な

教
育
を
、
あ
る
い
は
教
育
実
践
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
の
方
向
を
示

し
ま
す
。

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

ChatG
PT

の
「
創
造
的
な
思
考
」
を
こ
そ
、

教
育
シ
ー
ン
で
活
用
し
た
い

C
hatG

PT

を
は
じ
め
と
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
進
歩
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
速
い
。
予
想
し
て
い
た
通
り
だ
と
い
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、そ
れ
に
し
て
も
大
変
な
勢
い
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
「
単
に
放
置
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
、
教
室
で
の
適
切
な
活
用
を
積
極
的
に
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。
ぜ
ひ
実
践
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

だ
ろ
う
。

作
り
た
い
と
思
っ
た
人

も
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た

書
籍
や
記
事
や
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
が
存
在
す
る
可
能

性
は
極
め
て
低
い
。
記
事

が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
検

索
す
るGoogle

に
ヒ
ッ
ト

す
る
は
ず
も
な
い
。

そ
れ
が
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
の

原
理
で
あ
る
。

こ
の
同
じ
問
い
を
、

ChatGPT

に
投
げ
て
み
る
。

結
果
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
。下

図
が
そ
の
答
え
の
冒

一　
「
突
拍
子
も
な
い
問
い
」
を
生
成
Ａ
Ｉ

に
投
げ
て
み
る

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
サ
ー
モ
ン
の
燻

製
を
作
る
方
法

こ
れ
をGoogle

で
検
索
し
て
み
よ
う
。

全
く
、
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。

一
件
だ
け
、
こ
の
記
事
が
ヒ
ッ
ト
す
る

（
下
の
画
像
参
照
）。
こ
れ
は
、
前
号
で
紹
介

し
た
渡
辺
氏
ご
自
身
が
書
い
た
ス
レ
ッ
ド
の

記
事
だ
。
方
法
そ
の
も
の
を
解
説
し
た
記
事

で
は
な
い
。

ヒ
ッ
ト
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
「
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
サ
ー
モ
ン
の

燻
製
」
を
作
っ
た
人
は
過
去
に
誰
も
い
な
い

オピニオン

今教育界で起こっていること
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燻
製
を
作
る
方
法
」
の
よ
う
な
二
つ
の

要
素
で
、
到
底
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
問
い
を
五
つ
教
え
て
く
だ

さ
い
。

ChatGPT

の
回
答
。

①
深
海
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
で
ケ
ー
キ
を
焼

く
方
法

②
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
で
３
Ｄ
プ
リ
ン

タ
ー
を
使
っ
て
靴
を
作
る
方
法

③
無
重
力
空
間
で
和
太
鼓
の
演
奏
を
行

う
技
術

④
サ
バ
ン
ナ
の
ラ
イ
オ
ン
の
群
れ
に
絵

画
を
教
え
る
方
法

⑤
南
極
の
氷
山
の
中
で
バ
レ
エ
公
演
を

開
催
す
る
手
順

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

ChatGPT

が
「
ア
イ
デ
ア
出
し
」
や
「
壁

打
ち
」
に
向
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
？
）

を
も
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
え
る
。（続

く
）

な
い
よ
う
な
「
問
い
」
を
五
つ
ぐ
ら
い

考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

子
供
た
ち
は
か
な
り
苦
戦
す
る
の
で
は
な

い
か
。
実
は
、ChatGPT

も
苦
戦
す
る
。

非
常
に
高
尚
で
深
淵
で
哲
学
的
な
問
い
を

答
え
て
し
ま
う
の
だ
。

①
自
分
に
と
っ
て
本
当
の
幸
せ
と
は
何

か
。

②
人
間
関
係
で
最
も
重
要
な
要
素
は
何

か
。

③
人
生
の
目
的
は
何
か
…

こ
う
い
う
感
じ
で
あ
る
。
今
、
考
え
た
い

の
は
、
そ
う
い
う
「
問
い
」
で
は
な
い
。

「
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
サ
ー
モ
ン
の
燻
製

を
作
る
方
法
」
の
よ
う
な
、
も
っ
と
具
体
的

で
、
し
か
も
突
拍
子
も
な
い
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
問
い
をChatGPT

に
考
え

さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
プ
ロ
ン
プ
ト

（
指
示
・
命
令
）
で
聞
け
ば
い
い
だ
ろ
う
か
。

次
の
よ
う
に
聞
け
ば
い
い
。

「
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
サ
ー
モ
ン
の

頭
で
あ
る
。
非
常
に
「
も
っ
と
も
ら
し
く
」

答
え
て
く
る
。
ぜ
ひ
、
ご
自
身
で
も
や
っ
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。

ChatGPT

（
生
成
Ａ
Ｉ
）
の
本
質
が
分

か
る
良
い
例
だ
と
思
う
。ChatGPT

は
、

何
か
情
報
を
検
索
し
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま

伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ま
で
に
学

習
し
た
内
容
を
使
っ
て
、「
新
し
い
文
脈
」

を
、
そ
の
場
で
〝
ク
リ
エ
イ
ト
〞
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

二　
「
突
拍
子
も
な
い
問
い
」
を
い
ろ
い
ろ

と
考
え
て
み
る

さ
て
、
こ
こ
で
考
え
た
「
突
拍
子
も
な
い

問
い
」
と
い
う
の
は
、
別
の
意
味
で
も
興
味

深
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

子
供
た
ち
が
問
い
を
つ
く
る
力

こ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

子
供
た
ち
に
、
次
の
よ
う
に
発
問
し
て
み

る
と
い
い
。

Google

で
検
索
し
て
も
答
え
が
出
て
こ
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「教育新宝島」で、
なぜ授業力があがるのか
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「教育新宝島」この記事で
私の授業が変わった

3

「教育新宝島」仲間たちと
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に答えがあった！

5

「教育新宝島」本当は
教えたくない私の活用法

4

「教育新宝島」珠玉の情報を
もっと広げるために
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一
　
授
業
に
役
立
つ
情
報
っ
て
？

私
た
ち
は
「
教
職
の
専
門
家
」
で
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
情
報
に
常
に
触
れ

て
い
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
、
本
を
読
む
、

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
、
動
画
を
み
る
、

S
N
S
を
み
る
等
、
様
々
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
定
期
的
に
「
質
の
高
い
」
情
報
を
蓄

積
す
る
な
ら
？　

そ
の
代
表
は
、「
教
育
雑
誌
」

で
す
。『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
も
そ
の
一
つ
で
す
。

雑
誌
は
、
毎
月
購
読
す
る
か
ら
意
味
が
あ
り

ま
す
。
一
〇
年
く
ら
い
継
続
す
る
と
、
本
棚
の

一
段
が
そ
の
雑
誌
で
埋
ま
る
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
雑
誌
が
本
当
の
価
値
を
発
揮
す
る
の
は
そ

れ
か
ら
で
す
。
一
〇
年
も
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

あ
ら
ゆ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
い
る

か
ら
で
す
。
そ
の
本
棚
が
、
あ
な
た
の
財
産
に

な
る
の
で
す
。

二
　
メ
ル
マ
ガ
の
価
値

た
だ
し
、
紙
の
雑
誌
に
は
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
情
報
を
探
す
の

に
若
干
手
間
が
か
か
る
点
で
す
。
だ
か
ら
手
軽

に
検
索
で
き
る
動
画
や
S
N
S
が
は
や
る
の
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
雑
誌
に
は
「
多
く
の
ラ
イ
タ
ー
が
執

筆
す
る
」
と
い
う
良
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
そ
の
ま
ま
弱
点
に
も
な
り
ま
す
。
原
稿
の
質

に
ど
う
し
て
も
バ
ラ
ツ
キ
が
出
る
の
で
す
。

「
教
育
新
宝
島
」
と
い
う
メ
ル
マ
ガ
は
、
そ
う

し
た
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

毎
週
届
く

毎
週
毎
週
、
五
千
字
以
上
の
記
事
が
届
き
ま

す
。
Ｑ
＆
Ａ
も
届
き
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、
た
ま

れ
ば
た
ま
る
ほ
ど
、
価
値
が
高
ま
り
ま
す
。

簡
単
に
検
索
で
き
る

か
ら
で
す
。
こ
れ
は
大
き
な
強
み
で
す
。

ち
ょ
っ
と
困
っ
た
と
き
に
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ル
ダ

を
検
索
す
る
だ
け
で
解
決
す
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
原
稿
を
谷
和
樹
が
、

新
規
に
書
き
下
ろ
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

素
材
は
全
て
「
向
山
洋
一
」

で
す
。
そ
の
う
え
、

実
物
資
料
・
映
像
・
音
声

等
が
毎
月
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
言
う

の
も
な
ん
で
す
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
密
度
の
情

報
が
毎
週
届
く
の
は
、
通
常
あ
り
え
ま
せ
ん
。

こ
の
メ
ル
マ
ガ
は
、
プ
ロ
が
目
配
り
す
る
教

育
情
報
と
し
て
、
非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
メ
ル
マ
ガ
を
「
使

い
倒
す
」
た
め
の
一
流
教
師
た
ち
の
工
夫
を
、

余
す
と
こ
ろ
な
く
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

谷
和
樹
の
教
育
新
宝
島

https://w
w
w
.shintakarajim

a.jp/
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授
業
の
腕
を
あ
げ
る
原
理
は
、
次
の
三
つ
で

あ
る
。

Ａ　

強
い
﹁
あ
こ
が
れ
﹂

Ｂ　

具
体
的
な
﹁
方
途
﹂

Ｃ　

教
師
修
業
を
続
け
る
た
め
の
﹁
熱
量
﹂

１　

す
ぐ
れ
た
実
践
へ
の
あ
こ
が
れ

　

向
山
洋
一
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
作
『
斎
藤
喜
博
を

追
っ
て
』（
昌
平
社
）（
現
、『
向
山
の
教
師
修

業
十
年
』
学
芸
み
ら
い
社
）
の
中
に
、
次
の
よ

う
な
文
が
あ
る
。

　

放
課
後
、
雨
の
校
庭
を
な
が
め
て
い
た

時
だ
っ
た
。
四
年
生
の
男
の
子
が
ぼ
く
の

側
に
来
て
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
。

　

彼
は
し
ば
ら
く
し
て
「
ぼ
く
死
に
た
い

ん
だ
」
と
、
ぽ
つ
ん
と
言
っ
た
。（
中
略
）

　

五
年
生
に
な
っ
て
、
そ
の
子
を
、
ぼ
く

は
担
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

卒
業
生
を
出
し
た
余
韻
が
残
っ
て
い
る
三
月

二
八
日
、
向
山
氏
は
一
人
で
勉
強
を
始
め
る
…
。

大
学
時
代
、
偶
然
、
本
屋
で
手
に
し
た
こ
の

本
に
、
何
度
勇
気
付
け
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

何
度
、
教
師
と
い
う
仕
事
の
可
能
性
を
再
確

認
さ
せ
ら
れ
た
だ
ろ
う
。

何
度
、
向
山
氏
に
近
づ
き
た
い
と
思
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

２　
﹁
何
を
﹂﹁
ど
の
よ
う
に
﹂﹁
ど
れ
く
ら
い
﹂
す
れ
ば
よ
い
か

向
山
氏
は
『
斎
藤
喜
博
を
追
っ
て
』
の
直
筆

原
稿
を
残
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「
一
人
で
勉
強
を
始
め
」
た
と
き
の
ノ
ー
ト
や

TOSS授業アドバイザー 井
いの

上
うえ

好
こう

文
ぶん

「読むだけで授業の腕があがる」
メルマガの秘密
日本教育史に残る向山洋一氏の実践。それらを生み出した資料を、谷和樹氏が自身の体験
と最先端の知見をもとに分析し解説！

「教育新宝島」で、なぜ授業力があがるのか
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指
導
記
録
、
学
級
通
信
も
す
べ
て
残
し
た
。

向
山
氏
は
、
生
涯
を
通
じ
て
「
で
き
な
い
子
」

を
「
で
き
る
」
よ
う
に
さ
せ
て
き
た
。

向
山
氏
の
よ
う
に
、「
で
き
な
い
子
」
を
「
で

き
る
」
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」

「
ど
れ
く
ら
い
」
す
れ
ば
よ
い
か
。

向
山
氏
は
、
そ
れ
ら
の
手
が
か
り
と
な
る
膨

大
な
実
物
資
料
を
、
次
世
代
を
担
う
若
い
教
師

の
た
め
に
残
し
た
。

研
究
ノ
ー
ト
、
実
践
記
録
、
児
童
作
文
、
直

筆
原
稿
、
書
簡
、
授
業
映
像
・
音
声
、
写
真
…
。

そ
れ
ら
に
、
雑
誌
・
書
籍
も
含
め
る
と
段

ボ
ー
ル
箱
で
約
七
千
箱
に
の
ぼ
る
。

二
〇
一
九
年
、
こ
れ
ら
を
分
類
し
整
理
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

分
類
・
整
理
さ
れ
た
教
育
資
料
の
一
部
は
、

『
向
山
洋
一
映
像
全
集
』

『
新
・
向
山
洋
一
実
物
資
料
集
』

�

（
い
ず
れ
も
教
育
技
術
研
究
所
で
販
売
）

と
し
て
出
版
さ
れ
、
向
山
実
践
の
研
究
・
継
承

に
役
立
っ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
は
、
向
山
氏
が
残
し
た
資
料

の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
。

ち
な
み
に
、
二
〇
二
四
年
現
在
、
分
類
・
整

理
が
終
わ
っ
た
実
物
資
料
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。●�

研
究
ノ
ー
ト
、
実
践
記
録
、
児
童
作
文
等

（
二
二
万
三
千
ペ
ー
ジ
）

●
直
筆
原
稿
（
五
千
ペ
ー
ジ
）

●
書
簡
（
四
万
二
千
ペ
ー
ジ
）

●
授
業
映
像
・
音
声
（
一
万
一
千
本
）

●
写
真
（
四
万
五
千
枚
）

●
教
材
・
教
具
（
一
千
点
）
…
。

新
卒
時
代
か
ら
退
職
ま
で
の
実
践
資
料
が
分

類
・
整
理
さ
れ
て
い
る
実
践
家
は
、
日
本
教
育

史
上
、
向
山
氏
以
外
に
誰
一
人
と
し
て
い
な
い
。

３　

ま
っ
た
く
新
し
い
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
誕
生
！

こ
の
「
宝
島
」
の
よ
う
な
教
育
資
産
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
生
ま
れ

た
、
新
し
い
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
場

所
）
が
、「
谷
和
樹
の
教
育
新
宝
島
」
で
あ
る
。

こ
の
メ
ル
マ
ガ
の
公
式
サ
イ
ト
で
は
、
今
、

無
料
で
サ
ン
プ
ル
版
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

参
観
日
の
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

大
原
則
１　

一
人
残
ら
ず
活
動
さ
せ
る
。

大
原
則
２　

�

保
護
者
に
も
子
供
た
ち
の
活

動
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
例
え
ば
何
を
す
る
か
。

⑴　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
始
め
る
。

⑵　

次
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
読
を
さ
せ
る
。

⑶　

答
え
や
意
見
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。

⑷　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

⑸　

意
見
を
黒
板
に
書
か
せ
る
。

⑹　

意
見
が
分
か
れ
る
発
問
を
す
る
。

⑺　

�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
で
全
員
の
子
の
活
動

場
面
を
つ
く
る
…
。

誰
よ
り
も
向
山
実
践
に
あ
こ
が
れ
、
そ
れ
こ

そ
人
生
を
賭
け
て
追
求
し
て
き
た
谷
和
樹
氏
の

分
析
と
解
説
は
鋭
く
あ
た
た
か
い
。

「
読
む
だ
け
で
授
業
の
腕
が
あ
が
る
」
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谷
和
樹
氏
は
「
教
育
新
宝
島
」
で
、「
向
山
洋
一
氏
は

宿
題
を
あ
ま
り
出
さ
な
い
。
冬
休
み
の
宿
題
も
書
き
ぞ
め

と
自
由
作
品
の
み
で
あ
る
。
提
出
も
自
由
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
書
い
て
い
た
。

向
山
洋
一
氏
の
「
冬
休
み
の
宿
題
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

『
自
由
さ
・
ア
バ
ウ
ト
さ
』
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
も
宿

題
に
「
選
択
す
る
と
い
う
自
由
さ
」
を
取
り
入
れ
て
み
た
。

福
井
県
独
自
で
作
成
し
て
い
る
「
冬
休
み
の
友
」
は
、

全
校
で
必
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宿
題
を
一
気
に

な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、「
冬
休
み
の
友
」
と
年

賀
状
だ
け
に
し
た
。
あ
と
は
六
つ
の
う
ち
か
ら
二
つ
選
ん

で
や
っ
て
も
よ
い
と
し
た
。
小
学
一
年
生
だ
っ
た
の
で
、

「
音
読
、
漢
字
、
カ
タ
カ
ナ
、
端
末
の
ア
プ
リ
学
習
（
算

数
や
音
楽
な
ど
）、
お
手
伝
い
、
そ
の
他
」
の
六
つ
か
ら

選
ば
せ
た
。

冬
休
み
に
全
員
端
末
を
持
ち
帰
っ
て
も
よ
い
こ
と
と
な

り
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
宿
題
の
進

行
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
。
一
年
生
な
の
で
、
リ
ス

ト
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
し
、
文
字
を
打
ち
こ
ま
な
く
て
も
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。
ま
た
、
十
二
月
に
一
回
私
が

コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る
よ
う
に
し
た
。
コ
メ
ン
ト
は
、
で
き

る
だ
け
注
意
す
る
の
で
は
な
く
、
励
ま
す
よ
う
に
し
た
。

す
る
と
、
宿
題
で
あ
る
「
冬
休
み
の
友
」
と
年
賀
状
だ

け
で
な
く
、
全
員
が
二
つ
選
ぶ
宿
題
も
や
っ
て
き
た
。
自

分
で
調
整
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
宿
題
を
終
わ
ら
せ
、

意
欲
的
に
二
つ
選
ん
で
や
っ
て
き
た
こ
と
に
感
動
し
た
。

向
山
氏
の
「
自
由
さ
・
ア
バ
ウ
ト
さ
」
は
、
子
供
を
や

る
気
に
さ
せ
た
。「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！
」
と
思
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
冬
休
み
明
け
に
た
く
さ
ん
褒
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

「
〇
〇
ち
ゃ
ん
、
二
つ
も
や
っ
て
き
た
の
？　

す
ご
い
な

あ
」

「
た
く
さ
ん
漢
字
を
書
い
て
き
た
ね
。
驚
い
た
よ
」

私
も
笑
顔
に
な
っ
た
し
、
子
供
た
ち
も
笑
顔
に
な
っ
た
。

向
山
氏
の

『
自
由
さ
・
ア

バ
ウ
ト
さ
』
を

取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
冬
休
み

明
け
も
笑
顔
で

楽
し
く
ス
タ
ー

ト
で
き
た
。

『
自
由
さ
・
ア

バ
ウ
ト
さ
』
も

向
山
氏
の
技
の

一
つ
で
あ
る
と

感
じ
た
。

福井県福井市立社西小学校 尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

冬休み明けを笑顔で楽しく
スタートできる技
　向山洋一氏の自由な雰囲気に憧れる。「自由さ・アバウトさ」も技である。

【事例研究】「教育新宝島」で初めて知った“向山洋一の技”①「冬休みの宿題」に学ぶ向山洋一の技
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「
教
育
新
宝
島
」
に
お
け
る
谷
和
樹
氏
の
分
析
に
よ
り
、

毎
週
初
め
て
知
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
二
〇
二
三
年

十
二
月
二
二
日
の
Ｖ
ｏ
ｌ
．
３
「
教
材
開
発
の
楽
し
さ
」

に
お
け
る
、「
初
め
て
知
る
こ
と
」、
そ
れ
は
、
三
八
歳
の

向
山
洋
一
氏
の
あ
る
日
の
「
同
時
進
行
仕
事
術
」
で
あ
る
。

　

Ｖ
ｏ
ｌ
．
３
に
は
、
向
山
氏
が
「
ク
イ
ズ
面
白
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」※
の
問
題
を
考
え
た
直
筆
原
稿
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
原
稿
の
日
付
は
「
57
．
４
．
11
」
で
あ
る
。

こ
の
日
付
を
見
て
、
す
ぐ
に
気
付
い
た
。
昭
和
五
七
年
と

い
え
ば
、
向
山
氏
が
調
布
大
塚
小
学
校
四
年
二
組
の
担
任

で
あ
り
、
学
級
通
信
『
ア
チ
ャ
ラ
』
を
発
行
し
た
年
で
あ

る
。
三
八
歳
。

『
ア
チ
ャ
ラ
』
を
本
棚
か
ら
取
り
出
し
、
開
い
た
。
こ
の

日
に
、
向
山
氏
が
学
級
通
信
を
書
い
て
い
る
の
か
気
に

な
っ
た
か
ら
だ
。

あ
っ
た
！　

書
い
て
い
た
。
ア
チ
ャ
ラ
六
号
で
あ
る
。

昭
和
五
七
年
四
月
十
一
日
は
、
土
曜
日
。
こ
の
日
の
午
後
、

「
風
の
音
が
出
る
教
室
で
、
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
去
っ
た

一
週
間
を
思
い
出
し
」
な
が
ら
、
学
級
通
信
を
書
い
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
向
山
氏
は
、

①　

午
前
中
、
四
年
生
に
授
業
を
し
、

②　

午
後
、
一
週
間
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

③　

学
級
通
信
Ｂ
４
一
枚
（
小
さ
い
字
で
び
っ
し

り
）
を
教
室
で
書
き
、

④　

研
究
会
（
京
浜
教
育
サ
ー
ク
ル
）
に
出
か
け
、

当
時
、
横
浜
国
立
大
学
助
教
授
だ
っ
た
井
関
義
久

氏
と
ゼ
ミ
の
学
生
と
交
流
し
、

⑤　

そ
の
後
の
懇
親
会
を
楽
し
み
、

⑥　

さ
ら
に
、
ど
こ
か
の
時
間
で
、「
ク
イ
ズ
面
白

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
。

ま
さ
に
、「
同
時
進
行
」
の
仕
事
術
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。「
ク
イ
ズ
面
白
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
の
原
稿
に
は
、
日
付
が
二
つ
あ
る
。「
11

日
」
と
「
25
日
」
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
仕
事
は
少
し
で

も
手
を
つ
け
、
前
進
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
日
の
学
級
通
信
に
は
、
社
会
と
国
語
の
授
業
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
。
授
業
を
し
、
学
級
通
信
で
実
践
を
ま

と
め
、
サ
ー
ク
ル
で
学
び
、
さ
ら
に
、「
教
科
書
問
題
」

の
出
題
者
と
し

て
七
年
間
格
闘

す
る
。
自
分
も

も
っ
と
で
き
る

こ
と
が
あ
る
と
、

力
を
も
ら
っ
た

Ｖ
ｏ
ｌ
．
３
で

あ
っ
た
。

愛知県豊田市立中山小学校 井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

向山氏の仕事量に
「自分ももっとできる」と力をもらう
向山洋一氏38歳、４月11日の同時進行仕事術から学ぶ。

【事例研究】「教育新宝島」で初めて知った“向山洋一の技”②「教材開発の楽しさ」に学ぶ向山洋一の技

学級通信『アチャラ』　No.6

「クイズ面白ゼミナール」の直筆原稿

※  

一
九
八
一
〜
一
九
八
七
年
度
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
ク
イ
ズ
番
組
。
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１　

プ
リ
ン
ト
「
学
習
ノ
ー
ト
」

　

そ
の
資
料
に
つ
い
て
、
谷
和
樹
氏
は
次
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。

　
向
山
洋
一
が
５
年
生
を
担
任
し
た
４
月
す
ぐ
の

授
業
で
使
用
し
た
プ
リ
ン
ト
で
す
。
学
び
方
を
教

え
る
典
型
例
と
思
い
ま
す
。（
谷
和
樹
氏
の
解
説

よ
り
）

　

こ
の
プ
リ
ン
ト
「
学
習
ノ
ー
ト
Ｎ
ｏ
．１
」
は

お
そ
ら
く
、
第
三
時
に
配
付
し
た
も
の
だ
と
推
測

で
き
る
。
向
山
学
級
の
子
供
た
ち
に
向
け
て
、
向

山
氏
が
作
成
し
た
も
の
だ
。
つ
ま
り
、
学
び
方
を

教
え
る
「
向
山
氏
の
技
」
が
こ
の
プ
リ
ン
ト
に
込

め
ら
れ
て
い
る
。

２　

実
際
に
「
プ
リ
ン
ト
」
に
取
り
組
む

　

向
山
氏
の
技
を
学
ぶ
た
め
に
、
こ
の
プ
リ
ン
ト

を
子
供
に
な
っ
た
つ
も
り
で
取
り
組
ん
で
み
た
。

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
ノ
ー
ト
に
貼
り
、
書
き
込

ん
で
い
く
。
自
分
の
頭
が
フ
ル
回
転
す
る
感
覚
を

体
験
で
き
る
。
同
時
に
、
向
山
氏
の
プ
リ
ン
ト
に

込
め
た
技
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
向
山
氏
が
プ
リ
ン
ト
に
示
し
た
「
集
合
の

例
」
で
あ
る
。
図
で
示
し
て
あ
る
の
で
、
活
動
が

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
集
合
」

は
、「
ま
と
ま
り
の
意
味
」
を
考
え
や
す
い
組
み

合
わ
せ
に
し
て
い
る
。
勉
強
が
苦
手
な
子
で
も
、

取
り
組
み
や
す
い
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
を
使
い
、
熱
中
し
た
授

業
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
、
子
供
た
ち
が
使
い
こ

な
せ
る
「
学
び
方
」
に
な
る
の
だ
。

「
新
宝
島
」
の
他
の
号
で
は
、
向
山
氏
の
別
の
学

習
プ
リ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
や
っ

て
み
る
と
、
向
山
氏
の
技
を
体
験
し
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

「プリント」を印刷して、
やってみよう！
「谷和樹の教育新宝島」vol.07「『学び方』を教えよう」では、向山洋一氏の５年国語「た
かの巣とり（かける）」の授業実践が解説されている。この授業の詳細は、向山洋一著『子
どもが論理的に考える！“楽しい国語”授業の法則』（学芸みらい社）に収録されている。向
山氏の国語実践の中でも、有名な実践であり、私も何度も追試してきた。教室は熱中状態
になる。「新宝島」には、私が初めて見たプリント資料があった。

【事例研究】「教育新宝島」で初めて知った“向山洋一の技”③「学び方を教えよう」に学ぶ向山洋一の技

※塩谷がまとめたノート。
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向
山
氏
は
、
授
業
で
O
H
P
を
子
供
た
ち
に
使
わ
せ
た
。

向
山
学
級
の
子
供
が
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

白
い
紙
に
ま
と
め
た
時
、
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
。
人
口
密
度
の
と
き
、「
八
百
〜
千
以
上

を
こ
え
て
い
る
所
を
色
で
ぬ
り
つ
ぶ
し
な
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
の
だ
。

　

ぬ
り
つ
ぶ
し
て
み
る
と
、
工
業
地
帯
の
位
置
と

ぴ
っ
た
し
だ
。「
う
わ
ぁ
ー
。
さ
す
が
向
山
先
生
だ
」

と
お
も
っ
た
。

谷
氏
は
「
塗
る
、
重
ね
る
、
表
に
す
る
…
等
、
別
々
の

手
法
を
別
々
の
子
ど
も
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
」

と
分
析
し
て
い
る
。
向
山
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
ま
さ
に

文
房
具
の
よ
う
に
、
最
先
端
の
視
聴
覚
機
器
を
使
い
こ
な

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

O
H
P
。
向
山
氏
は
算
数
「
公
倍
数
」
で
も
使
っ
て
い

る
。
同
学
年
で
研
究
授
業
に
向
け
て
の
話
合
い
を
し
た
。

O
H
P
で
数
の
三
原
色
を
工
夫
し
て
み
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。『

こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践
の
ウ
ラ
技
』

（
師
尾
喜
代
子　

明
治
図
書
出
版
）

公
倍
数
を
O
H
P
で
？　

三
原
色
で
？　

私
に
は
イ

メ
ー
ジ
で
き
な
か
っ
た
。
師
尾
氏
が
、
先
日
、
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
数
直
線
。
二
の
倍
数
を
青
色
で
塗
る
。
三
の

倍
数
を
黄
色
で
塗
る
。
二
つ
の
数
直
線
を
重
ね
る
。

す
る
と
、
ど
う
な
る
か
？　

二
と
三
の
公

倍
数
が
緑
色
に
な
る
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち

は
、
パ
ッ
と
見
て
、
公
倍
数
が
分
か
る
。

今
の
最
先
端
と
い
え
ば
、
Ａ
Ｉ
に
な
る
。「
林
先
生
が

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
何
県
の
ど
こ
で
す
か
？　

ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
」
あ
る
子
が
、「
熊
本
県
熊
本
城
」
と
書

い
て
い
た
。「
本
当
に
そ
う
な
の
か
、
同
じ
よ
う
な
写
真

を
見
付
け
な
さ
い
」
子
供
た
ち
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
熊

本
城
を
検
索
し
て
い
た
。「
Ａ
Ｉ
に
写
真
を
送
り
ま
す
。

こ
の
写
真
だ
け
で
熊
本
県
熊
本
城
と
分
か
る
で
し
ょ
う

か
？　

〇
か
×
を
書
き
な
さ
い
」
多
く
は
〇
だ
っ
た
。

「
熊
本
城
は
有
名
だ
か
ら
、
Ａ
Ｉ
君
も
知
っ
て
い
る
は
ず

だ
」
と
い
う
。ChatGPT

4o

に
送
る
前
に
、
プ
ロ
ン
プ

ト
（
指
示
・
命
令
）
を
考
え
さ
せ
た
。
同
じ
よ
う
に
島
原

城
な
ど
の
写
真
当
て
を
し
た
。

　

そ
の
日
。
子
供
た
ち
は
、
私
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

い
、
Ａ
Ｉ
に
様
々
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
入
れ
て
い
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
に
な
る
方
法
」「
か
っ
こ
い
い
男
子
に

も
て
る
方
法
」
な
ど
な
ど
。

　

教
師
が
I
C
T
を
駆
使
し
、
子
供
に
も
使
わ
せ
る
。

「
新
宝
島
」
で
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

圧巻指導案＋授業映像で、
「技」がより多く学べる
向山氏はICTを、教師だけでなく、子供にも使わせていた。（Vol.5の特典より）

【事例研究】「教育新宝島」で初めて知った“向山洋一の技”④「圧巻指導案」に学ぶ向山洋一の技
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「
教
育
新
宝
島
」
の
記
事
で
、
な
ぜ
授
業
が
変
わ
る
か
。

　

こ
れ
か
ら
、
ま
さ
に
実
践
す
る
ト
ピ
ッ
ク

が
、
配
信
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
来
週
か
ら
、
水
泳
指
導
が
始
ま
る
」

「
週
明
け
か
ら
、
冬
休
み
の
宿
題
を
検
討
す
る
」

な
ど
、
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
た
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
届

く
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
八
月
の
特
典
に
入
っ
て
い
た
「
夏
休

み
の
思
い
出
ス
ピ
ー
チ
」
の
実
践
が
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

だ
っ
た
。
今
の
時
代
に
必
要
な
配
慮
や
声
か
け
を
加
え
て
、

追
試
し
よ
う
と
思
っ
た
。

　

追
試
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
で
あ
る
。

「
一
五
秒
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
こ
と
を
詳
し
く
話

せ
ば
一
五
秒
に
な
る
」

「
新
宝
島
」
の
情
報
を
自
分
の
授
業
に
応
用
す
る
際
は
、

こ
う
し
た
具
体
的
な
限
定
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
す
る
。

は
っ
き
り
と
授
業
が
変
わ
る
。

夏
休
み
明
け
初
日
の
登
校
（
シ
ル
バ
ー
の
一
日
目
）
に
、

こ
の
部
分
を
追
試
し
た
。

宿
題
を
回
収
し
て
い
る
間
に
、「
夏
休
み
の
思
い
出
を

話
し
て
も
ら
い
ま
す
」
と
予
告
。

こ
こ
で
、
前
述
の
語
り
を
追
試
し
た
。

「
一
五
秒
」「
一
つ
の
こ
と
」
と
い
う
言
葉
は
大
変
イ

メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
。

も
ち
ろ
ん
、
子
供
に
よ
っ
て
様
々
な
夏
の
過
ご
し
方
が

あ
る
の
で
、
配
慮
が
必
要
だ
。
旅
行
や
外
出
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
家
の
中
で
の
出
来
事
な
ど
、
ど
ん
な
内
容
で
も

良
い
こ
と
を
伝
え
る
。

念
の
為
、
私
が
例
示
を
入
れ
た
。

「
先
生
は
京
都
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
清
水
寺
と
い
う
お

寺
で
す
。
浴
衣
で
坂
を
登
っ
た
の
が
と
て
も
大
変
で
し
た

が
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」

宿
題
回
収
後
、
念
の
為
、
隣
の
人
に
発
表
。

そ
の
後
、
全
体
に
発
表
。

お
そ
ら
く
向
山
氏
も
そ
う
だ
っ
た
と
思
う
が
、
座
っ
て

い
る
順
番
に
言
わ
せ
て
い
っ
た
。

例
年
は
指
名
な
し
に
し
た
り
、
練
習
さ
せ
て
き
た
り
し

て
い
た
が
、
今
年
は
そ
の
場
で
あ
ま
り
時
間
を
取
り
す
ぎ

ず
に
、
思
い
出
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
小
さ
な
片へ
ん

々ぺ
ん

の
と
こ
ろ
を
追
試
す
る
こ
と
で
、

向
山
氏
が
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
（
今
回
で
言
え
ば
、

時
間
意
識
や
軽
重
を
付
け
る
こ
と
）
に
、
実
践
を
通
し
て

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
新
宝
島
」
の
お
か
げ
で
、
楽
し
く
テ
ン
ポ
良
く
、
夏
休

み
明
け
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

神奈川県横浜市立子安小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

具体的な限定された
ポイントを意識する
８月の特典「夏休みの思い出スピーチ」を追試した。具体的な限定されたポイントを追試
することで、授業（スピーチ場面）が変わった。

「教育新宝島」この記事で私の授業が変わった～メルマガ情報を自分の授業に応用するコツ～
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朝
の
廊
下
を
教
室
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
と
、
五
年

生
の
男
の
子
が
私
を
追
い
か
け
て
き
た
。

「
先
生
、
こ
の
問
題
、
解
け
ま
す
か
!?
」

　

ノ
ー
ト
に
は
、
下
の
問
題
が

か
か
れ
て
い
た
。
前
日
、
私
は

出
張
す
る
担
任
の
代
わ
り
に
、

こ
の
子
の
ク
ラ
ス
で
テ
ス
ト
後
、

五
分
間
授
業
を
し
た
。「
教
育

新
宝
島
」
を
購
読
し
て
い
る
先

生
な
ら
ば
、
私
が
何
の
授
業
を

し
た
の
か
ピ
ン
と
く
る
だ
ろ
う
。

そ
の
授
業
が
楽
し
か
っ
た
ら
し

く
、
こ
の
子
は
自
分
で
こ
の
問

題
を
作
っ
た
ら
し
い
。

私
は
こ
の
子
に
お
礼
を
伝
え
、
こ
の
問
題
を
自
分
の
三

年
学
級
で
も
行
っ
た
。
三
人
の
子
が
、
す
ぐ
さ
ま
答
え
を

言
い
当
て
た
。
や
ん
ち
ゃ
な
Ａ
君
が
、
こ
う
叫
ん
だ
。

「
先
生
、
こ
れ
簡
単
だ
！　

だ
っ
て
、
前
や
っ
た
問

題
と
お
ん
な
じ
だ
！
」

そ
の
声
を
聞
い
た
子
供
た
ち
は
「
え
？
」
と
驚
い
た
後
、

「
う
わ
ー
！　

本
当
だ
！
」
と
大
興
奮
だ
っ
た
。
ク
ラ
ス

の
子
供
た
ち
に
も
、
同
じ
授
業
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

私
は
、
子
供
た
ち
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　

先
生
は
ね
、
こ
れ
を
作
っ
た
五
年
生
の
子
も
す
ご

い
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
前
や
っ
た
問
題
と
同
じ
こ
と

に
気
付
い
た
Ａ
君
も
と
っ
て
も
す
ご
い
と
思
う
。

　

そ
う
い
う
の
を
、『
簡
単
な
原
理
か
ら
出
発
す

る
』
っ
て
い
う
ん
だ
よ
。

　

問
題
の
同
じ
と
こ
ろ
を
見
付
け
ら
れ
れ
ば
、
難
し

い
問
題
も
解
く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
供
の
行
動
を
価
値
付
け
る
こ
と
が
重

要
だ
。
谷
氏
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
、
探
究
的
な
学
習
場

面
で
の
教
師
の
「
介
入
」（「
子
供
た
ち
の
状
態
を
活
性
化

さ
せ
る
教
師
の
技
術
」）
の
一
つ
で
あ
る
。

ま
た
、『
簡
単
な
原
理
か
ら
出
発
す
る
』
と
い
う
言
葉

も
、
私
は
「
教
育
新
宝
島
」
か
ら
学
ん
だ
。「
教
育
新
宝

島
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
価
値
付
け
」
が
あ
ふ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
読
む
た
び
に
授
業
の
腕
が
上
が
り
、
子
供

た
ち
も
成
長
で
き
る
の
だ
と
私
は
考
え
る
。

ち
な
み
に
、「
い
ろ
は
う
た
」
を
知
ら
ず
、
カ
タ
カ
ナ

を
書
き
ま
く
る
子
供
も
い
た
。
こ
の
子
を
ど
う
価
値
付
け

る
か
に
つ
い
て
も
、「
教
育
新
宝
島
」
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

静岡県浜松市立大瀬小学校 平
ひら

野
の

遼
りょう

太
た

子供の行動をどう価値付けるか
「教育新宝島」には、「価値付け方」があふれている。

「教育新宝島」この記事で私の授業が変わった～メルマガ情報を自分の授業に応用するコツ～
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１　

整
理
も
保
存
も
し
な
い

毎
週
届
く
「
教
育
新
宝
島
」。

基
本
的
に
は
、
整
理
も
保
存
も
し
て
い
な
い
。

メ
ー
ル
を
検
索
す
れ
ば
、
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
た

め
だ
。

メ
ー
ル
の
設
定
で
、
一
応
【
谷
和
樹
の
教
育
新
宝
島
】

と
ラ
ベ
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
し
な
く
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
何

度
か
く
り
返
す
と
、
必
要
な
情
報
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で

き
る
。

２　

保
存
し
て
い
る
も
の

い
く
つ
か
の
、
自
分
の
頭
で
考
え
た
こ
と
は
保
存
し
て

い
る
。

（
１
）
Ｑ
Ａ
の
自
分
の
解

こ
れ
は
、
新
宝
島
P
a
r
t
２
で
、
谷
氏
の
解
と
自
分

の
解
が
ど
れ
だ
け
違
う
か
を
知
る
た
め
に
書
い
て
い
る
。

谷
氏
の
解
の
幅
広
さ
、
深
さ
、
共
感
的
な
言
葉
、
問
い

そ
の
も
の
に
対
す
る
指
導
、
少
し
突
き
放
し
て
自
分
で
考

え
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
を
促
す
場
面
…
。

毎
回
大
き
な
違
い
を
実
感
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
学
び
が
大
き
い
。

少
し
で
も
似
た
部
分
が
あ
る
と
、
う
れ
し
い
。
こ
れ
も

「
新
宝
島
」
の
一
つ
の
楽
し
み
方
で
あ
る
。

（
２
）before

/
after

シ
ョ
ー
ト
動
画

「
教
育
新
宝
島
」
を
活
用
す
る
と
、
具
体
的
に
ど
う
実
践

が
変
わ
り
、
子
供
の
事
実
が
生
ま
れ
る
か
を
シ
ョ
ー
ト
動

画
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
だ
T
O
S
S
を
よ
く
知
ら
な

い
方
々
に
も
そ
の
良
さ
が
伝
わ
り
や

す
い
と
考
え
、
少
し
ず
つ
作
成
し
て

い
る
。

（
そ
の
一
つ
め
が
右
側
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
視
聴
で
き
る
）

（
計
画
し
て
い
る
プ
ロ
ッ
ト
が
、
左

側
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

（
３
）
書
籍

「
新
宝
島
」
に
は
、
向
山
洋
一
氏
や
谷
和
樹
氏
が
こ
れ
ま

で
に
読
ま
れ
た
書
籍
が
数
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

最
近
購
入
し
た
の
は
、『
糸
川
英
夫
の
入
試
突
破
作

戦
』（
糸
川
英
夫
著　

文
藝
春
秋
）
と
『
国
語
入
試
問
題

必
勝
法
』（
清
水
義
範
著　

講
談
社
）
で
あ
る
。

同
じ
本
を
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
。

一
ミ
リ
で
も
知
の
力
を
高
め
た
い
。

こ
れ
ら
を
保
存
し
な
い
手
は
な
い
。

兵庫県姫路市立高岡小学校 西
にし

田
だ

真
ま

衣
い

子
こ

自分の頭で考え、
記録したものを保存する
検索できるものは、整理も保存もしない。自分の頭で考え、記録したり分析したりした情
報を保存する。

「教育新宝島」本当は教えたくない私の活用法～整理・保存から検索・活用まで～
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１　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し
て
行
う
「
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
」

「
教
育
新
宝
島
」
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
す
る
と
良
い
。

理
由
は
二
つ
あ
る
。

１
．
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
教
育
新
宝
島
」

を
、
横
断
検
索
的
に
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
き
る

か
ら
。

２
．C

hatG
P
T

に
読
み
込
ま
せ
ら
れ
る
か
ら
。

　

毎
週
二
〜
三
通
届
く
メ
ル
マ
ガ
だ
。
す
べ
て
の
内
容
を

覚
え
て
お
く
の
は
難
し
い
。「
あ
の
情
報
は
、
た
し
か
新

宝
島
に
あ
っ
た
は
ず
だ
な
」
と
か
す
か
に
思
い
出
し
た
と

き
、
メ
ー
ル
を
検
索
す
る
よ
り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
検
索
し
た
方
が

速
く
、
便
利
だ
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し
た
「
教
育
新
宝
島
」
を
、

ひ
と
つ
の
フ
ォ
ル
ダ
に
入
れ
て
お
く
。A

dobe
A
crobat

Reader

で
、「
高
度
な
検
索
」
を
使
用
す
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
を
入
れ
る
と
、
全
文
検
索
が
か
か
る
。
た
と
え
ば
「
分

析
批
評
」
と
入
れ
れ
ば
、vol.01

Part２
、vol.36

Part１

、

vol.37
Part２

な
ど
の
当
該
の
箇
所
が
一
気
に
ヒ
ッ
ト
す

る
。「
教
育
新
宝
島
」
が
辞
書
の
よ
う
に
使
え
る
の
だ
。

　

今
後
、「
教
育
新
宝
島
」
は
ま
す
ま
す
増
え
続
け
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
は
、
必
要
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
言
え
る
。

２　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し
て
行
う
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」

「
教
育
新
宝
島
」
を
た
だ
読
む
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

学
び
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
必
要
だ
。
私
は
T
O
S
S－

S
N
S
に
「
教
育
新
宝
島
」
か
ら
の
学
び
を
綴
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
S
N
S
以
外
で
も
良
い
。ChatGPT

を
利

用
す
る
方
法
も
あ
る
。
次
の
よ
う
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を
出
す
。

「
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
、
重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
20
ほ
ど
の
選
択
肢
問
題
に
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
問
一
答
形
式
に
し
、
私
が
解
答
し
て

か
ら
正
解
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
際
短
い

解
説
も
加
え
て
く
だ
さ
い
」。

　

そ
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
「
教
育
新
宝
島
」
を
読
み
込
ま
せ
る
。

　

こ
う
す
る
と
、
タ
イ
ト
ル
欄
の
画
像
の
よ
う
な
問
題
が

出
題
さ
れ
る
。
正
解
は「
ｂ
」。
次
の
解
説
も
得
ら
れ
る
。

「（
前
略
：
佐
藤
）
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
日
常
生
活

で
目
に
す
る
情
報
を
意
識
的
に
集
め
る
こ
と
で
、
二
学
期

の
授
業
に
つ
な
が
る
体
験
の
基
礎
を
築
く
た
め
の
も
の
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
先
取
り
の
活
動
は
、
授
業
の
効
果
を

高
め
る
重
要
な
手
法
で
す
」。

「
教
育
新
宝
島
」
は
読
み
や
す
い
。
し
か
し
、
内
容
は
極

め
て
濃
い
。
一
読
で
終
わ
ら
せ
ず
、
そ
の
都
度
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
を
し
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
。

山形県山形市立蔵王第一小学校 佐
さ

藤
とう

智
とも

彦
ひこ

検索とアウトプットで
「教育新宝島」を使い倒す
メール形式をPDFにするのは必須。フォルダに保存し、活用しよう。

「教育新宝島」本当は教えたくない私の活用法～整理・保存から検索・活用まで～
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１　

Ｑ
Ａ
を
分
類
し
、
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る

　

こ
れ
ま
で
配
信
の

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を

Google

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
に
す
べ
て
ま

と
め
て
い
る
。

カ
テ
ゴ
リ
ー
や

キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

後
か
ら
見
た
時
に
す

ぐ
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、【
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
キ
ー
＋
Ｆ

ボ
タ
ン
】
で
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
も
検
索
を
か
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

教
科
指
導
や
学
級
経
営
等
で
自
分
が
悩
ん
だ
時
や
、
同

じ
よ
う
な
質
問
を
受
け
た
時
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

サ
ー
ク
ル
例
会
で
Ｑ
Ａ
を
一
緒
に
考
え
る

子
ど
も
が
指
示
を
聞
か
な
い
時
の
対
応
で
、
や
っ
て

は
い
け
な
い
対
応
を
三
つ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
二
三
年
十
二
月
十
五
日
配
信
の
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
質
問
の
答
え
を
サ
ー
ク
ル
の
先
生

方
と
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
つ
く
っ
た
。

拙
サ
ー
ク
ル
は
採
用
か
ら
数
年
が
経
過
し
、
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
つ
つ
あ
る
先
生
方
が
多
く
所
属
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、「
職
員
室
で
採
用
一
年
目
の
先
生
か
ら
こ

の
質
問
を
受
け
た
ら
ど
の
よ
う
に
答
え
る
か
」
と
い
う
設

定
を
つ
く
り
、
サ
ー
ク
ル
例
会
で
考
え
た
。
た
と
え
ば
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

①　

大
声
や
威
圧
的
な
注
意

②　
「
◯
年
生
か
ら
や
り
直
し
」

③　

た
だ
諦
め
て
放
っ
て
お
く

（
採
用
五
年
目
・
女
性
教
諭
）

こ
の
よ
う
に
、
意
見
を
出
し
合
っ
た
後
に
、
谷
和
樹
氏

に
よ
る
Ａ
を
拝
読
し
た
。

自
分
な
ら
ど
う
答
え
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
読
む
こ
と

で
、
学
び
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
谷
氏
の
Ａ
に

は
毎
回
新
し
い
発
見
が
い
く
つ
も
あ
る
。
自
分
の
考
え
や

行
動
の
選
択
肢
が
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
教
育
新
宝
島
」
は
、
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
も
見
逃
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

宮城県仙台市立鶴谷小学校 菅
かん

野
の

祐
ゆう

貴
き

Ｑ＆Ａコーナーの活用で学びを深める
Ｑ＆Ａコーナーは学びの宝庫である。サークル例会で自分の考えを出し合い、議論するこ
とで、実践に活かすことができる。

「教育新宝島」Q&Aコーナーに答えがあった！
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「
教
育
新
宝
島
」
の
P
a
r
t
２
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
も

毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
Q
は
掲
載
さ
れ
る
か
ど
う
か

も
分
か
ら
な
い
が
、
採
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
っ
て
も

ラ
ッ
キ
ー
だ
な
、
と
思
い
、
応
募
を
続
け
て
い
る
。

谷
氏
が
お
も
ち
の
膨
大
な
知
識
、
経
験
か
ら
、
い
か
に

自
分
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
け
る
か
、
と
い
う
視
点
で
、
問
い
を
考
え
て
い
る
。

１　

テ
ー
マ
の
設
定

色
々
な
テ
ー
マ
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
教

育
」
新
宝
島
な
の
で
、
私
は
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
絞
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
は
な
い
Q
が
あ
っ
て
も
、
良
い
と

思
っ
て
い
る
。

次
に
、
自
分
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
い
く
つ
か
を
書
き

出
し
、
絞
る
。
小
学
校
で
勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
は
、
自
分

の
学
級
の
児
童
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
必
ず
し
も
ご
回
答

い
た
だ
け
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
す
ぐ

に
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、サ
ー
ク
ル
や
セ
ミ
ナ
ー

の
懇
親
会
等
で
、
仲
間
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問
し
た
い
内
容
を
明
確
に
し
た
上
で
、
自
分
の

解
決
方
法
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
、
箇
条
書
き

に
し
て
書
く

２
以
下
は
二
〇
二
四
年
八
月
十
六
日
、
V
o
l
．
37
に
掲

載
さ
れ
た
私
の
Q
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

高
校
に
お
け
る
探
究
の
授
業
に
つ
い
て
、
教
師
と

し
て
、
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

以
下
は
、
自
分
の
考
え
で
す
。

１　

探
究
と
い
う
言
葉
を
定
義
す
る

　

そ
の
学
校
な
り
の
探
究
と
は
何
か
。
目
指
す
べ
き

ゴ
ー
ル
は
何
か
。
ど
ん
な
力
を
つ
け
た
い
の
か
を
、

で
き
る
だ
け
細
分
化
す
る
。

２　

定
義
を
学
校
全
体
で
共
有
す
る
（
略
）

３　

教
師
自
身
に
探
究
の
経
験
が
な
い
た
め
、
教
師

も
何
ら
か
の
研
究
を
す
る
（
略
）

　

谷
先
生
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

　

ま
た
、
参
考
に
す
べ
き
、
向
山
実
践
や
参
考
実
践

が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

谷
氏
は
、
こ
れ
に
続
け
て
四
、
五
、
六
と
案
を
書
い
て

く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
、
代
表
的
な
向
山
実
践
と
し
て
、
五

つ
を
紹
介
く
だ
さ
っ
た
。
貴
重
で
膨
大
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
自
分
な
り
の
解
決
法
を
具
体
的
に
書
く
こ

と
で
、
谷
氏
が
付
け
足
し
て
く
だ
さ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

応
募
を
続
け
て
い
き
た
い
。
み
な
さ
ま
も
ぜ
ひ
。

神奈川県高等学校教諭 小
こ

林
ばやし

智
とも

子
こ

直接谷氏にお聞きできるチャンス！　最大限
に活用するための質問の仕方
いつ取り上げられるか分からない「教育新宝島」のQ&Aコーナー。だからこそ、取り上げ
られたときの喜びは大きい。まずは応募をする。
次に、せっかく、谷氏に直接お聞きできる機会なので、自分がお聞きしたいことが伝わる
ように、質問の仕方を工夫している。

「教育新宝島」Q&Aコーナーに答えがあった！
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全
国
の
先
生
方
と
一
年
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
読
書
会

を
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
年
間
で
腹
の
底
か
ら
実
感
し
た

こ
と
を
一
言
で
表
す
と
、
こ
の
よ
う
に
な
る
。

宝
島
の〈
宝
〉は
自
分
で
見
付
け
る
か
ら
価
値
が
あ
る

　

自
分
一
人
で
は
見
付
け
ら
れ
な
い
宝
を
、
読
書
会
で
見

付
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

１　

間
違
い
な
く
視
野
が
広
が
る

　

自
分
一
人
の
読
み
は
大
し
た
こ
と
が
な
い
。
読
め
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
読
め
て
い
な
い
。
読
書
会
で
他
の
先
生

の
発
表
を
聞
き
、
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、

自
分
に
は
な
い〈
問
い
〉を
立
て
て
読
ん
で
い
る
発
表

は
、
聞
け
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
う
。

今
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ
た
視
点
を
得
る
こ
と
で
自
分

の
読
み
方
が
豊
か
に
な
る
。
ま
た
、
知
ら
な
か
っ
た
知
識

に
も
出
合
う
。「
へ
ー
」で
終
わ
ら
せ
ず
、
調
べ
て
み
る
と
、

学
び
の
き
っ
か
け
に
な
る
。

２　

深
い
学
び
を
得
ら
れ
る
〈
場
〉

　

自
分
を
さ
ら
け
出
す
と
、
新
た
な
学
び
が
入
っ
て
く
る
。

発
表
に
向
け
て
実
践
や
学
び
を
ま
と
め
る
作
業
が
、
自
分

に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
で
あ
る
。
怠
け
者
の
自
分
も
、
場

が
あ
れ
ば
「
や
ろ
う
」
と
動
き
出
せ
る
。
深
い
学
び
に
は
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
作
業

が
必
須
で
あ
る
。
自
分
の
考
え
が
あ
る
か
ら
、
他
の
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
染
み
込
ん
で
く
る
。

３　

主
催
者
の
醍
醐
味

　

読
書
会
を
〈
主
催
〉
し
て
い
る
。
先
生
方
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
学
び
が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
工
夫
を

す
る
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
学
び
。

自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
経
験

が
積
め
る
の
が
い
い
。
学
校
の
仕
事
に
も
必
ず
生
き
る
。

４　

人
と
の
出
会
い
は
プ
ラ
イ
ス
レ
ス

　

読
書
会
を
通
し
て
、
全
国
の
先
生
方
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
た
。
普
通
に
教
員
を
や
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
ら
、

絶
対
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
々
だ
。

懸
命
に
学
び
、
仕
事
に
打
ち
込
む
先
生
方
と
の
出
会
い

は
、
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。

　

学
び
と
い
う
形
の
宝
も
あ
れ
ば
、
人
と
人
と
が
つ
な
が

る
宝
も
あ
る
。「
新
宝
島
」
を
読
み
、
さ
ら
に
動
き
出
せ

ば
何
倍
も
の
学
び
と
価
値
と
効
果
が
生
み
出
さ
れ
る
。

熊本県熊本市立春竹小学校 松
まつ

田
だ

春
はる

喜
き

出会いという宝を生かし、
学びを深める

自分が動いて得るモノこそが、自分を高める宝になる。
さぁ、宝探しに出かけよう！

「教育新宝島」仲間たちと読めば効果倍増～読書会を続けた驚きの効果～
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「
新
宝
島
」
の
冒
頭
。

「
読
め
ば
絶
対
に
授
業
の
腕
が
上
が
る
」

と
あ
る
。
読
ん
で
「
学
び
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
す
れ
ば
、

な
お
さ
ら
授
業
の
腕
が
上
が
る
。

二
〇
二
四
年
十
月
四
日
の
「
新
宝
島
」
は
「
向
山
学
級

の
パ
ー
テ
ィ
」
が
テ
ー
マ
。
多
く
の
教
師
が
憧
れ
、
追
試

し
た
パ
ー
テ
ィ
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

日
常
の
枠
を
超
え
る
楽
し
さ
を
、
子
供
た
ち
に
感
じ
さ

せ
た
い
と
挑
戦
し
た
。
で
も
、
挑
戦
の
度
に
「
楽
し
い
け

ど
、
な
に
か
足
り
な
い
」
と
感
じ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の

欠
乏
感
を
人
に
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
「
新
宝
島
」
を
機
に
、
眠
っ
て
い
た
欠
乏
感
と

対
峙
し
、「
学
び
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
す
る
こ
と
に
し
た
。

す
る
と
、
学
級
通
信
「
ア
チ
ャ
ラ
」
に
書
か
れ
た
向
山

氏
の
次
の
言
葉
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
が
見
ら
れ
た
。（
略
）

こ
れ
は
、
他
の
班
の
動
き
も
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
こ

ま
で
き
て
、や
っ
と
、「
班
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
動
く
」

傾
向
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
か
。「
こ
こ
ま
で
き
て
、
や
っ
と
」「
傾
向
が
」
出

て
く
る
の
か
。「
班
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て
動
く
」
力
は
、

「
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
っ
て
動
く
力
」
の
基
盤
だ
。「
み
ん
な

で
気
持
ち
を
一
つ
に
し
よ
う
」
な
ん
て
お
説
教
を
教
師
が

何
百
回
言
っ
て
も
子
供
た
ち
は
変
わ
ら
な
い
。
で
も
、
と

び
き
り
の
パ
ー
テ
ィ
の
た
め
な
ら
「
自
分
た
ち
か
ら
」
変

わ
る
。

私
は
、
ま
る
で
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

表
面
の
「
華
や
か
さ
」「
の
び
や
か
さ
」
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
パ
ー
テ
ィ
に
は
、
非
日
常
が
も
つ
教
育
力
が
あ
る
。

T
O
S
S

－

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
こ
の
「
学
び
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
」
し
た
。
す
る
と
、
向
山
氏
の
実
娘
で
あ
る
ア
ニ
ャ
ン

ゴ
氏
が
、
次
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

基
本
的
に
祭
り
人
間
で
す
か
ら
ね
。
恐
ら
く
源
吉
お

じ
い
ち
ゃ
ん
も
。『
祭
り

－

政
（
ま
つ
り
ご
と
）』
と

い
う
よ
う
に
、「
祭
り
ご
と
」
が
で
き
る
人
が
、「
政
」

も
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

向
山
氏
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
反

芻
し
た
。
叡
智
、
懐
の
広
さ
、
き
め
細
や
か
な
配
慮
、
決

断
力
…
と
び
き
り
の
祭
り
、
そ
し
て
政
（
ま
つ
り
ご
と
）

を
す
る
た
め
に
必
要
な
、
教
師
の
総
合
力
。

読
む
だ
け
で
も
学
び
が
あ
る
が
、
発
信
を
す
れ
ば
、
そ

の
何
倍
も
の
学
び
が
あ
る
。

「
谷
和
樹
の
教
育
新
宝
島
」
は
、
教
師
の
総
合
力
を
伸
ば

す
元
気
玉
だ
。

静岡県静岡市立清水有度第二小学校 手
て

塚
づか

美
み

和
わ

「教育新宝島」は、
教師の総合力を伸ばす元気玉だ
「日常」と「非日常」そして「祭り」と「政（まつりごと）」…新宝島のパーティーの記事
での「学びをアウトプット」したからこそ得られた、私にとっての宝物の学び。

「教育新宝島」珠玉の情報をもっと広げるために～教育新宝島で学んだことをアウトプットしよう～
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同
様
に
、
土
曜
日
ま
で
、
教
師
が

間
違
え
な
が
ら
読
ん
で
い
く
。

　

楽
し
く
、
熱
中
し
て
音
読
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

以
下
に
、
間
違
い
の
例
を
載
せ
る
。

・
お
ひ
さ
ま
だ
い
す
き
、
ひ
よ
う
び
。

・
つ
き
が
で
た
で
た
、
つ
き
よ
う
び
。

・
ひ
の
よ
う
じ
ん
だ
、
ひ
よ
う
び
は
。

・
ホ
ー
ス
で
み
ず
ま
き
、
み
ず
よ
う
び
。

・
く
り
の
き
み
つ
け
た
、
き
よ
う
び
。

・
お
か
ね
を
だ
い
じ
に
、
か
ね
よ
う
び
。

・
つ
ち
あ
そ
び
す
る
、
つ
ち
よ
う
び
。

〈
参
考
書
籍
〉

『
小
学
校
１
年
学
級
経
営　

教
師
で

あ
る
こ
と
を
畏
れ
つ
つ
』（
向
山
洋

一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

「
そ
う
や
っ
て
読
む
ん
だ
ね
。
先
生

間
違
え
ち
ゃ
っ
た
。
じ
ゃ
あ
み
ん
な

で
正
し
く
読
ん
で
み
よ
う
！
」

「
お
ひ
さ
ま
だ
い
す
き
に
ち
よ
う

び
」

「
同
じ
漢
字
で
も
、
読
み
方
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
ね
。
先
生
も
勉

強
に
な
っ
た
な
ぁ
」

　

こ
の
題
材
で
目
指
す
の
は
、
同
じ

漢
字
で
も
、
読
み
方
が
異
な
る
こ
と

が
あ
る
と
こ
ろ
に
注
目
さ
せ
る
こ
と

だ
。

　

教
師
が
間
違
え
て
読
む
こ
と
で
、

子
供
た
ち
が
自
然
と
、
そ
こ
に
注
目

す
る
よ
う
に
な
る
。

「
先
生
、
今
度
は
間
違
え
な
い

よ
う
に
読
む
ぞ
。
つ
き
が
で
た

で
た
、
つ
き
よ
う
び
！
」

「
違
う
よ
！　

げ
つ
よ
う
び
だ
よ
！
」

　

待
っ
て
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り

に
、
子
供
た
ち
は
間
違
い
を
指
摘
し

て
く
る
。

「
ま
た
間
違
え
ち
ゃ
っ
た
。
じ
ゃ
あ

正
し
く
読
ん
で
み
よ
う
」

「日づけと よう日」
間違い読みで、子供が熱中しな
がら漢字の読み方の違いを学ぶ。

1年

長野県佐久市立高瀬小学校

金
かな

井
い

貴
たか

大
ひろ

光村図書・１年下・P56-57 

Japanese
国語発問 先生が、読んでみるからね。お

ひさまだいすき、ひようび！（わざ
と間違える）

音
読
の
工
夫
で
、
子
供
た
ち
は
熱

中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

光
村
図
書
の
教
科
書
に
、「
日
づ

け
と
よ
う
日
」
と
い
う
学
習
が
あ
る
。

　

教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え
て
読
む

「
間
違
い
読
み
」
を
行
う
と
、
子
供

た
ち
は
大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。

「
先
生
が
、
読
ん
で
み
る
か
ら

ね
。
お
ひ
さ
ま
だ
い
す
き
、
ひ

よ
う
び
！
」

「
ち
が
う
ち
が
う
！
」

「
え
、
違
う
の
？　

ど
こ
が
違
う

の
？
」

「
ひ
よ
う
び
じ
ゃ
な
く
て
、
に
ち
よ

う
び
！
」
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加
え
ま
し
ょ
う
。

↓
７
と
う

指
示
し
て
、
問
題
文
に
書
き
加
え

さ
せ
た
。

発
問  

ら
い
お
ん
は
み
ん
な
で
何
と

う
い
ま
す
か
？

指
示  

式
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
形
で
進
め
た
。

②
以
降
の
問
題
は
、「
問
題
文
に

は
数
字
を
入
れ
る
」
と
い
う
コ
ー
ド

が
子
供
た
ち
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

問
題
文
を
読
ん
で
、
問
題
文
に
数
字

を
書
き
加
え
さ
せ
て
い
っ
た
。

ま
た
、「
み
ん
な
で
」「
ど
ち
ら
が

な
ん
と
う
お
お
い
」「
の
こ
り
は
」

な
ど
立
式
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
言
葉
に

注
目
さ
せ
、
立
式
さ
せ
て
い
っ
た
。

み
ん
な
で
な
ん
と
う
い
ま
す
か
。」

発
問  

こ
の
問
題
文
は
い
い
問
題
文

で
す
か
？
　
悪
い
問
題
文
で
す

か
？

当
然
、
子
供
た
ち
は
「
こ
れ
は
い

い
」
と
言
う
子
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
何
人
か
の
子
が
「
悪

い
」
と
言
う
。

発
問  

ど
う
し
て
悪
い
の
で
す
か
？

と
聞
く
と
、「
ら
い
お
ん
の
数
が
分

か
ら
な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
良
い
問
題
文
の
条
件
と

し
て
、「
数
字
が
入
っ
て
い
る
」
と

い
う
「
コ
ー
ド
」※
を
与
え
た
。

そ
の
コ
ー
ド
を
も
と
に
、
①
の
問

題
は
教
師
主
導
で
数
値
を
埋
め
て
あ

げ
る
。

発
問  

お
す
の
ら
い
お
ん
は
何
と
う

い
ま
す
か
？

指
示  

絵
か
ら
探
し
ま
し
ょ
う
。

↓
４
と
う

指
示  

問
題
文
に
書
き
加
え
ま
し
ょ

う
。

指
示  
同
じ
よ
う
に
め
す
の
ら
い
お

ん
の
数
も
数
え
、
問
題
文
に
書
き

今
年
度
の
学
力
状
況
調
査
の
結
果

が
出
た
。
解
説
の
中
に
、
文
章
題
を

解
く
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

文
脈
に
沿
っ
て
、
少
し
ず
つ
書

き
加
え
る
。

と
あ
っ
た
。

　

学
力
状
況
調
査
は
、
日
々
の
私
た

ち
の
授
業
改
善
に
つ
い
て
示
唆
を
与

え
て
く
れ
て
い
る
。

　

学
力
状
況
調
査
の
解
説
を
受
け
て
、

ど
う
日
々
の
授
業
を
行
っ
て
い
く
の

か
、「
ど
ん
な
け
い
さ
ん
に
な
る
の

か
な
」
を
も
と
に
考
え
て
い
く
。

　

は
じ
め
の
問
題
は
、「
お
す
の
ら

い
お
ん
と　

め
す
の
ら
い
お
ん
は　

神奈川県逗子市立沼間小学校

宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

「どんなけいさんに
なるのかな」
問題文には数字を書き入れるこ
とで、立式しやすくなる。

東京書籍・１年②・P86-87

1年
Mathematics
算数指示 問題文にらいおんの数を書き

加えましょう。

※
文
章
を
分
析
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る
た
め
の
観
点
や
基
準
。

たしざん、ひきざんの式に
なる言葉を掲示して思考の
手助けをした。

※実際に書きこんだもの。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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お
と
な
し
い　

元
気
な
ど
）

三
　
発
表
を
す
る

考
え
た
も
の
を
発
表
す
る
。
そ
の

際
に
、「
口
癖
か
ら
性
格
を
予
想
さ
せ

る
ク
イ
ズ
」
を
出
す
。
と
い
う
や
り

方
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
盛
り
上
が
っ
た
。

例
：「
め
ん
ど
く
さ
ー
い
」
が
口
癖

の
ね
ず
み
さ
ん
の
性
格
は
？
↓
元
気

低
学
年
は
、
口
癖
と
性
格
が
ね
じ

れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
面
白

く
、
聞
き
手
が
飽
き
に
く
い
。

四
　
画
像
生
成
し
て
み
せ
る

発
問  

先
生
は
「
Ａ
Ｉ
さ
ん
」
に
画

像
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
誰
の

考
え
た
ね
ず
み
で
し
ょ
う
？

左
下
の
画
像
は
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ

の
Ｄ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
に
て
生
成
し
た
。
今

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
な
が
ら
、
プ

ロ
ン
プ
ト
指
導
に

つ
な
げ
て
も
面
白

い
。

「お話の作者になろ
う」
登場人物を練ることが、物語づ
くりへの第一歩。

2年

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

光村図書・２年下・P74-79 

Japanese
国語発問 今まで学んだ物語文をもとに

①名前はなんですか？
②どんな性格ですか？
③どんな口癖ですか？

こ
の
単
元
の
目
標
は
、「
自
分
の

思
い
や
考
え
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、

事
柄
の
順
序
に
沿
っ
て
簡
単
な
構
成

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
で
あ
る
。

　

一
〇
時
間
の
長
い
単
元
を
飽
き
ず

に
楽
し
く
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
組

み
立
て
る
こ
と
が
重
要
だ
。

一
　
例
示
を
す
る

説
明  

今
日
か
ら
、
物
語
を
作
る
勉

強
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
中
心
人

物
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
先
生
は
こ

う
考
え
ま
し
た
。

　

教
科
書
の
絵
を
見
せ
て
次
の
例
示

を
行
う
。

①　

右
の
ね
ず
み
の
名
前
↓
ラ
ッ

キ
ー
マ
ウ
ス
く
ん

②　
右
の
ね
ず
み
の
性
格
↓
げ
ん
き

で
明
る
い

③　
右
の
ね
ず
み
の
口
癖
↓
「
つ
い

て
る
〜
つ
い
て
る
〜
」

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
特
徴
を
付
け
る

と
い
う
実
践
は
、
向
山
洋
一
氏
の
演

劇
指
導
の
も
の
で
あ
る
。
低
学
年
な

の
で
、
口
癖
の
方
が
や
り
や
す
い
と

考
え
る
。

二
　
練
習
を
す
る

説
明  

左
の
ね
ず
み
が
い
ま
す
ね
。

先
ほ
ど
の
先
生
の
よ
う
に
登
場
人

物
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

左
の
ね
ず
み
の
画
像
を
提
示
す
る
。

そ
し
て
次
の
三
つ
を
考
え
さ
せ
る
。

発
問  

名
前
は
な
ん
で
す
か
？

発
問  

ど
ん
な
性
格
で
す
か
？

発
問  

ど
ん
な
口
癖
で
す
か
？

三
つ
考
え
る
こ
と
が
難
し
い
児
童

が
い
た
場
合
、「
性
格
の
選
択
肢
を

用
意
す
る
」
こ
と
で
、
自
己
選
択
が

し
や
す
く
な
る
。（
例
：
明
る
い　
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そ
の
後
は
、
黙
っ
て
見
守
る
。

　

九
九
の
助
を
使
う
と
、
こ
の
よ
う

に
ヒ
ン
ト
が
視
覚
化
で
き
る
。

３
×
３
＝
９　
５
×
３
＝
15

９
＋
15
＝
24

と
い
う
よ
う
に
、
自
分
で
解
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
。

自
分
で
解
け
る
と
、
更
に
別
の
方

法
で
も
解
き
た
く
な
っ
て
い
く
。

一
つ
解
け
た
ら
、
他
の
解
き
方
に

も
挑
戦
さ
せ
る
。

キ
ャ
ン
バ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
使
う
と
、
ペ
ー
ジ
を
増
や
し
な

が
ら
い
く
つ
も
解
答

を
書
く
こ
と
が
で
き

る
（
参
照
↓
）。

四
　
友
達
（
自
分
）
で
解
く
子

　

ど
れ
も
良
し
と
す
る
。

ノ
ー
ト
で
考
え
て
も
良
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
考
え
て
も
良
し
と
い

う
よ
う
に
、
教
具
も
選
ば
せ
る
。

端
末
を
使
う
場
合
は
、
キ
ャ
ン
バ

等
、
学
習
に
便
利
な
ソ
フ
ト
を
使
い
、

提
示
さ
れ
て
い
る
図
を
端
末
に
配
付

し
て
お
く
。

先
生
と
解
く
子
も
、
で
き
る
だ
け

自
分
で
解
決
さ
せ
た
い
。

そ
こ
で
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
か
け
算
九

九
尺
セ
ッ
ト『
か
け
算
九
九
の
助
』」

を
ヒ
ン
ト
と
す
る
。

線
で
分
け
て
考
え
よ
う
。
こ
れ

と
同
じ
よ
う
に
、
九
九
の
助
を

置
い
て
ご
ら
ん
。

三
　
先
生
と
解
く
子

問
題
を
解
い
て
い
く
前
に
、
ま
ず

答
え
を
出
す
。
一
つ
ず
つ
数
え
て
も

い
い
し
、
二
跳
び
で
数
え
て
も
い
い
。

答
え
は
、
24
（
こ
）
で
あ
る
。

こ
れ
を
確
定
し
て
か
ら
、
解
き
方

に
入
る
。

　

自
分
は
、
ど
の
ス
タ
イ
ル
で
こ
の

課
題
と
向
き
合
う
か
決
め
さ
せ
る
。

先
生
と
解
く
、
友
達
と
解
く
、

一
人
で
解
く

一
　
ま
ず
は
、
答
え
を
見
付
け
る

二
　
勉
強
の
ス
タ
イ
ル
を
選
ぶ

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

乗法九九を総合的に
活用して解決する
先生と解く子、友達と解く子、
１人で解く子、どれも良しとす
る。

東京書籍・２年下・P41-45

2年
Mathematics
算数指示 はこの中のチョコレートは、ぜん

ぶで何こありますか。いろいろなもと
め方を考えましょう。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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3年
Japanese
国語

一　「
す
っ
か
り
」を
使
っ
た
文
作
り

「
す
っ
か
り
」
を
ま
ず
取
り
上
げ
る
。

二
度
登
場
す
る
か
ら
だ
。

指
示  「
す
っ
か
り
う
れ
し
く
な
り
」

読
ん
で
ご
ら
ん
。

指
示  「
す
っ
か
り
」
を
赤
で
◯
。

発
問  「
す
っ
か
り
」
が
も
う
一
つ
。

　
見
つ
け
た
ら
赤
◯
。

指
示  

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

（
板
書
）

①　

す
っ
か
り
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。

②　

す
っ
か
り
元
気
に
な
り
ま

し
た
。

指
示  「
す
っ
か
り
」
を
使
っ
た
文

を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
き
ま

し
ょ
う
。
③
か
ら
続
け
て
。

〈
ノ
ー
ト
例
〉

③　

す
っ
か
り
日
が
暮
れ
ま
し
た
。

④　

す
っ
か
り
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

⑤　

す
っ
か
り
元
ど
お
り
に
な
り
ま

し
た
。

「
三
年
と
う
げ
」
は
、
リ
ズ
ム
良
く

読
め
る
た
め
、
音
読
だ
け
で
も
盛
り

上
が
る
。
そ
の
後
、「
主
役
」
と

「
対
役
」
を
押
さ
え
、
主
役
の
変
化

と
対
役
の
言
動
に
注
目
さ
せ
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
語
彙
を
豊
か
に

す
る
実
践
を
行
い
た
い
。「
三
年
と

う
げ
」
に
は
、「
す
っ
か
り
」「
う
っ

と
り
」「
が
た
が
た
」「
お
い
お
い
」

「
と
う
と
う
」「
ど
ん
ど
ん
」「
き
っ

と
」「
う
う
ん
と
」「
し
ば
ら
く
」

「
け
ろ
け
ろ
け
ろ
っ
と
」「
に
こ
に

こ
」
と
一
一
種
類
も
の
副
詞
が
登
場

す
る
。
こ
れ
だ
け
副
詞
が
登
場
す
る

の
で
あ
る
か
ら
扱
わ
な
い
手
は
な
い
。

「三年とうげ」
有名実践である。今回は、王道
の向山型分析批評ではなく、「語
彙」を豊かにする授業を提案す
る。

指
示  

③
が
書
け
た
ら
持
っ
て
き
な

さ
い
。

　

持
っ
て
き
た
子
の
ノ
ー
ト
に
◯
を

付
け
、
黒
板
に
書
か
せ
る
。
出
し
尽

く
す
。
板
書
さ
せ
た
文
を
読
ま
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
教
師
が
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ

Ｔ
に
、
例
文
を
作
ら
せ
、
子
供
に
提

示
す
る
と
よ
り
知
的
に
な
る
。

二
　
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
る

発
問  「
す
っ
か
り
」
を
別
の
言
葉

に
言
い
換
え
ま
し
ょ
う
。

「
す
べ
て
」「
ま
る
っ
き
り
」「
全

部
」
な
ど
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
英

語
に
す
る
と
「
オ
ー
ル
」
だ
。

三
　
副
詞
の
中
か
ら
使
い
た
い

言
葉
を一つ
選
び
、文
作
り
を
す
る

発
問  「
す
っ
か
り
」
の
仲
間
が
こ
の

文
章
に
あ
り
ま
す
。
探
し
な
さ
い
。

先
の
一
一
種
を
押
さ
え
る
。

指
示  

使
い
た
い
言
葉
を
選
び
ま
す
。

選
ん
だ
ら
文
を
作
り
な
さ
い
。

　

楽
し
い
活
動
に
な
る
だ
ろ
う
。

長野県公立小学校

大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

光村図書・３年下・P65-80

指示① 「すっかり」を使った文をできるだ
けたくさん作りましょう。
発問① 「すっかり」を別の言葉に言い換え
ると何になりますか。
指示② 「すっかり」の仲間を探しましょう。



33 2024. 12

　

同
様
に
、
次
の
よ
う
に
発
問
す
る
。

70
＋
30
＝
１
０
０
、
こ
れ
は
、

ど
の
絵
を
指
す
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
子
供
た
ち
は
、

次
に
何
を
す
る
か
が
分
か
っ
て
い
る
。

先
生
、次
、何
て
言
う
で
し
ょ
う
。

「
線
で
結
び
ま
す
」

　

頭
の
中
に
、
絵
と
式
を
結
び
付
け
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
せ
る
。

一
組
に
ま
と
め
た
か
ら
、
一
組

パ
タ
ー
ン
だ
。

　

そ
の
後
、
次
の
問
題
に
行
く
。
そ
の

時
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
次

の
よ
う
に
指
示
を
出
す
こ
と
で
あ
る
。

別
々
パ
タ
ー
ン
で
も
一
組
パ

タ
ー
ン
で
も
、
ど
ち
ら
で
も
良

い
で
す
。
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
、
絵
、
式
、
答
え
を
書
い
て

持
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

早
く
書
け
た
子
に
は
黒
板
に
書
か

せ
る
。

70
×
６
＝
４
２
０
、
こ
れ
は
、

ど
の
絵
を
指
す
で
し
ょ
う
。

　

教
科
書
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
提

示
し
、
見
せ
、
線
で
結
ば
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
発
問
す
る
。

30
×
６
＝
１
８
０
、
こ
れ
は
、

ど
の
絵
を
指
す
で
し
ょ
う
。

　

同
様
に
、
線
で
結
ば
せ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
発
問
す
る
。

４
２
０
＋
１
８
０
＝
６
０
０
は
、

何
と
何
を
足
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

当
然
、
ジ
ュ
ー
ス
と
み
か
ん
を
足

し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
す
る
。

別
々
に
求
め
た
か
ら
、
こ
れ
は
、

別
々
パ
タ
ー
ン
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
簡
単
に
理
由
を
言
い
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
記
憶
に

残
る
。
ま
た
、
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
で

求
め
る
と
き
に
、
子
供
の
考
え
の
ア

シ
ス
ト
と
な
る
。

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

「式と計算」
式と絵を線で結ぶ！
イメージ化をすることで２つの
パターンを攻略！

啓林館・３年下・Ｐ34-37

3年
Mathematics
算数

　

こ
の
学
習
の
最
大
の
難
関
は
、
式

だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
難
し
い
こ
と

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
お
す
す
め
す
る
の
が
、

式
と
絵
を
結
ぶ
方
法
で
あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
式
と
絵
を
結
ぶ

の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
式
と
絵
を
結
ぶ
の
か
。

　

学
習
が
苦
手
な
子
は
、
式
を
見
た

だ
け
で
は
、
絵
の
ど
の
部
分
を
指
す

か
が
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
式
と
絵
を
結
び
、

イ
メ
ー
ジ
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
授
業
で
は
、
次
の
よ
う
に

行
う
。

発問 この式は、どの絵を表しているでしょう。

※式と絵を結ぶイメージ（実際は教科書の絵を使用）。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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三
文
字
（
三
音
）、「
り
」
で
終
わ

る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

「
そ
よ
か
ぜ
」
と
「
わ
た
ぐ
も
」
は
、

上
の
言
葉
を
隠
し
、
下
の
言
葉
を
考

え
さ
せ
た
。
読
み
取
り
を
通
し
、
定

型
詩
の
特
徴
を
捉
え
て
い
っ
た
。

指
示  

詩
集
を
作
り
ま
す
。
テ
ー
マ

を
考
え
ま
す
。

こ
の
詩
を
学
習
し
た
後
に
、
詩
を

選
ぶ
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
た
。

【
詩
の
内
容
か
ら
】

・
動
物
の
世
界　

・
冒
険
の
旅

・
未
来
へ
の
夢

【
表
現
技
法
か
ら
】

・
比
喩
の
世
界　

・
音
の
響
き

・
反
復
の
リ
ズ
ム
・
対
比
の
詩

読
み
取
り
を
通
し
、
詩
を
分
析
す

る
コ
ー
ド
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、

テ
ー
マ
に
更
な
る
広
が
り
が
見
ら
れ

た
。 二

　
テ
ー
マ
の
設
定

⑵　
言
葉
の
特
徴
を
捉
え
る

発
問  「
も
ぐ
ら
が
」
の
後
に
、
ど

ん
な
言
葉
が
続
き
ま
す
か
。

（
土
を
掘
る
、
顔
を
出
す
）

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
後
、
指
名
な

し
発
表
で
次
々
に
意
見
を
言
わ
せ
た
。

　

一
通
り
発
表
し
た
後
で
、
原
作
を

示
し
た
。
ま
だ
「
り
」
で
終
わ
る
こ

と
に
気
付
い
て
い
る
子
と
そ
う
で
な

い
子
が
半
々
い
る
状
態
で
、
次
の
一

行
を
提
示
す
る
。

発
問  「
と
ん
ぼ
が
」
の
後
に
、
ど

ん
な
言
葉
が
続
き
ま
す
か
。

（
く
る
ん
、
ひ
ゅ
ー
ん
）

　

次
々
に
意
見
が
出
る
が
、「
り
」

で
終
わ
る
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。
す

る
と
、
一
人
の
子
供
が
「『
り
』
で

終
わ
る
ん
だ
よ
」
と
発
言
し
た
。
子

供
た
ち
は
、
そ
の
発
言
に
納
得
し
た

よ
う
で
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
考
え

始
め
た
。
一
人
の
子
供
が
、「
く
る

り
」
と
発
言
し
た
と
こ
ろ
で
、
答
え

を
見
せ
た
。

発
問  
下
の
言
葉
に
は
、
ど
ん
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
か
。

「自分だけの詩集を
つくろう」
詩を分析するコードを獲得し、
詩集を選ぶテーマを設定する。

4年

埼玉県草加市立新里小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・ ４年下・Ｐ92-93

Japanese
国語

　

教
科
書
で
は
、
自
分
が
決
め
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
詩
を
集
め
、
そ
の

理
由
を
書
く
こ
と
が
学
習
の
ゴ
ー
ル

と
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
詩
を

読
み
取
る
視
点
が
な
け
れ
ば
、
テ
ー

マ
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
一
つ
の
詩
を
取
り
上
げ
、

読
み
取
る
活
動
を
通
し
、
分
析
コ
ー

ド
※

を
獲
得
さ
せ
る
（
工
藤
直
子

「
の
は
ら
う
た
」
よ
り
）。

⑴　
音
読

最
初
の
三
行
を
音
読
さ
せ
る
。
コ

ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
、
三
行
の
み
表

示
し
た
。

一　
詩
の
読
み
取
り
「
お
は
よ
う
」

発問 「もぐらが」の後に、どんな言
葉が続きますか。

※
文
章
を
分
析
し
た
り
解
釈
し
た
り
す
る
た
め
の
観
点
や
基
準
。

参
考
：
武
田
晃
治
氏
、
富
樫
僚
一
氏
実
践
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発
問  

あ
わ
せ
て
、
い
く
ら
に
な
り

ま
す
か
。
書
き
な
さ
い
。

同
様
に
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

さ
て
、
大
事
な
の
は
、
こ
の
後
の

練
習
問
題
の
扱
い
方
だ
。

例
題
の
「
つ
ば
さ
さ
ん
」
や
「
は

る
さ
ん
」
の
考
え
方
で
解
か
せ
た
い
。

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
も
よ
い
が
、

「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
渡
す
」
の
も
有

効
な
選
択
肢
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
よ
さ
は
、
時
間
短
縮
が
で
き
、

そ
の
分
を
習
熟
に
回
せ
る
こ
と
だ
。

今
な
ら
、Google

ク
ラ
ス
ル
ー
ム

やT
eam

s

等
で
簡
単
に
配
付
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
他
者
参
照
で
き
る
環

境
で
挑
戦
さ
せ
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

早
く
終
わ
っ
た
子
へ
の
配
慮
も
必

要
だ
。

①　

自
分
が
解
い
て
な
い
方
の

や
り
方
で
も
解
き
な
さ
い
。

②　

発
展
問
題
も
同
じ
や
り
方

で
解
き
な
さ
い
。

個
々
に
選
択
し
、
進
め
て
い
く
よ

う
に
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

１
が
何
個
集
ま
っ
た
も
の
で
す
か
。

Ｃ
さ
ん
。

発
問  

２
．４
１
は
、０
．０
１
が
何
個

集
ま
っ
た
も
の
で
す
か
。
Ｄ
さ
ん
。

指
示  

あ
わ
せ
て
、
０
．０
１
が
何

個
に
な
る
か
書
い
て
ご
ら
ん
。

発
問  

０
．０
１
が
三
九
四
個
だ
か

ら
、
答
え
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す

か
。
お
隣
さ
ん
に
言
っ
て
ご
ら
ん
。

答
え
は
「
３
．９
４
」
に
な
る
こ
と

を
確
認
し
、
教
科
書
に
も
書
か
せ
る
。

発
問  

は
る
さ
ん
は
、
ど
う
考
え
た

ん
で
す
か
。
Ｅ
さ
ん
。

説
明  

位
ご
と
に
分
け
て
考
え
た
ん

で
す
ね
。
１
．５
３
は
、
１
と
０
．

５
と
０
．０
３
。

発
問  

で
は
、
２
．４
１
は
、
ど
う

な
り
ま
す
か
。
教
科
書
に
書
き
な

さ
い
。

一
人
を
指
名
し
て
答
え
さ
せ
る
。

「
２
．４
１
は
２
と
０
．４
と
０
．０

１
で
す
」

「
同
じ
だ
っ
た
人
？　
丸
を
し
て
お

き
な
さ
い
。
分
か
ら
な
か
っ
た
人
は

写
し
て
お
き
な
さ
い
」

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

小数のたし算
２人の考え方を使って練習問題
も解かせよう。

教育出版・４年下・P56-57

4年
Mathematics
算数

問
題
文
を
読
む
。

「
教
科
書
に
、
式
を
書
き
な
さ
い
」

「
は
い
、
Ａ
君
」

「
１
．５
３+

２
．４
１
で
す
。」

「
１
．５
３+
２
．４
１
に
な
っ
た

人
？　
丸
を
し
て
お
き
な
さ
い
」

「
ど
の
よ
う
に
答
え
を
求
め
れ
ば
い

い
か
な
。
二
人
の
考
え
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
」

発
問  

つ
ば
さ
さ
ん
は
、
ど
う
考
え

た
ん
で
す
か
。
Ｂ
さ
ん
。

「
０
．０
１
を
も
と
に
し
て
考
え
ま

し
た
」

説
明  

０
．０
１
を
も
と
に
し
て
何

個
分
か
な
と
考
え
た
ん
で
す
ね
。

発
問  

で
は
、
１
．５
３
は
、
０
．０

発問 つばささんは、どう考えたんで
すか。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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行
く
』
で
は
な
く
『
ひ

い
て
来
る
』
と
な
る
は

ず
だ
」
と
い
う
意
見
が

出
て
く
る
。
こ
の
説
明

の
仕
方
が
重
要
で
あ
る
。

三
　
感
動
の
中
心

発
問  

「
あ
あ
」
と
あ
り
ま
す
。

話
者
は
何
に
感
動
し
た
の
で

す
か
。

「
蝶
の
羽
を
引
い
て
い
く
様
子
が

ヨ
ッ
ト
に
見
え
た
こ
と
」
多
く
の
子

供
は
そ
う
考
え
る
だ
ろ
う
。「
違
い

ま
す
」
と
告
げ
、
ヒ
ン
ト
を
示
す
。

説
明
ヨ
ッ
ト
に
見
え
た
こ
と
が

感
動
の
中
心
な
ら
、
詩
の
あ

る
部
分
が
変
わ
る
は
ず
で
す
。

　

題
名
で
あ
る
。
題
名
に
注
目
す
る

と
、
土
が
海
・
波
に
見
え
た
こ
と
に

感
動
し
た
、
と
推
測
が
で
き
る
。

　

発
展
課
題
と
し
て
、
三
好
達
治
の

「
描
写
＋
比
喩
」
と
い
う
構
造
の
ほ

か
の
詩
を
探
さ
せ
て
も
よ
い
。

自
分
が
考
え
た
題
、
ど
ち
ら

が
良
さ
そ
う
で
す
か
。

　

自
分
が
考
え
た
題
の
方
が
良
い
と

考
え
る
子
が
い
る
は
ず
だ
。

説
明  

詩
人
、
谷
川
俊
太
郎
さ

ん
は
こ
の
詩
に
つ
い
て

「『
土
』
と
い
う
題
が
決
め

手
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
布
石
で
あ
る
。

二
　
視
点

　

見
え
て
い
る
も
の
を
確
認
す
る
。

蟻
、
蝶
（
の
羽
）、
土
が
出
る
。
黒

板
に
簡
単
な
図
を
描
い
て
問
う
。

発
問  

蟻
と
蝶
の
羽
が
矢
印
の

よ
う
に
移
動
し
て
い
る
と
し

ま
す
。
話
者
は
ど
こ
か
ら
見

て
い
ま
す
か
。

　

選
ば
せ
た
後
、
違
う
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
検
討
す
る
。
す
る
と
、
Ａ

が
違
う
こ
と
に
気
付
く
子
が
い
る
。

「
も
し
、
Ａ
だ
と
し
た
ら
『
ひ
い
て

話者の感動を
検討する
感動の中身を検討すると、隠れ
ている比喩が見えてくる。

5年

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・5年・P192-193

Japanese
国語

一
　
題
名

「
土
」（
三
好
達
治
）
を
取
り
上
げ

る
。
一
読
し
て
、
情
景
が
浮
か
び
や

す
い
。
一
方
で
、
子
供
が
読
め
て
い

な
い
比
喩
表
現
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
十
分
な
音
読
で
あ
る
。

暗
唱
で
き
る
ま
で
に
し
た
い
。

発
問  

「
土
」
以
外
の
題
を
付

け
る
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
題

が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

「
ヨ
ッ
ト
」
や
「
蝶
」
な
ど
が
出
る

だ
ろ
う
。

発
問  

「
土
」
と
い
う
題
と
、

発問 「ああ」とあります。話者は何
に感動したのですか。
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二
　
線
で
結
ぶ

　

教
科
書
に
は
、
底
辺
と
高
さ
の
定

義
が
あ
る
。

　

右
側
の
図
形
、
底
辺
と
高
さ
を
鉛

筆
で
な
ぞ
ら
せ
た
り
、
左
側
に
あ
る

定
義
を
読
ん
だ
り
し
た
後
に
、
線
で

結
ば
せ
る
作
業
を
入
れ
る
。

三
　
底
辺
・
垂
直
・
高
さ

　

低
位
の
子
は
、
高
さ
を
誤
っ
て
認

識
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、

底
辺
、
垂
直
、
高
さ
！

と
リ
ズ
ム
よ
く
教
え
る
。

　

さ
ら
に
、
教
科
書
、
線
Ａ
Ｂ
を
底

辺
と
す
る
場
合
は
、

底
辺
お
へ
そ
！
（
教
科
書
）
ぐ

る
ん
！

と
言
い
な
が
ら
、
教
科
書
を
回
転
さ

せ
て
、
底
辺
と
高
さ
に
赤
鉛
筆
で
線

を
引
か
せ
る
こ
と
で
、
抜
け
が
減
る
。

ま
す
。
縦
に
ス
ー
ッ
と
赤
鉛

筆
で
線
を
引
き
ま
す
。

発
問
①  

縦
、
何
㎝
で
す
か
。

（
四
㎝
で
す
）

発
問
②  

こ
の
縦
の
長
さ
は
平

行
四
辺
形
の
ど
の
部
分
と
同

じ
長
さ
で
す
か
。
赤
鉛
筆
で

線
を
引
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

指
示
②  

長
方
形
の
横
の
長
さ
。

横
に
ス
ー
ッ
と
青
鉛
筆
で
線

を
引
き
ま
す
（
な
け
れ
ば
普

通
の
鉛
筆
）。

発
問
③  

横
の
長
さ
は
、
何
㎝

で
す
か
。（
七
㎝
で
す
）

発
問
④  

こ
の
横
の
長
さ
は
平

行
四
辺
形
の
ど
の
部
分
と
同

じ
長
さ
で
す
か
。
青
鉛
筆
で

線
を
引
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
赤
鉛
筆
と
青
鉛
筆

（
な
け
れ
ば
普
通
の
鉛
筆
）
を
使
い
、

高
さ
と
底
辺
を
意
識
付
け
さ
せ
る
。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

平行四辺形の面積を
教える３つのポイント
平行四辺形の面積を求める際、底辺がど
こか見付ける必要がある。しかし、低位
の子には難しい。そこで、低位の子も作
業を通して見付けられる方法を提案する。

東京書籍・５年下・P45

5年
Mathematics
算数

　

前
時
で
は
、
長
方
形
に
し
て
求
め

る
こ
と
で
、
面
積
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
を
学
習
し
て
い
る
。
本
時
で
は
、

「
長
方
形
に
し
た
縦
と
横
の
長
さ
を

も
と
に
す
る
こ
と
で
、
平
行
四
辺
形

の
公
式
に
導
く
」
と
い
う
形
で
教
科

書
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
　
教
科
書
に
書
き
込
む

　

前
時
、
し
ほ
さ
ん
の
考
え
に
か
か

れ
て
い
る
長
方
形
に
つ
い
て
、
縦
と

横
の
長
さ
に
数
値
を
書
き
込
ん
で
お

く
（
縦
四
㎝
、
横
七
㎝
）。

指
示
①  

頂
点
Ｃ
に
指
を
置
き

説明 底辺、垂直、高さ！
　底辺おへそ！（教科書）ぐるん！

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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わ
ち
、
直
喩
で
あ
る
こ
と
な
ど
だ
。

　
そ
の
上
で
、
話
者
の
位
置
を
問
う
。

　
は
じ
め
は
、
子
供
た
ち
の
多
様
な

意
見
を
認
め
、
多
く
の
可
能
性
を
検

討
さ
せ
て
い
く
。

　
恐
ら
く
、
室
内
、
竹
群
の
外
、
竹

群
の
中
に
集
約
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
に
い
る
と
き
に
、
話
者
が
見

る
情
景
を
で
き
る
限
り
詳
し
く
想
像

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
想
像
と
短
歌
に
あ
る
言
葉
と
の
整

合
性
を
図
ら
せ
て
い
く
の
だ
。

発
問  

鞭
に
例
え
て
い
る
も
の
は
何

で
す
か
。

　
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
た
上
で
、
鞭

の
直
喩
に
つ
い
て
、
再
考
さ
せ
る
。

　
竹
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
さ

そ
う
だ
。
も
う
一
つ
の
可
能
性
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
風
で
あ
る
。
風
が
、

鞭
の
よ
う
に
鋭
く
吹
き
荒
ぶ
中
に
、

話
者
は
冬
の
訪
れ
を
見
た
と
も
捉
え

ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、
よ
り
妥
当
性
の
高
い

意
見
を
検
討
さ
せ
て
い
く
。

⑴
　
そ
の
後
に
出
会
う
俳
句
や

短
歌
の
読
み
取
り
に
転
用
で

き
る
。

⑵
　
俳
句
や
短
歌
を
自
身
で
創

作
す
る
際
に
、
ク
オ
リ
テ
ィ

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
短
歌

「
あ
た
ら
し
く
冬
き
た
り
け
り
鞭
の

ご
と
幹
ひ
び
き
合
ひ
竹
群
は
あ
り
」

（
宮
柊
二
）

の
授
業
展
開
を
考
え
る
。

　
季
節
を
問
い
、
寒
く
な
っ
て
き
た

ば
か
り
の
冬
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と

を
捉
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
切
れ
字

「
け
り
」
を
教
え
、
話
者
の
感
動
の

中
心
が
、
今
年
初
め
て
冬
の
到
来
に

気
付
い
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。

　
さ
ら
に
基
本
的
な
語
句
の
確
認
も

行
う
と
よ
い
。
例
え
ば
、「
鞭
の
ご

と
」
と
は
、「
鞭
の
ご
と
く
」
す
な

二
　
話
者
の
位
置
を
問
う

冬のおとずれ
俳句や短歌の授業は、言葉によ
る見方・考え方を働かせる学習
を展開する絶好の機会だ。

6年

宮城県仙台市立蒲町小学校

富
と

樫
がし

僚
りょう

一
いち

光村図書・６年・P194-195

Japanese
国語

詩
と
同
様
に
、「
読
ん
で
終
わ
り
」

で
は
も
っ
た
い
な
い
の
が
、
俳
句
や

短
歌
で
あ
る
。

俳
句
や
短
歌
を
読
み
、
発
問
す
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
読
み
取
り
の

も
の
さ
し
を
獲
得
す
る
。

「
こ
の
よ
う
な
視
点
で
俳
句
や
短
歌

を
見
れ
ば
、
よ
り
鮮
明
に
情
景
が
目

に
浮
か
ぶ
の
か
」
と
い
う
感
動
を
、

子
供
た
ち
に
与
え
る
授
業
を
展
開
し

た
い
。

読
み
取
り
の
も
の
さ
し
を
獲
得
し

た
子
供
た
ち
は
、
自
立
し
た
学
習
者

と
な
る
。

一
　
俳
句
・
短
歌
を
授
業
す
る

発問 話者は、どこにいますか。



39 2024. 12

算

題
、
教
科
書
で
で
き
な
か
っ
た
問
題

等
を
自
分
で
選
択
さ
せ
、
も
う
一
度

取
り
組
ま
せ
る
の
だ
。
自
己
調
整
学

習
で
あ
る
。
通
常
の
授
業
の
終
末
で

「
今
日
の
授
業
で
一
番
難
し
か
っ
た

問
題
を
選
び
ノ
ー
ト
に
や
り
な
さ

い
」
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
く

と
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
自
己
調
整
が
難
し
い
子

供
た
ち
に
は
、
教
師
が
問
題
を
指
定

し
た
り
、
選
択
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
び
方
は
他
教
科
に

お
い
て
も
転
用
で
き
る
。
テ
ス
ト
勉

強
を
通
し
て
、
自
ら
学
習
を
調
整
し
、

粘
り
強
く
取
り
組
む
資
質
・
能
力
が

育
成
さ
れ

る
の
だ
。

ど
ち
ら
の
教
材
に
も
解
答
が
付
い

て
い
る
。
問
題
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
答
え
を
探
す

必
要
が
な
い
。
自
分
で
答
え
合
わ
せ

を
す
る
こ
と
も
大
切
な
勉
強
の
一
つ

で
あ
る
。

そ
の
際
、
答
え
合
わ
せ
の
仕
方
も

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
間
違
い
は
消
さ
ず
に
、
正
し
い
答

え
を
横
に
書
き
ま
す
。
途
中
計
算
も

書
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
直
し

で
す
」

答
え
を
写
し
て
い
る
だ
け
の
場
合

に
は
、
や
り
直
し
を
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
子
供
た
ち
の
学
力
を
保

障
す
る
上
で
大
切
な
学
び
方
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
を
終
え
た
子
供
た
ち
は

教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
（
九
月
号
六
年
算

数
に
掲
載
）
に
進
む
。

次
の
発
展
課
題
と
し
て
は
、『
算

数
難
問
１
問
選
択
シ
ス
テ
ム
』（
学

芸
み
ら
い
社
）
を
用
意
し
て
お
く
こ

と
が
お
す
す
め
で
あ
る
。

こ
の
日
の
家
庭
学
習
は
、
算
数
の

テ
ス
ト
勉
強
と
す
る
。
苦
戦
し
た
問

テストで90点以上を
実現する習熟の１時間
の授業計画
テスト勉強を通して、自己調整
力を育みながら、学力を伸ばす
ことができる。

6年

宮城県仙台市立鶴谷小学校

菅
かん

野
の

祐
ゆう

貴
き

Mathematics
算数

言
葉
を
削
る
こ
と
で
、
テ
ン
ポ
良

く
授
業
が
進
み
、
短
い
時
数
で
単
元

の
学
習
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
す
ぐ
に
次
の
単
元
に
入
っ

て
し
ま
う
と
他
の
学
級
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
時
間
を
活
用
し
て
習
熟
の
学
習

を
行
う
。

は
じ
め
に
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ

ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
の
テ
ス
ト

ペ
ー
ジ
を
実
施
す
る
。
次
に
、「
正

進
社
の
プ
レ
テ
ス
ト
」
に
移
る
。
分

か
ら
な
い
問
題
は
写
し
て
も
良
い
こ

と
を
伝
え
る
。
悩
み
に
悩
み
、
課
題

を
終
え
ら
れ
ず
、
休
み
時
間
に
突
入

し
て
し
ま
う
よ
り
も
ず
っ
と
よ
い
。

指示 間違いは消さずに、正しい答え
を横に書きます。途中計算も書き
ます。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問国
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五
年
生
の
二
学
期
単
元
「
情
報
を

生
か
す
産
業
」
の
導
入
を
、
以
下
の

よ
う
に
進
め
た
。

発
問  

買
い
物
。
以
前
は
現
金
だ
け

で
支
払
い
。
今
は
現
金
以
外
、
何

で
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
や
非
接
触
型
決

済
な
ど
の
意
見
が
出
る
。

発
問  

電
車
に
乗
車
。
以
前
は
切
符

で
改
札
通
過
。
今
は
切
符
以
外
、

何
で
通
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
と
い
う
意
見

が
出
る
。

発
問  

お
も
ち
ゃ
を
買
う
時
。
以
前

１
情
報
通
信
技
術
に
よ
る
変
化

は
お
も
ち
ゃ
屋
さ
ん
に
お
出
か
け
。

今
は
ど
ん
な
買
い
方
が
あ
り
ま
す

か
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
意

見
が
出
る
。

発
問  
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
何
が
進

歩
し
た
か
ら

で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン

や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど

の
意
見
が
出

る
。

説
明  

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
情
報
通

信
技
術
が
進
歩
し
た
か
ら
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
情
報
通
信
技
術
と
は
ど
う

い
う
意
味
か
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

（
こ
れ
は
、
教
育
出
版
の
「
小
学
社

会
５
」
に
あ
る
説
明
で
あ
る
。）

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
、
大
量

の
情
報
を
管
理
し
た
り
、
は

な
れ
た
場
所
で
す
ぐ
に
や
り

と
り
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
し
く
み
。

発
問  

情
報
通
信
技
術
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

予
想
さ
せ
た
後
、
次
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
。

①　

改
札
通
過
通
知
サ
ー
ビ
ス

②　

遠
隔
見
守
り
シ
ス
テ
ム

③　

バ
ス
現
在
位
置
情
報

④　

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
情
報
通
信
技

術
に
つ
い
て
具
体
を
通
し
て
理
解
さ

せ
る
の
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

２
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か

社会

基礎・基本

Science

情報通信技術を
具体で理解
情報通信技術を社会の変
化と具体的事例で理解する。

神奈川県大和市立西鶴間小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

教育出版・５年・P190-207
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お
客
が
欲
し
い
商
品
を
切
ら
さ
な

い
た
め
、
た
く
さ
ん
売
る
た
め
な
ど

の
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
次
の
動
画
を
見
て
、
確
認

す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ｆ
ｏ
ｒ
S
h
c
o
o
l

「
情
報
を
い
か
し

た
店
づ
く
り
」

説
明  

コ
ン
ビ
ニ
だ
け
で
な
く
、

ス
ー
パ
ー
や
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
も
同

じ
よ
う
に
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
動
画
を
使
い

な
が
ら
、
見
え
に
く
い
部
分
を
学
ん

で
い
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

発
問  

集
め
た
情
報
は
、
本
部
に
集

め
ら
れ
ま
す
。
本
部
か
ら
は
、
ど

ん
な
情
報
が
送
ら
れ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

よ
く
売
れ
る
も
の
、
あ
ま
り
売
れ

て
な
い
も
の
、
な
ど
の
意
見
が
出
る

だ
ろ
う
。

発
問  

コ
ン
ビ
ニ
の
場
合
、
何
の
た

め
に
情
報
通
信
技
術
を
使
っ
て
、

情
報
を
や
り
取
り
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
ま
で
の
学
習
を
振
り
返
っ
て
、

学
習
内
容
を
ま
と
め
る
発
問
で
あ
る
。

２
何
の
た
め
に
情
報
を
集
め
る
か

五
年
生
の
二
学
期
単
元
「
情
報
を

生
か
す
産
業
」、
前
ペ
ー
ジ
の
続
き

で
あ
る
。

　

情
報
通
信
技
術
に
つ
い
て
、
具
体

を
も
と
に
理
解
し
た
。
次
は
、
情
報

を
活
用
し
て
、
く
ら
し
を
便
利
に
し

て
い
る
事
例
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
を
取

り
上
げ
る
。

発
問  （
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
付
近
の

写
真
を
見
せ
て
）
ど
こ
に
情
報
通

信
技
術
を
使
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　

レ
ジ
や
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と

い
う
意
見
が
出
る
。

１
コ
ン
ビ
ニ
が
集
め
る
情
報

発
問  

コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
商
品
を
買

う
時
に
、
ど
ん
な
情
報
を
集
め
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

値
段
や
買
っ
た
数
、
何
円
出
し
た

か
な
ど
の
意
見
が
出
る
。

実
際
は
ど
う
な
の
か
、
次
の
動
画

を
見
て
確
認
を
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ｆ
ｏ
ｒ
S
h
c
o
o
l

「
情
報
で
進
化
す
る

販
売
業
」（
１
：
08

ま
で
）

　

売
れ
た
商
品
に
つ
い
て
だ
け
で
な

く
、
買
っ
た
人
の
年
齢
や
性
別
、
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
情
報
も
集
め
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

社会
Science

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

動画を使いながら
情報通信技術を学ぶ
見えにくい部分は動画を
使うと学びが深まる。

神奈川県大和市立西鶴間小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

教育出版・５年・P190-207
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こ
の
授
業
を
行
う
に
は
、
い
く
つ

か
の
前
提
条
件
が
あ
る
。

　

一
点
目
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
操
作
ス

キ
ル
」
で
あ
る
。
操
作
に
慣
れ
て
い

な
い
と
、
文
字
入
力
に
時
間
が
か
か

り
、
そ
の
後
の
対
話
に
時
間
を
か
け

ら
れ
な
い
危
険
性
が
あ
る
。

　

二
点
目
は
、「
学
び
方
の
ス
キ
ル
」

で
あ
る
。
教
師
が
い
き
な
り
対
話
の

指
示
を
し
て
も
、
相
手
が
見
付
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
仲
の
良
い
友
達
同

士
で
集
ま
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は

「
同
じ
（
似
た
）
意
見
の
相
手
と
対

話
」「
違
う
意
見
の
相
手
と
対
話
」
な

ど
、
様
々
な
対
話
で
の
学
び
方
を
経

験
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
び
方
の
選
択

肢
を
増
や
し
て
い
く
。
ま
た
、
教
師

は
常
に
子
供
が
学
ぶ
様
子
を
観
察
し
、

良
い
学
び
方
を
し
て
い
る
児
童
を
取

り
上
げ
、
価
値
付
け
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。

２　

授
業
の
前
提
条
件

さ
せ
る
。
こ
の
話
で
は
、
よ
く
ば
り

な
「
お
ば
あ
さ
ん
」
に
焦
点
が
当
た

り
が
ち
だ
が
、
よ
く
ば
り
す
ぎ
と
分

か
っ
て
い
な
が
ら
魚
に
要
求
し
続
け

た
「
お
じ
い
さ
ん
」
や
、
ほ
し
い
物
を

与
え
続
け
た
「
金
色
の
魚
」
に
も
落

ち
度
は
あ
り
、
そ
ち
ら
に
対
す
る
意

見
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
様
々
な
意

見
を
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
集
約
す

る
こ
と
で
、「
よ
く
ば
り
を
す
る
側
」

と
「
よ
く
ば
り
を
受
け
る
側
」
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
多
面
的
・
多
角

的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
児
童

は
シ
ー
ト
を
見
て
話
し
た
い
相
手
を

選
び
、
質
問
や
反
論
な
ど
を
通
し
て

対
話
を
し
、
自
ら
の
考
え
を
深
め
て

い
く
。
そ
の
後
は
、
再
度
「
授
業
後

の
考
え
」
に
意
見
を
入
力
さ
せ
る
。

指
示
２  

今
日
の
学
習
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
こ
と
や
気

を
付
け
た
い
こ
と
を
書
き
な
さ
い
。

　

最
後
に
、
シ
ー
ト
も
参
考
に
し
な

が
ら
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、
今
後

の
課
題
や
目
標
を
書
か
せ
る
。

Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
で
道

徳
の
学
習
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
（
タ

イ
ト
ル
欄
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。
考
え

の
変
容
が
可
視
化
さ
れ
、
全
員
の
意

見
が
一
つ
の
画
面
上
に
共
有
さ
れ
る
。

他
者
参
照
が
円
滑
に
行
え
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
ま
ず
し
い
お
じ
い
さ

ん
が
漁
で
好
き
な
も
の
と
引
き
換
え

に
逃
が
し
た
金
色
の
魚
の
話
を
す
る

と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
お
け
を
も
ら
う

よ
う
に
頼
む
。
お
じ
い
さ
ん
が
魚
に

お
願
い
す
る
と
本
当
に
桶
が
新
し
く

な
る
。
次
第
に
お
ば
あ
さ
ん
の
要
求

１　
「
金
色
の
魚
」
の
授
業

は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
つ
い
に
「
海

の
王
様
に
な
り
た
い
」
と
言
い
出
す
。

こ
の
要
求
に
魚
は
海
の
底
へ
隠
れ
て

し
ま
い
、
お
ば
あ
さ
ん
は
元
の
粗
末

な
姿
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

　

教
材
文
を
読
み
聞
か
せ
、
登
場
人

物
と
話
の
流
れ
を
簡
単
に
確
認
し
た

後
、
主
発
問
を
す
る
。

発
問
１  

こ
の
お
話
で
、
よ
く
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
だ
れ
で
す
か
。

一
人
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

指
示
１  

書
け
た
ら
他
の
意
見
を
見

て
、
話
し
た
い
人
を
見
付
け
な
さ
い
。

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
の
「
授
業
前

の
考
え
」
に
理
由
も
合
わ
せ
て
入
力

Googleスプレッド
シートを活用した
道徳授業プラン
自分の考えを可視化し、対
話や振り返りの材料にする。

4年道徳

兵庫県洲本市立大野小学校

賀
か

本
もと

岳
がく

陽
よう

日本文教出版・４年
Ｐ130-133
「金色の魚」 
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

１�　低学年〜中学年の英語こそ体をたくさん
動かして楽しく授業！
低学年〜中学年の子供たちは体を動かすの

が大好きだ。楽しい雰囲気で英語のリズムや
発音に慣れ親しませたい。例えばおすすめの
英語の歌の１つに「Head Shoulders Knees 
& Toes」がある。

最初はゆっくりのテンポでだんだん速くな
ると更に盛り上がる。ゲーム感覚で楽しく繰
り返し単語練習することができる。

２　「タッチ・タッチ・カラーゲーム」
①�　色のフラッシュカードを見せて単語練習

した後、カードを黒板に貼る。
②�　子供たちは音楽に合わせて教室の中を歩

き回る。おすすめの曲は「ABC song」。
③　音楽が止まったら歩くのを止める。
④　教師は、

Touch, touch, red!

と言って、色のカードを１枚選んで見せる。
⑤�　子供たちは教室の中にある赤色のものを

見付けて触る。
この時に走ったり、友達を押したりしない

ようあらかじめ伝えておく。何回か色を変え
て行い、子供たちが興奮しすぎない程度のと
ころでやめるのがポイント。

３　体を動かす活動の後は静かになる活動も
子供たちが飽きないように様々な活動を取

り入れたい。45分間を３つ以上のパーツに区
切ってメリハリを付けた活動にする。授業の
後半は静かになる活動も入れたい。

「ちびむすドリル」で検索すると、小中学生
向けの全教科の学習教材が無料ダウンロード
できる。そこから英語「アルファベット塗り
絵」をプリントアウトして配ると、子供たち
は楽しそうにアルファベットに親しみながら

塗り絵をしていた。ほかにも「アルファベッ
ト線つなぎ」プリントなどもあり、中学年以
上にもおすすめである。
「ちびむすドリル」
https://happylilac.net/syogaku.html

フラッシュカードは教育技術研究所から発売中

低学年の英語は体
をたくさん動かし
て楽しく！
低学年の年間授業時数は少
ないが、中学年の外国語活
動へつなげることを意識し
ながら楽しく英語に慣れ親
しませたい。

東京都杉並区立東田小学校

原
はら

 順
じゅん

子
こ

英語低〜中学年
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キル」をもって、資料にふれ、学んでいける。
そこに教師はいない。自分で学び、スキル
アップできる。

京都大学大学院准教授の石井英真氏は
「GIGAスクール構想における、ICT活用のゴー
ルをどう描くか」について次のように書かれ
ている。

すなわち、社会がICTから恩恵を受けて
いる部分を子どもたちにも保障していく
わけである。

実社会でのICT活用場面、とりわけ「クラ
ウドの便利さ」をそのまま子供たちにも体験
させる。子供たちは、すぐに使いこなしてい
く。教師や大人にも同じことがいえる。
「汎用性」のあるクラウドツールかどうかを
見極めることが大切だ。

「汎用性」がある
ツールを使いこな
そう
いくら使いやすいアプリ
でも、大人になって社会
に出た時に活用できなけ
れば意味がない。子供た
ちにクラウドの便利さ、
本質を繰り返し体験させ
ることが重要である。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

１
働き方改革の一環として、さまざまなアプ

リが学校現場で導入されている。勤務してい
る市でも、保護者と学校の「連絡用アプリ」
が導入された。欠席連絡、資料の配付など、
学校現場で必要な機能が搭載されている。

市内の小中学校で一斉導入されたので、転
校、転出、職員の異動にも対応できる。小学
校と中学校にきょうだいがいる場合でも、１
つのアプリで対応できるので便利だ。保護者
も教師も便利なら、使ってみる価値はあるだ
ろう。

しかし、問題点もある。

汎用性があるか

アプリはたしかに便利だ。スマホやタブ
レットにインストールしてユーザー登録すれ
ば、誰でも簡単に使える。これがメリットで
ありデメリットでもある。

誰でも使える分「カスタマイズ」できない。
アプリの設定を変更しアップデートすれば、

「全てのユーザー」を対象に設定が変更され
てしまう。学校ごとの実態に合わせた微妙な
調整ができない。今の時代は、車でも、家で
も、何でもカスタマイズできる時代である。
多様性を認め、対応できる社会を日本もめざ
している。ウェルビーイング（Well-being）
な社会だ。小中学校での「便利さ」は、社会
に出ても同じように引き継がれるのか。そこ
が論点になる。

　２
授業でも同じことがいえる。国語で「ごん

ぎつね」を勉強したとする。「きつねに詳し
い子供」を育てる授業になっては意味がない。
物語を読解し、分析し、解釈する力を身に付
けることが大切である。そのようなスキルを
身に付ければ、他の教材も自力で学んでいけ
る。社会に出た後も「学ぶ意欲」と「学ぶス
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

オンライン授業の時だけ
Meetを使うのではもっ
たいない。対面の授業で
活用すると、子供たちに
「見えやすさ」を保障で
きる。

オンライン授業だけで
はない！対面授業でも
Meetを活用する

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

１　対面でもGoogle Meetに入ろう
　１年生の子供たちを連れて、地域の水族館
に行った。帰ってきた後、撮影した魚の写真
を教室で子供たちに見せることにした。

教室前方の大型テレビに写真を映す。
同時に次の指示を出した。
指示   Meetに入りなさい。
　子供たちは、端末を開いてMeetに入る。
何度も練習しているので、カメラオフ、
ミュートの操作もスムーズだ。
　教師も自分の端末でMeetに入り、見せた
い写真を画面共有する。テレビと子供たちの
端末が、同じ画面が映るようにしたわけだ。
　こうすることで、大型テレビの画面と手元
の端末の画面、好きな方を見てよいことにな
る。「テレビの画面が見えにくい」というス
トレスをなくし、誰もが見える状況をつくる
ことができる。これは一斉指導において、極
めて重要である。

２　子供は見たい場所を拡大する
　順番に写真を提示していく。時々、写真を
注意深く見るような指示を出す。
指示   魚は何匹写っていますか。数えてごら
んなさい。
子供たちが写真を見ている間、教師は教室

の後方に立ち、子供たちの画面を確認する。

　その時、「指で画面を拡大して」見ている
子を見取るようにする。
　見付けたら、その場で褒めてあげる。
「わぁ！◯◯さん、指で画面を拡大して見て
いるね！拡大すると詳しく分かるよね！」
　こうして価値付けることで、詳しく知りた
い情報には、自分からアクセスしようとする

姿勢を、教室全体に広げるこ
とができる。この行動は情報
活用能力の基盤となるものだ。
低学年のうちから何度も価値
付け、体験させていく。

【参 考】文科省HPより
　 有 識 者 イ ン タ ビ ュ ー
「GIGAスクール構想×学校
マネジメント（水谷年孝
氏・菅野光明氏）」（令和５
年３月10日）
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る
た
め
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
の
存
在
を
無
視
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
日
本
の
発

展
が
起
因
し
て
い
る
と
考
え
て
も
お

か
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
後
も
、

「
天
平
文
化
」「
遣
唐
使
の
廃
止
」
な

ど
、
古
代
に
お
い
て
日
中
関
係
が
扱

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日
中
関
係
に

絞
っ
て
切
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、

ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
を

考
え
や
す
く
な
る
。

２
そ
の
他
の
テ
ー
マ

日
中
関
係
以
外
に
も
文
化
史
、
政

治
史
、
経
済
史
な
ど
、
様
々
な
括
り

方
が
で
き
る
。
整
理
し
た
形
で
授
業

す
る
こ
と
で
複
雑
な
内
容
も
明
瞭
に

な
っ
て
い
く
。

時
に
は
対
等
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
七
年
後
の
六
〇
七
年
に
は
対
等
な

関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年
表
を
参
考
に
対
等
な
関
係
を
結
ぶ

こ
と
が
で
き
た
理
由
を
考
え
な
さ

い
」

　
す
る
と
子
供
た
ち
は
、
一
回
目
の

派
遣
と
二
回
目
の
派
遣
の
間
に
あ
る
、

冠
位
十
二
階
や
十
七
条
の
憲
法
の
制

定
に
気
が
付
く
。
日
本
が
制
度
的
に

発
展
し
た
こ
と
が
対
等
な
関
係
を
築

く
一
因
に
な
っ
た
と
予
想
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
有
力
な
理
由
と
し
て
は
、

隋
が
遠
征
を
計
画
し
て
い
た
高
句
麗

と
日
本
が
手
を
組
ま
な
い
よ
う
に
す

１
日
中
関
係
で
括
る

「
卑
弥
呼
は
魏
の
皇
帝
か
ら
称
号
を

も
ら
っ
た
」

「
五
世
紀
の
倭
王
た
ち
は
南
朝
の
皇

帝
か
ら
称
号
を
も
ら
っ
た
」

こ
れ
ら
は
教
科
書
に
載
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
冊
封
関
係
と
い
う
。

　
こ
の
学
習
を
踏
ま
え
て
、
聖
徳
太

子
の
時
代
の
日
中
関
係
を
扱
う
。
こ

こ
で
扱
う
の
は
「
遣
隋
使
の
手
紙
」

で
あ
る
。

こ
の
手
紙
の
中
の
天
皇
を
表
し
た

「
天
子
」
と
隋
の
皇
帝
を
表
し
た

「
天
子
」
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
対
等

な
関
係
を
築
こ
う
と
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
当
然
、
子
供
た
ち
は
「
な
ぜ

今
ま
で
冊
封
関
係
だ
っ
た
の
に
、
対

等
な
関
係
に
な
れ
た
の
か
」
と
考
え

る
。
そ
こ
で
年
表
を
示
し
、
次
の
よ

う
に
発
問
し
た
。

「
六
〇
〇
年
に
一
回
目
の
遣
隋
使
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

テーマでくくれば、
理解しやすい
中学社会歴史的分野は内
容が多い。テーマで括る
ことで整理される。

東京都足立区立東島根中学校

守
もり

屋
や

遼
りょう

太
た

郎
ろう

社 会
授 業 実 践
学 校 の中

遣隋使の手紙

『太陽の昇るところの天子が、
太陽の沈むところの天子に手紙
を送ります。』

『隋書』倭国伝から一部要約

年 出来事
593 聖徳太子が政治に参加する
600 第一回目の遣隋使の派遣
603 冠位十二階が定められる
604 十七条の憲法が定められる
607 第二回の遣隋使の派遣
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体 育
授 業 実 践
中 学 校 の

向山型跳び箱指導
中学校体育でも威力絶大。 

埼玉県鴻巣市立川里中学校

横
よこ

田
た

泰
やす

紀
のり

式
指
導
が
中
学
校
で
は
、
有
効
な
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
跳
べ
な

い
生
徒
も
い
る
。
そ
の
時
は
、
Ｂ
式

指
導
の
出
番
で
あ
る
。
写
真
の
よ
う

に
、
跳
ぶ
瞬
間
に
「
手
と
お
尻
を

も
っ
て
跳
ば
せ
る
補
助
」
を
、
体
育

委
員
に
教
え
る
の
で
あ
る
。

生
徒
で
も
、
何
度
か
続
け
て
い
る

う
ち
に
補
助
が
上
達
す
る
。

そ
う
や
っ
て
全
員
の
力
で
跳
ば
せ

る
こ
と
に
成
功
す
る
か
ら
こ
そ
、
毎

年
、
体
育
館
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
が
起
き
る
。

中
学
校
体
育
で
も
絶
大
の
威
力
を

発
揮
す
る
向
山
型
跳
び
箱
指
導
だ
。

足
形
マ
ー
カ
ー
に
足
を
置
い
て
跳
ぶ
。

少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
ら
二
番
目
の

黄
色
の
足
形
マ
ー
カ
ー
に
足
を
置
く
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
慣
れ
て
き
た
ら
三

番
目
の
青
色
の
足
形
マ
ー
カ
ー
に
足

を
置
く
。
こ
れ
を
練
習
し
て
い
く
と
、

腕
を
支
点
と
し
た
体
重
移
動
を
覚
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
少
し
ず
つ
立
つ
場
所
を
後

ろ
に
下
げ
て
い
く
こ
と
で
、
実
際
の

跳
ぶ
感
覚
に
近
い
形
で
跳
ぶ
練
習
が

で
き
る
の
だ
。

次
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の

練
習
を
ど
の
く
ら
い
続
け
れ
ば
よ
い

の
か
だ
。
そ
れ
は
、

恐
怖
心
な
く
後
ろ
の
青
色
足
形

マ
ー
カ
ー
か
ら
跳
べ
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
段
階
ま
で
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
助
走
あ
り
で
一
人
で
跳

ば
せ
て
み
る
。
こ
の
段
階
で
跳
べ
る

よ
う
に
な
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
中
学
生
の
女
子
に
は
男
性
教
師

は
補
助
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
Ｃ

開
脚
跳
び
が
跳
べ
な
か
っ
た
生
徒

が
跳
べ
た
瞬
間
、
体
育
館
中
に
歓
声

が
響
い
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
起
き
る

跳
び
箱
授
業
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

今
年
度
一
学
期
に
、
中
学
一
・
二

年
生
を
対
象
に
跳
び
箱
の
授
業
を

行
っ
た
。
各
学
年
二
ク
ラ
ス
、
全
部

で
一
五
〇
人
の
生
徒
た
ち
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
開
脚
跳
び
が
跳
べ
な

か
っ
た
生
徒
は
、
二
二
人
も
い
た
。

最
も
多
い
ク
ラ
ス
で
は
、
一
〇
人

以
上
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
中
学
校

体
育
で
も
威
力
を
発
揮
す
る
の
が
、

向
山
型
跳
び
箱
指
導
だ
。

特
に
中
学
校
の
授
業
で
は
、
Ｃ
式

指
導
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

指
導
は
、
左
記
の
写
真
の
よ
う
に
、

跳
び
箱
の
脇
に
置
い
た
補
助
の
台
を

利
用
し
な
が
ら
自
分
で
跳
び
越
え
る

場
づ
く
り
の
こ
と
だ
。

写
真
の
よ
う
に
台
の
所
に
足
型

マ
ー
カ
ー
を
置
い
た
。

始
め
は
、
台
の
一
番
前
の
赤
色
の

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



学
力
テ
ス
ト
の
問
題
を
授
業
す
る

学
力
テ
ス
ト
の
問
題
を
授
業
す
る

段
落
の
対
応
構
造
に
気
付
け
ば
、
書
け
る
。

段
落
の
対
応
構
造
に
気
付
け
ば
、
書
け
る
。

国語

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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今
回
は
多
く
の
応
募
が
あ
っ
た
。
共
通
点
は
、

「
授
業
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
一
問
一
問
、
発

問
指
示
で
進
め
て
い
く
形
だ
。

　

そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
だ
が
、
私
は
、
ま
ず

は
自
力
で
解
か
せ
る
。
そ
れ
で
、
誰
が
ど
こ
で

つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
誤
答
が

生
ま
れ
て
い
る
の
か
を
観
察
し
な
が
ら
、
そ
の

後
の
授
業
の
展
開
を
考
え
る
。
こ
れ
が
第
一
段

階
で
あ
る
。
応
募
者
の
中
で
は
、
後
藤
隆
一
氏

の
指
導
に
近
い
。

　

次
に
、
正
答
率
が
高
い
問
題
は
さ
ら
っ
と
流

す
。
流
し
方
と
し
て
、
子
供
に
説
明
さ
せ
る
。

こ
の
展
開
は
、
応
募
原
稿
の
中
に
は
見
当
た
ら

な
か
っ
た
。

「
ど
の
よ
う
に
解
い
た
の
か
説
明
し
て
ご
ら
ん

な
さ
い
」
と
指
示
す
る
の
で
あ
る
。

　

十
数
年
前
に
開
発
し
た
『
あ
か
ね
こ
読
解
ス

キ
ル
』（
光
村
教
育
図
書
）
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア

と
し
て
発
表
し
た
も
の
だ
。
正
答
し
た
生
徒
の
、

正
答
す
る
た
め
の
学
習
方
略
を
全
員
に
シ
ェ
ア

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
二
段
階
だ
。

　

大
問
二
で
正
答
率
が
下
が
る
。
し
か
し
、
こ

れ
も
、
ま
ず
は
自
力
で
書
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
書
け
な
い
」「
解
け
な
い
」
と
い
う
経

験
を
さ
せ
る
。
逆
に
、
自
信
を
も
っ
て
書
い
た

け
れ
ど
も
不
備
不
足
不
十
分
が
あ
っ
た
と
い
う

経
験
も
重
要
だ
。

　

次
い
で
、

書
い
た
も
の
を
発
表
さ
せ
、
授
業
者
が
評
定
す

る
。

「
七
点
が
一
〇
点
に
な
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
」
を
、
各
自
の
解
答
を
比
較
参
照
し
つ
つ
、

生
徒
自
身
が
考
え
て
い
く
展
開
だ
。

　

問
題
の
設
定
は
、「
毎
月
一
回
、
休
み
時
間

に
『
た
て
わ
り
は
ん
』
で
遊
ぶ
活
動
で
す
。
み

ん
な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
６
年
生
が
、
遊
び

た
い
こ
と
を
下
級
生
に
聞
い
た
り
、
ル
ー
ル
を

く
ふ
う
し
た
り
し
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
で
は
、
上
級
生
が
遠
く
か
ら
ボ
ー
ル
を

な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
あ
る
。
そ
の

後
を
書
き
な
さ
い
と
い
う
、
よ
く
あ
る
形
だ
。

こ
の
段
落
そ
の
も
の
が
、
上
の
段
落
と
対
応
し

て
い
る
。

　

上
の
段
落
の
第
一
文
、「『
運
動
会
』
は
、

『
た
て
わ
り
は
ん
』
ご
と
に
～
行
い
ま
す
」
が
、

下
の
段
落
の
「『
た
て
わ
り
遊
び
』
は
、
毎
月

１
回
、
休
み
時
間
に
『
た
て
わ
り
は
ん
』
で
遊

ぶ
活
動
で
す
」
と
対
応
し
て
い
る
、
と
い
う
こ

向山型に挑戦！
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

上
図
は
、
後
藤
氏
の
整
理
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
提
示
す
れ
ば
、
ひ
と
目
で
わ
か
る
。
村
上

睦
氏
と
坂
本
佳
朗
氏
も
、
指
導
の
中
で
扱
っ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
対
応
構
造
に
気
付
く
と
、
文
章
が
変

わ
っ
て
も
瞬
時
に
書
け
る
よ
う
に
な
る
。
授
業

す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
、
心
臓
部
を
扱
う

と
よ
い
。

　

ち
な
み
に
私
は
、
す
べ
て
の
字
数
限
定
の
記

述
問
題
に
お
い
て
、
い
き
な
り
マ
ス
目
に
書
か

せ
る
こ
と
は
し
な
い
。

必
ず
空
欄
に
メ
モ
の
よ
う
に
書
か
せ
、
そ
こ
で

加
除
修
正
を
さ
せ
て
か
ら
、
清
書
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

応
募
者
の
う
ち
村
上
諒
氏
、
下
窪
理
政
氏
、

徳
本
孝
士
氏
は
、
条
件
の
三
「
六
十
字
以
上
、

百
字
以
内
」
を
消
す
指
示
を
出
し
て
い
る
。
こ

れ
も
、
解
答
作
成
の
第
一
段
階
で
、
文
字
数
に

気
を
取
ら
れ
て
鉛
筆
が
止
ま
る
学
習
者
へ
の
配

慮
で
あ
ろ
う
。

と
だ
。

「
上
級
生
が
下
級
生
に
応
え
ん
の
仕
方
を
教
え

た
り
、
下
級
生
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
き
ょ
う

ぎ
の
作
戦
を
考
え
た
り
し
ま
す
」
と
、「
み
ん

な
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
６
年
生
が
、
遊
び
た

い
こ
と
を
下
級
生
に
聞
い
た
り
、
ル
ー
ル
を
く

ふ
う
し
た
り
し
ま
す
」
も
対
応
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
空
欄
部
分
を
書
く
に
は
、
上
の
段

落
の
「『
み
ん
な
で
つ
な
引
き
を
し
て
楽
し
い
』

と
い
う
２
年
生
や
～
」、「
こ
の
よ
う
に
、
～
思

い
ま
す
。」
を
、
取
材
メ
モ
の
「
下
級
生
に
聞

い
た
こ
と
」
を
使
い
、

真
似
し
て
書
け
ば
よ
い
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
構
造
に
気
付
か
な
け
れ
ば
、
正
答
を
書

く
こ
と
は
難
し
い
。
誤
答
の
大
部
分
は
、
文
章

構
造
を
無
視
し
、「
取
材
メ
モ
」
の
み
を
見
て

勝
手
気
ま
ま
に
書
い
た
結
果
だ
と
い
え
る
。
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書
字
が
苦
手
な
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
一
年
生

知
的
に
高
い
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）
の
場
合
、
視
覚
だ
け
で
な
く

体
を
動
か
し
て
文
字
を
覚
え
さ
せ
る
。

１　

書
字
が
苦
手
な
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
小
学
一
年
生

　

普
通
学
級
在
籍
の
Ａ
く
ん
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断

を
受
け
て
い
る
。
四
月
、
教
室
で
自
分
の
名
前

を
ひ
ら
が
な
で
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
し
く
し

く
泣
い
て
い
た
。
後
日
、
カ
タ
カ
ナ
や
漢
字
で

は
自
分
の
名
前
が
書
け
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

彼
は
「
曲
線
の
多
い
ひ
ら
が
な
」
を
書
く
こ
と

を
苦
手
と
し
て
い
た
。

２　

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
マ
ー
カ
ー
な
ら
書
け
た

　

Ａ
く
ん
は
、
ひ
ら
が
な
の
練
習
プ
リ
ン
ト
を

や
る
こ
と
を
嫌
が
っ
た
。
T
O
S
S
教
材
の

「
ト
レ
ー
ス
く
ん
」
を
参
考
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
で
プ
リ
ン
ト
を
挟
み
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

マ
ー
カ
ー
で
な
ぞ
る
練
習
を
試
み
た
。
そ
れ
な

ら
少
し
だ
け
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
初
は
、
一
文
字
で
も
書
け
た
ら
花
丸
を
描

い
て
褒
め
る
よ
う
に
し
た
。
五
月
に
な
る
と
、

自
分
か
ら
鉛
筆
を
持
っ
て
ひ
ら
が
な
の
な
ぞ
り

書
き
を
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

保
護
者
と
相
談
し
、
一
学
期
は
「
毎
日
登
校

で
き
る
こ
と
」
を
優
先
し
た
。
苦
手
な
こ
と
を

無
理
強
い
は
し
な
い
。
カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
も

良
い
と
し
た
り
、
他
の
子
よ
り
書
く
量
を
少
な

く
し
た
り
し
た
。
ま
ず
は
、
で
き
た
こ
と
を
褒

め
る
よ
う
に
し
た
。
彼
が
書
き
や
す
い
よ
う
に

４
Ｂ
や
６
Ｂ
の
鉛
筆
を
使
う
こ
と
も
勧
め
た
。

３　

Ｐ
Ｃ
が
あ
れ
ば
ノ
ー
ト
に
文
字
を
書
か
な

く
て
も
い
い
の
か
？

　

宮
尾
ド
ク
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

「
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
児
童
と
違
い
、
知
的
に

高
い
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
児
童
の
場
合
は
、
曲
線
な
ど
が

認
識
し
づ
ら
い
と
い
う
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
視
覚
だ
け
で
な
く
手
や
腕
を
動
か
し
て
覚

え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
低
学
年
の
場
合
、
最

初
か
ら
Ｐ
Ｃ
だ
け
を
使
わ
せ
る
の
は
勧
め
な
い
。

ひ
ら
が
な
を
書
く
こ
と
を
最
小
限
に
し
て
練
習

さ
せ
る
と
良
い
。

　

普
通
の
子
が
二
回
で
分
か
る
こ
と
が
Ａ
Ｓ
Ｄ

の
子
に
は
五
回
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
根

気
強
く
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
く
」

４　

学
校
で
で
き
る
有
効
な
支
援
方
法

①　
「
み
ん
な
で
黒
板
に
「
あ
」
を
書
く
。
い

ろ
ん
な
字
形
が
あ
る
が
、
ど
れ
も
「
あ
」
と

読
む
の
だ
と
気
付
か
せ
る
活
動
。

②　

下
書
き
を
書
い
て
お
い
た
用
紙
を
渡
し
、

そ
の
続
き
を
カ
タ
カ
ナ
や
ひ
ら
が
な
で
書
か

せ
る
活
動
。

③　

相
撲
な
ど
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
取
れ
て
体
を

動
か
す
活
動
。

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／白百合女子大学 
発達臨床センター 顧問

医師・研究者の目から見た特別支援教育
医
学
博
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や

尾お
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供を授業で伸ばす！
～通常学級・特別支援学級の小嶋実践より

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

代
表
取
締
役

　

セ
ミ
ナ
ー
で
Ｑ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
と
、

「
ノ
ー
ト
が
書
け
な
い
子
供
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
？
」

と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
る
。

　

こ
の
よ
う
な
際
、
私
は
、

「
ほ
ぼ
お
答
え
が
難
し
い
」

と
返
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
は
、

「
ノ
ー
ト
が
書
け
な
い
原
因
は
、
多

岐
に
わ
た
る
の
で
、
原
因
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
予
測
を
も
っ
て
き
て
も
ら
え

な
け
れ
ば
お
答
え
が
で
き
な
い
」

の
で
あ
る
。

　

全
て
の
状
態
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
原
因
と
対
応
に
分
け
て
支

援
プ
ラ
ン
を
提
示
し
た
い
。

①
　
書
字
の
整
わ
な
さ
か
ら
書
け
な

い
場
合

そ
も
そ
も
書
字
自
体
に
困
難
が
あ

る
場
合
で
あ
る
。
文
字
が
整
わ
な
い
、

字
形
が
乱
れ
る
、
マ
ス
か
ら
飛
び
出

る
な
ど
。

【
支
援
プ
ラ
ン
】

ま
ず
、
ノ
ー
ト
の
変
更
を
行
う
こ

と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

　

マ
ス
を
大
き
く
す
る
の
も
手
だ
が
、

逆
に
小
さ
く
す
る
と
書
字
が
整
う
場

合
も
あ
る
。

　

高
学
年
は
大
き
な
マ
ス
を
嫌
う
場

合
が
あ
る
の
で
、
罫
線
ノ
ー
ト
に
変

え
る
と
負
荷
が
減
る
子
供
も
い
る
。

　

ま
た
、
書
く
こ
と
自
体
に
負
荷
を

感
じ
て
し
ま
い
、
書
か
な
い
選
択
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
書
く

量
を
減
ら
し
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
書
字

を
移
行
す
る
の
も
効
果
的
で
あ
る
。

②
　
写
す
こ
と
が
難
し
い
場
合

書
字
は
そ
こ
そ
こ
で
き
る
の
に
、

写
す
こ
と
が
難
し
い
場
合
で
あ
る
。

写
す
作
業
に
な
る
と
極
端
に
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
な
る
子
に
も
注
意
し
た
い
。

【
支
援
プ
ラ
ン
】

ま
ず
は
「
写
す
べ
き
対
象
を
近
く

に
置
く
」
と
い
う
こ
と
だ
。
黒
板
と

の
距
離
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因

で
、
Ｗ
Ｍ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
）

に
残
り
に
く
い
可
能
性
が
あ
る
。
板

書
を
デ
バ
イ
ス
で
撮
影
し
て
、
そ
の

画
面
を
見
な
が
ら
写
す
と
効
果
が
出

や
す
い
。

次
は
、「
写
す
べ
き
対
象
を
拡
大

す
る
」
で
あ
る
。
視
覚
入
力
す
る
情

報
を
制
限
し
て
Ｗ
Ｍ
に
対
応
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

ノ
ー
ト
が
書
け
な
い
！
　
子
供
へ
の
支
援
プ
ラ
ン

ノ
ー
ト
が
書
け
な
い
こ
と
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
支
援
を
変
え
る
。

③
　
自
分
の
意
見
や
作
文
な
ど
を
書

く
こ
と
が
難
し
い
場
合

自
分
の
意
見
や
作
文
な
ど
、
頭
の

中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
表
出
す
る

の
が
難
し
い
場
合
で
あ
る
。

【
支
援
プ
ラ
ン
】

　

ま
ず
は
、
教
師
が
「
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
」
の
形
で
、
彼
ら
の
頭
の
中

に
あ
る
考
え
を
口
頭
で
表
出
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
言
っ
た
こ
と
を
書
か
せ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
が
書
け
る
か
を
ア
セ

ス
メ
ン
ト
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
書
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

そ
の
場
合
、
教
師
が
キ
ー
ワ
ー
ド
を

拾
っ
て
メ
モ
な
ど
に
残
し
て
お
く
。

そ
れ
を
使
っ
て
作
文
を
一
緒
に
書
い

て
あ
げ
る
こ
と
は
効
果
が
高
い
。
こ

の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
子
供
た
ち
は
放

置
し
て
い
て
も
絶
対
に
書
け
る
よ
う

に
な
ら
な
い
。

「
頭
の
中
に
あ
る
文
章
↓
口
頭
表
出

↓
そ
れ
が
文
に
な
る
体
験
」

を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ

る
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit
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で
き
に
く
さ
を
も
た
ら
す
要
因

学
習
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
こ
と

は
、読
み
書
き
で
あ
る
。
読
み
書
き
は
、

記
憶
や
視
覚
、
聴
覚
な
ど
様
々
な
機

能
に
支
え
ら
れ
て
獲
得
さ
れ
る
。
必

要
な
機
能
と
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

①　

音
韻
意
識

②　

視
覚
認
知
機
能

③　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ

①　
音
韻
意
識

　

音
韻
意
識
と
は
、
語
の
音
の
構
造

や
、
語
を
構
成
す
る
個
々
の
構
成
音

に
つ
い
て
の
知
識
、
そ
し
て
構
成
音

を
操
作
で
き
る
能
力
で
あ
る
。

　

例
え
ば
「
桜
」
と
い
う
言
葉
が

あ
っ
た
時
、こ
の
語
は
「
サ
・
ク
・
ラ
」

と
い
う
三
つ
の
音
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
真
ん
中
の
音
は
「
ク
」

で
あ
る
こ
と
な
ど
に
気
付
く
力
で
あ

る
。

　

こ
の
領
域
に
困
難
さ
が
あ
る
時
、

音
の
構
造
把
握
や
、
構
成
音
の
分
解

が
難
し
く
な
る
。　

　

結
果
、
単
語
を
反
対
か
ら
読
む
逆

唱
が
難
し
か
っ
た
り
、
聞
き
間
違
い

が
多
か
っ
た
り
す
る
。

②　
視
覚
認
知
機
能

　

視
覚
認
知
機
能
と
は
、
絵
や
文
字
、

図
形
な
ど
の
視
覚
情
報
を
取
り
入
れ

た
り
、
取
り
入
れ
た
情
報
を
操
作
し

た
り
す
る
能
力
で
あ
る
。

　

例
え
ば
「
細
」
と
い
う
漢
字
を
見

た
と
き
、
ど
こ
で
線
が
交
わ
っ
て
い

る
か
、
ど
の
よ
う
な
パ
ー
ツ
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
認
識
す
る

力
で
あ
る
。

　

困
難
さ
が
あ
る
と
き
、
字
の
書
き

間
違
い
や
、ア
ン
バ
ラ
ン
ス
さ
（「
細
」

だ
と
、「
糸
」
を
大
き
く
書
い
て
し

ま
い
「
田
」
が
マ
ス
か
ら
は
み
出
る

な
ど
）
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
工
作
活
動
、
折
り
紙
、
理

科
の
観
察
な
ど
で
失
敗
経
験
が
積
み

や
す
く
な
る
。

③　
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
と
は
、
頭
の

中
に
取
り
入
れ
た
情
報
を
、
一
時
的

に
保
持
し
な
が
ら
操
作
す
る
記
憶
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
７
＋
８
の
よ
う
な
繰
り

上
が
り
の
あ
る
た
し
算
を
暗
算
す
る

際
に
、「
７
を
10
に
す
る
た
め
に
８

か
ら
３
を
も
っ
て
く
る
。
８
か
ら
３

を
も
っ
て
く
る
と
残
り
は
５
。
だ
か

ら
答
え
は
15
」
な
ど
、
頭
の
中
だ
け

で
情
報
を
操
作
す
る
力
で
あ
る
。

　

困
難
さ
が
あ
る
と
、
黒
板
の
情
報

を
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
の
に
苦
戦
し

た
り
、
口
頭
で
の
指
示
を
す
ぐ
に
忘

れ
て
し
ま
っ
た
り
、
読
解
に
お
い
て

文
章
の
内
容
を
保
持
し
な
が
ら
問
題

に
答
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
り
す
る
。

　

以
上
の
三
つ
の
機
能
か
ら

困
難
さ
の
原
因
が
多
岐
に
わ
た

り
、
更
に
そ
れ
ら
が
複
雑
に
関

連
し
あ
う
こ
と
で
子
供
の
で
き

に
く
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

勉
強
嫌
い
、
学
校
嫌
い
の
子
供
を

生
み
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
子
供
一

人
一
人
の
特
性
を
見
極
め
る
力
が
、

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。　

参
考
文
献
：
北
洋
輔
・
平
田
正
吾
（
二

〇
一
九
年
）『
発
達
障
害
の
心
理
学

│
特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
エ
ビ
デ

ン
ス
』
福
村
出
版
株
式
会
社

医療・療育現場からの発信！

学
習
障
害
の
で
き
に
く
さ
が
生
じ
る
要
因

ど
こ
に
で
き
に
く
さ
を
抱
え
て
い
る
の
か
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
視
点

が
必
要
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 言語療法

　

今
年
度
は
発
達
障
害
と
W
I
S
C
‒Ⅴ
の
関

連
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。

　

今
回
は
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
私
は
言
語
聴
覚
士
な

の
で
、
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
症
状
の
中
で
も
特
に
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
的
側
面
か
ら
述
べ

て
い
き
た
い
。

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
言
葉
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
多

弁
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り

に
く
い
と
い
う
の
が
拳
げ
ら
れ
る
。
そ
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

抽
象
語
の
理
解
の
困
難
さ

で
あ
る
。
抽
象
語
は
、
絵
や
写
真
に
で
き
な
い

言
葉
で
あ
る
。
抽
象
語
の
理
解
が
さ
れ
て
い
な

い
と
、「
ど
ん
な
飲
み
物
が
好
き
で
す
か
」
と

い
っ
た
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
。「
飲
み
物
」

と
い
う
抽
象
語
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
抽
象
語
が
ど
の
程
度
理
解
さ
れ
て

い
る
か
を
見
て
い
る
の
が
W
I
S
C
‒Ⅴ
の
言

語
理
解
指
標
（
Ｖ
Ｃ
Ｉ
）
の
中
の
下
位
検
査
の

一
つ
で
あ
る
「
類
似
」
で
あ
る
。「
類
似
」
と
は

共
通
の
概
念
を
も
つ
二
つ
の
言
葉
を
口
頭

で
示
し
、
ど
の
よ
う
に
似
て
い
る
か
を
答

え
さ
せ
る

課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
は
類
似
概
念
が
育
ち
に
く
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

私
自
身
の
臨
床
経
験
で
も
、
こ
の
よ
う
な
例

が
あ
る
。

「
電
車
と
バ
ス
は
ど
こ
が
似
て
る
？
」
↓
「
四

角
」（
視
覚
的
な
形
状
が
優
先
さ
れ
抽
象
的
な

概
念
が
身
に
付
い
て
い
な
い
。
よ
っ
て
乗
り
物

と
い
う
抽
象
語
が
答
え
ら
れ
な
い
）。

「
電
車
は
線
路
、
バ
ス
は
道
路
」（
類
似
点
を
求

め
ら
れ
て
い
る
の
に
相
違
点
を
答
え
て
し
ま
う
）。

　

類
似
概
念
が
育
っ
て
い
な
い
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
学
習
面
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
。
ま
た
教
師
が
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ

ら
ず
双
方
と
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ

と
も
多
い
。
子
供
は
教
師
の
指
示
に
従
わ
な
い
の

で
は
な
く
、
抽
象
的
な
言
い
回
し
が
理
解
で
き

ず
、
ど
う
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
授
業
中
に
不
意
に
し
ゃ
べ
り
出
す
子

供
に
は
「
静
か
に
し
な
さ
い
」
で
は
な
く
、「
口

を
閉
じ
な
さ
い
」
の
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
具

体
的
な
表
現
で
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
お
し
ゃ
べ
り

を
や
め
た
と
き
は
大
い
に
褒
め
、「
静
か
に
す
る

と
は
口
を
閉
じ
る
こ
と
だ
よ
」
と
教
え
る
の
で

あ
る
。

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ

発
達
障
害
と
W
I
S
C
と
の
関
連
③

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
診
断
に
は
W
I
S
C
‒Ⅴ
の
デ
ー
タ
の
こ
こ
を
見
よ
。

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典

LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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と
び
な
わ
キ
ン
グ
は
高
校
生
も
熱
中
す
る

「
な
わ
と
び
級
表
」
で
、
高
校
生
も
自
主
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
。海え

老び

井い

基も
と

広ひ
ろ

北
海
道
石
狩
翔
陽
高
等
学
校

　

高
校
で
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
顧
問
を
し
て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
に
、
な
わ
跳
び
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
と
び
縄
に
は
、
部
費

で
人
数
分
、「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」

を
購
入
し
た
。

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」
の
良
さ
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一　

な
わ
と
び
級
表
が
付
い
て

い
る
こ
と

二　

グ
リ
ッ
プ
が
長
く
持
ち
や

す
い
こ
と

三　

ロ
ー
プ
の
長
さ
が
調
整
し

や
す
い
こ
と

　

な
わ
と
び
級
表
が
あ
る
こ
と
で
、

高
校
生
が
自
主
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
む
。
上
の
級
を
目
指
し
て
熱
中

す
る
の
だ
。

　

ま
た
、
グ
リ
ッ
プ
が
長
い
こ
と
で
、

持
ち
や
す
く
回
し
や
す
い
。「
と
び

な
わ
キ
ン
グ
」
を
使
っ
て
初
め
て
二

重
跳
び
が
で
き
た
生
徒
も
い
る
。

　

ロ
ー
プ
の
長
さ
が
調
整
し
や
す
い

こ
と
も
魅
力
の
一
つ
だ
。
担
当
し
て

い
る
チ
ー
ム
の
身
長
は
、
一
四
五
㎝

か
ら
一
六
五
㎝
ま
で
と
幅
広
い
。
高

校
生
の
身
長
に
も
、
対
応
で
き
る
優

れ
も
の
で
あ
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！

ど
の
時
期
で
も
使
え
る

「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

教
育
技
術
研
究
所
で
も
注
文
で
き
る
。
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
活
用
可
能
。

橋は
し

本も
と

拓た
く

弥や

栃
木
県
小
山
市
立
小
山
第
一
小
学
校

「
過
年
度
の
学
習
内
容
が
身
に
付
い

て
い
る
か
ど
う
か
」　　
　
　

「
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
で
、
少
し
問
題
演
習
さ
せ
た
い
」

　

支
援
学
級
で
学
習
に
遅
れ
の
あ
る

児
童
に
対
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
教

材
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
、「
あ

か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」
を
教
材
と
し
て

選
ん
で
き
た
。

「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」
に
取
り
組

ま
せ
る
こ
と
で
、
先
の
学
年
の
既
習

事
項
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

通
常
の
問
題
集
よ
り
も
、
ペ
ー
ジ
数

が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
発

達
障
害
の
あ
る
児
童
に
と
っ
て
も
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
。
ま
た
、
解
答
欄

の
字
数
が
決
ま
っ
て
い
た
り
、
ヒ
ン

ト
が
付
い
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
一

ペ
ー
ジ
一
ペ
ー
ジ
が
工
夫
さ
れ
て
い

て
、
支
援
の
必
要
な
児
童
に
も
分
か

り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
保
護
者
か

ら
も
、「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」
に

子
供
が
自
ら
取
り
組
め
て
い
て
安
心

し
た
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
冬
休
み
期
間
中
の
課

題
と
し
て
も
最
適
な
一
冊
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
二
〇
二
四
年
版

の
情
報
は
一
〇
月
頃
に
光
村
の
Ｈ
Ｐ

で
公
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　
「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」
は
、
教

育
技
術
研
究
所
Ｈ
Ｐ
（https://

w
w
w
.tiotoss.jp/

）
か
ら
も
、
光
村

正
進
社
教
材
で
検
索
す
れ
ば
、
注
文

す
る
こ
と
が

で
き
る
。



　チーム対抗で行うが、笑いが巻き起こり学級に一体感が生まれるレクがある。
　それは『お絵描きリレー』である。
【ルール】
　１チーム５人くらい（同じ人数にするとやりやすい）、お題の絵の１パーツ
を１人が描いていく。完成度の高いチームが高得点をもらえる。
準備：１チームにチョーク１本。※黒板をチーム数分に等分する。
説明
①　チームで１人が１つのパーツを描いて、１つの絵を完成させます。
②　 たとえば、ライオン。１人目は「口」。２人目は「目」。３人目は「輪郭

と耳」というように順番で描いていきます。
③　１人の描く時間は、15秒です。
④　完成したら３点満点で得点を付けていきます。
黒板には様々な絵が描かれ、子供たちは大盛り上がりする。

どの子も前に出て、自然と学級が一丸となるお絵描きリレー
共同作業で一体感を生むレク。

群馬県桐生市立南小学校　田
た

中
なか

健
けん

太
た

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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一
九
九
三
年
十
月
、
向
山
氏
は

「
桃
花
片
」
の
授
業
を
公
開
し
た
。

大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
「
桃
太
郎
の

要
約
」
を
は
じ
め
、「
字
数
調
整
の

仕
方
」、「
二
文
を
一
文
に
す
る
要

約
」
な
ど
、
向
山
型
分
析
批
評
Ｂ
型

に
不
可
欠
な
、
様
々
な
要
約
指
導
の

方
法
を
示
し
た
。

向
山
氏
は
「
桃
花
片
」
の
場
面
を

二
五
文
字
程
度
で
要
約
す
る
よ
う
に

指
示
し
て
い
た
。
第
三
段
落
の
要
約

で
は
、
個
別
評
定
の
あ
と
、
一
旦
、

「
熱
心
に
仕
事
に
励
ん
で
い
る
楊
の

体
に
陶
工

の
血
が
流

れ
て
い
る

こ
と
を

知
っ
た
父

親
」
こ
れ

を
書
か
せ
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
で
は
向
山
氏
が
最
初

に
言
っ
た
二
五
文
字
に
な
ら
な
い
。

向
山
氏
は
こ
れ
を
ど
う
削
っ
て
い

く
か
を
子
供
と
一
緒
に
や
っ
て
み
せ
た
。

こ
の
第
三
段
落
の
要
約
で
は
、

①
　
ま
ず
、
字
数
に
こ
だ
わ
ら
ず
に

書
く

②
　
一
度
書
い
て
か
ら
言
葉
を
削
る

こ
と
を
子
供
た
ち
に
教
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
同
じ
に
な
る
。

「
熱
心
に
仕
事
す
る
楊
に
陶
工
の
血

が
流
れ
て
い
る
事
を
知
っ
た
父
」

こ
こ
は
時
間
を
か
け
る
、
こ
こ
は

や
り
方
を
教
え
て
子
供
に
イ
ン
プ
ッ

ト
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
授
業
の

中
で
は
軽
重
を
付
け
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
に
自
分
で
考
え

る
力
を
段
階
的
に
付
け
て
い
く
の
だ
。

動画

すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

　デジタル連動

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

向
山
学
級
六
年
国
語
「
桃
花
片
」
の
授
業

映
像
全
集
第
四
巻
「
言
葉
を
追
究
す
る
国
語
指
導
」
か
ら

向
山
氏
の
要
約
指
導
を
学
ぶ
。

三み

浦う
ら

宏ひ
ろ

和か
ず

東
京
都
足
立
区
立
島
根
小
学
校

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

第三段落の要約の答えを
あらかじめ書いておいた
ものを読ませる向山氏



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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私の「TOSS-SNS」活用法
Facebook、Ｘ、インスタグラムにはない魅力。

東京都杉並区立東田小学校 原
はら

順
じゅん

子
こ

教師のための教師によ
る会員制オンラインコミュ
ニティ「TOSS-SNS」には、
Facebook、Ｘやインスタ
グラムにはない魅力があ
る。私の主な活用法には
次の３つが拳げられる。

①　全国の教育情報がリ
アルな形で読める
　全国の教育実践家の先
生方が学校や教室で行っ
ている具体的な取組を知ることができる。また行事指導、授業の方法や教室掲示なども写真や
動画付きで学ぶことができる。例えば「４年生担任」や単元名などで検索して、同じ学年を担
任している先生の実践や授業を自分のクラスに応用することもできるのが魅力だ。

②　学びのアウトプットの場として活用
TOSS-SNSで、自分の学びや経験を発信することで、学びの定着にもつながる。文章力の向

上や論理的な思考の訓練にもなり、日々の教育活動においても役立つスキルが磨かれる。自分
の発信に全国の先生からアドバイスをいただけることもありがたい。

③　同じ志を持つ教師とのネットワーク
全国の志を同じくする教師たちとつながることで、教育に関する議論や情報交換ができる。

TOSSサークルに所属している教師限定の会員制サイトなので、仕事上での疑問や悩みなども
安心して発信できる。これもFacebookやＸにはない魅力の１つである。

【今月のコンテンツ】
TOSS-SNS （教師
のための教師によ
る会員制オンライ
ンコミュニティ）

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

※TOSS-SNSは教師の学びと交流の場として広く活用されている。
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自
分
た
ち
で
競
い
合
い
、
ど
ん
ど
ん

解
い
て
い
く
。

「
や
っ
ぱ
り
友
達
の
問
題
は
、
先
生

問
題
を
解
く
よ
り
も
楽
し
い
!!
」
と

児
童
に
人
気
で
あ
る
。※Wordwall

四  

Ａ
Ｉ
・
問
題
作
り
で
も
活
用

可
能

Ａ
Ｉ
に
教
科
書
の
ス
キ
ャ
ン
を
送

り
、「
四
択
問
題
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
ま
た
「
表
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
お
願
い
す
る
と
、
そ
の
ま
ま

W
ordw

all

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

覚
え
さ
せ
た
い
内
容
を
、
よ
り
短

い
時
間
で
児
童
に
効
率
的
に
教
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
自
分
で
選
択

し
、
学
習
す
る
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
も
で
き
る
。

ム
を
自
分
で
作
り
出
せ
て
し
ま
う
サ

イ
ト
で
あ
る
。
無
料
版
で
も
五
つ
作

る
こ
と
が
で
き
、
上
書
き
す
れ
ば
何

度
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
題
を
作
る
際
に
先
ほ
ど
の
ス
プ

レ
ッ
ド
シ
ー
ト
か
ら
、
コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト
す
れ
ば
、
一
瞬
で
問
題
が

転
記
さ
れ
る
。

一
時
間
の
授
業
の
う
ち
に
児
童
に

問
題
を
作
ら
せ
、
そ
の
場
で
ゲ
ー
ム

に
し
て
送
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

※Wordwallの問題入力画面

三  W
ordw

all

で

ラ
ン
キ
ン
グ
を
競
う

友
達
の
問
題
が
ゲ
ー
ム
に
な
り
、

解
い
た
速
さ
や
正
答
率
で
順
位
が
付

く
。
リ
ン
ク
を
送
っ
て
お
く
こ
と
で

子
供
は
、
友
達
が
作
っ
た
問
題
が

好
き
で
あ
る
。
学
習
が
終
わ
っ
た
後

は
問
題
作
り
を
さ
せ
て
、
友
達
と
解

き
合
う
。
そ
れ
だ
け
で
熱
中
す
る
。

一
人
一
台
端
末
が
始
ま
り
、
更
に

面
白
く
、
効
果
的
に
な
っ
た
。

一  

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
等
で

問
題
作
り

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
、
ま
た
は

Form
s

に
送
る
等
し
て
、
問
題
作
り

を
さ
せ
る
。

四
択
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

カ
フ
ー
ト
な
ど
に
も
後
ほ
ど
応
用
し

や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

※ 消防署見学の後に、４択の問題作りをスプレッ
ドシートに書き込んだもの。

二  W
ordw

all

で

問
題
を
作
る

W
ordw

all

※
は
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー

Wordwallで、子
供が作った問題
を一瞬でゲーム
化する
自身でクイズを作ること
で学びが定着する。さら
にゲーム化することで、
友達の問題を解き、どん
どん覚えていく。この過
程で、教師の手間はほと
んどいらない。

岡山県井原市立木之子小学校

岡
おか

孝
たか

直
なお

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

※https://w
ordw

all.net/ja
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喜
ば
せ
た
い
、
〇
〇
の
た
め
に
」
と

よ
く
口
に
す
る
。

　

多
く
の
ク
ラ
ス
で
、
様
々
な
場
面

に
お
い
て
目
標
を
考
え
さ
せ
る
と
思

う
。
こ
の
時
に
、

「
そ
の
目
標
っ
て
誰
を
喜
ば
せ

た
い
の
？
」

「
誰
が
喜
ぶ
か
な
ー
？
」

と
聞
い
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ

な
い
。
運
動
会
で
も
「
親
を
喜
ば
せ

た
い
」
と
言
う
子
は
、
練
習
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
先
生
う
れ
し
い
な
ー
」
と
い
う
言

葉
も
、
子
供
に
届
く
言
葉
で
あ
る
と
、

以
前
教
え
て
も
ら
っ
た
。
つ
ま
り
、

「
先
生
を
喜
ば
せ
た
い
」
と
い
う
志

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
「
喜
ば
せ
た
い
」
が
、
自
分

の
中
の
ワ
ク
ワ
ク
や
感
謝
に
つ
な

が
っ
て
い
く
気
が
す
る
。
こ
の
よ
う

な
喜
ば
せ
る
経
験
が
、
将
来
、
自
分

の
夢
や
目
標
を
叶
え
る
こ
と
に
、
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

と
問
い
か
け
る
と
、

「
一
〇
〇
点
を
取
る
た
め
に
…
…
」

「
試
合
に
勝
つ
た
め
に
…
…
」

と
、
答
え
る
子
が
い
る
。

　

別
に
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

し
か
し
、「
志
」
は
、「
誰
を
喜
ば
せ

た
い
か
」
と
い
う
視
点
が
あ
っ
た
方

が
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

自
分
の
た
め
に
だ
け
で
は
、

全
力
を
尽
く
し
て
も
１
０
０
の

力
し
か
出
な
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
算
出
量
が
限

定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
誰
か
を
喜
ば
せ
た

い
時
、
僕
ら
は
２
０
０
、
３
０

０
、
１
０
０
０
、
１
０
０
０
０

と
無
限
に
力
が
湧
き
上
が
る
。

（
前
掲
書
一
八
〇
ペ
ー
ジ
）

　

甲
子
園
出
場
を
果
た
し
た
高
校
生

に
「
何
の
た
め
に
甲
子
園
に
行
き
た

い
？
」
と
聞
く
と
、多
く
の
子
が
「
家

族
を
喜
ば
せ
た
い
か
ら
」
と
答
え
る

そ
う
だ
。
こ
れ
が
志
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
も
「
〇
〇
を

１　

あ
な
た
の
「
志
」
っ
て
？

あ
な
た
の
夢
っ
て
何
で
す
か
？

あ
な
た
の
志
っ
て
何
で
す
か
？

と
聞
か
れ
た
ら
、
何
と
答
え
る
か
？

　

そ
も
そ
も
夢
と
志
の
違
い
と
は
？

　

大
嶋
啓
介
氏
と
ひ
す
い
こ
た
ろ
う

氏
の
『
前
祝
い
の
法
則
』（
フ
ォ
レ

ス
ト
出
版
）
と
い
う
本
の
中
で
、
こ

の
二
つ
の
違
い
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
た
。

　

何
を
目
指
す
か
が
「
夢
」
だ

と
す
る
な
ら
何
の
た
め
に
そ
れ

を
す
る
の
か
が
「
志
」

　

例
え
ば
、

１　

あ
な
た
の
「
志
」
っ
て
？

　

甲
子
園
を
目
指
す
こ
と
が

「
夢
」
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

「
誰
を
喜
ば
せ
た
く
て
、
そ
の

願
い
を
叶
え
た
い
の
か
？
」

が
「
志
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
分
か
り
や
す
い
言
葉
に
す

る
と
、

　

誰
を
喜
ば
せ
た
く
て
、
そ
の

夢
を
叶
え
た
い
の
か
？

　

こ
の
考
え
方
が
ス
ッ
と
私
は
心
に

落
ち
た
。

　

夢
や
目
的
、
目
標
を
子
供
た
ち
に

指
導
す
る
と
き
に
、

「
そ
れ
っ
て
何
の
た
め
に
？
」

夢や目標には
「志」が必要

「志」って何？　を子供たちに
教える。

群馬県太田市立沢野小学校

松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える
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こ
の
よ
う
に
、
書
き
込
ん
で
い
く

こ
と
で
、
手
軽
に
、
ア
イ
デ
ア
を
可

視
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

４　

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
化
す
る

　

学
期
末
や
年
度
末
。
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
仕
事
は
多
い
。
確
実
に

行
う
た
め
に
、
や
る
べ
き
こ
と
を
打

ち
込
み
、
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
化
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
見
え
る

化
が
で
き
た
。「
引
き
継
ぎ
」「
教
室
」

「
ク
ラ
ス
編
成
」
な
ど
カ
テ
ゴ
ラ
イ

ズ
を
し
、
仕
事
を
書
き
出
し
た
。

　

有
料
版
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
タ
ス
ク
機
能
な
ど
も
付
く
。
た
だ
、

無
料
版
で
も
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
は
作

成
で
き
る
。
お
す
す
め
で
あ
る
。

４　

Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
リ
ス
ト
化
す
る

生
徒
指
導
」
で
あ
っ
た
。
中
央
に

テ
ー
マ
を
書
く
。
そ
し
て
、「
児
童

理
解
」
と
「
生
徒
指
導
」
に
枝
を
分

け
る
。

●
生
徒
指
導
に
は
、「
積
極
的
指
導
」

と
「
消
極
的
指
導
」
が
あ
る
。

●
生
徒
指
導
提
要
に
、「
自
己
指
導

能
力
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
思
い
付
く

こ
と
を
書
き
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ

が
左
の
図
で
あ
る
。

１　

は
じ
め
に

「M
ind N

ode

」
は
、

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
ア
プ
リ
。

iPhone

やiPad

、M
ac

で
利
用
可
能

で
あ
る
。

　

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
中
心
と

な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
関
連
す
る
言

葉
や
イ
メ
ー
ジ
を
つ
な
い
で
い
っ
た

放
射
状
の
図
の
こ
と
。

２　
「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
」の
良
さ

　

ア
イ
デ
ア
出
し
や
考
え
の
整
理
な

ど
に
有
効
で
あ
る
。
頭
の
中
で
考
え

て
い
る
だ
け
だ
と
、
考
え
が
ま
と
ま

１　

は
じ
め
に

２　
「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
」の
良
さ

ら
ず
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
と
り
あ
え

ず
思
い
付
い
た
こ
と
を
打
ち
込
む
こ

と
で
、
考
え
が
整
理
さ
れ
る
。

M
ind N

ode
は
思
考
の
枝
を
い
く
ら

で
も
増
や
せ
る
し
、
伸
ば
す
こ
と
も

で
き
る
。
私
の
場
合
は
、
校
内
で
の

講
話
の
ア
イ
デ
ア
や
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
リ
ス

ト
な
ど
に
活
用
し
た
。

３　

ア
イ
デ
ア
を
可
視
化
す
る

　

生
徒
指
導
主
任
と
し
て
、
教
育
実

習
生
に
対
し
て
、
講
話
を
す
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
そ
の
講
話
で
話
す
内
容

を
整
理
す
る
こ
と
に
活
用
し
た
。

　

講
話
の
テ
ー
マ
が
「
児
童
理
解
と

３　

ア
イ
デ
ア
を
可
視
化
す
る

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

考えの整理に
有効！
「Mind Node」

マインドマップを作成！
自分の考えを深堀りし、
手軽に、素早くアイデア
を可視化！
TODOリストにも！

群馬県伊勢崎市立広瀬小学校

岩
いわ

上
かみ

和
かず

生
き

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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③
　
予
想
外
の
発
言
に
も
「
褒
め

る
」「
切
り
返
す
」
な
ど
適
切
に

対
応
で
き
る

　

自
分
が
最
も
苦
手
な
の
が
「
対

応
」
で
あ
る
。
予
想
外
の
発
言
に
対

し
て
は
、
ま
ず
「
驚
く
」
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
。

　

国
語
で
「
な
か
ま
の
こ
と
ば
あ
つ

め
」
の
授
業
を
し
た
時
に
、
子
供
た

ち
に
果
物
の
名
前
を
発
表
さ
せ
て

い
っ
た
。
Ａ
く
ん
は
、「
キ
ャ
ベ

ツ
！
」
と
答
え
た
。
自
分
の
中
で
は
、

果
物
を
間
違
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
予
想
外
の

答
え
だ
っ
た
。
他
の
子
も
「
え
？
」

と
い
う
表
情
で
あ
る
。
そ
こ
で

「
え
！　

す
ご
い
！　

キ
ャ
ベ
ツ
っ
て

野
菜
の
名
前
な
ん
だ
け
ど
、
Ａ
く
ん

は
野
菜
の
名
前
も
知
っ
て
る
ん
だ
！　

先
生
、
び
っ
く
り
し
ち
ゃ
っ
た
」
と

返
し
た
。
Ａ
く
ん
も
う
れ
し
そ
う
な

様
子
で
あ
っ
た
し
、
他
の
子
供
た
ち

も
「
Ａ
く
ん
、
す
ご
い
！
」
と
教
室

が
楽
し
い
雰
囲
気
に
な
っ
た
。
対
応

一
つ
で
授
業
の
雰
囲
気
が
変
わ
る
。

同
士
で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

後
の
授
業
の
時
で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル

対
応
に
追
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
つ
い

笑
顔
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
後
こ
そ
、「
よ
し
、
楽

し
く
勉
強
し
よ
う
！
」
と
、
い
つ
も

よ
り
も
明
る
く
振
る
舞
う
よ
う
に
し

て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
子
供
た

ち
も
安
心
す
る
。

②
　
笑
顔
を
最
後
ま
で
維
持
し
て
い
る

　

授
業
を
笑
顔
で
始
め
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
笑
顔
を
維
持
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
自
分
の
笑
顔
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
一
番
よ
い
方
法
は
、
ビ
デ
オ

を
撮
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
ビ
デ

オ
を
撮
っ
て
み
る
と
、
自
分
が
思
っ

て
い
た
よ
り
も
笑
顔
が
少
な
く
て
驚

い
た
こ
と
が
あ
る
。
教
室
を
撮
影
す

る
の
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
自
分

が
一
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
し
て
い

る
の
が
子
供
の
雰
囲
気
で
あ
る
。
何

と
な
く
子
供
の
雰
囲
気
が
ど
ん
よ
り

と
し
て
い
る
な
と
感
じ
た
と
き
は
、

「
自
分
に
笑
顔
が
足
り
な
い
の
で

は
」
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

何
と
な
く
「
ク
ラ
ス
が
落
ち
着
か

な
い
な
」「
子
供
た
ち
に
指
示
が
通

り
に
く
い
な
」
と
感
じ
る
時
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
〝
ち
ょ
っ
と
し
ん
ど
い

時
〞
に
最
も
意
識
し
て
い
る
の
は
、

Ｄ
表
の
評
価
項
目
の
「
３　

あ
た
た

か
な
表
情
、
対
応
」
で
あ
る
。
笑
顔

を
意
識
す
る
と
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
が

ぐ
っ
と
変
わ
る
。
そ
し
て
、
対
応
を

工
夫
す
る
こ
と
で
授
業
の
雰
囲
気
を

楽
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
授
業
を
笑
顔
で
始
め
て
い
る

　

笑
顔
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
自

分
自
身
が
実
感
し
た
の
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
語
学
の
講
座
を
受
講
し
た
時

だ
っ
た
。
Ａ
先
生
は
、
い
つ
も
笑
顔

で
に
こ
に
こ
と
し
て
い
る
先
生
だ
っ
た
。

も
う
一
人
の
Ｂ
先
生
は
、
あ
ま
り
笑

顔
が
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
無

表
情
な
先
生
だ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
先

生
も
講
座
の
内
容
は
分
か
り
や
す

か
っ
た
し
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
。
明
確
に
違
っ
た
の
が
「
安

心
感
」
で
あ
る
。
先
生
に
笑
顔
が
な

い
と
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
、

と
て
も
不
安
を
感
じ
る
。
教
室
の
子

供
た
ち
も
、
き
っ
と
同
様
で
あ
る
。

先
生
が
笑
顔
と
い
う
だ
け
で
安
心
感

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

笑
顔
で
授
業
を
始
め
て
い
る
つ
も

り
で
も
、
で
き
て
い
な
い
時
が
あ
る
。

自
分
の
場
合
は
、
休
み
時
間
に
子
供

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

しんどい時こそ
「あたたかな表情と

対応」

笑顔で安心感をつくり、対応
で楽しさをつくる。

大阪府寝屋川市立南小学校

南
みなみ

舞
ま

衣
い
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T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

学
級
通
信
に
載
せ
る
写
真
を
ス
マ
ホ
で

撮
影
し
て
も
よ
い
の
か

学
級
通
信
に
載
せ
る
た
め
に
子

供
の
様
子
を
自
分
の
ス
マ
ホ
で
写
真

に
撮
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
の
許
可
は

年
度
当
初
に
保
護
者
に
書
面
で
確

認
し
て
い
ま
す
が
、
教
師
個
人
の
ス

マ
ホ
で
撮
影
す
る
の
は
だ
め
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
撮
影
に
当
た
っ
て
個
人
の
ス
マ

ホ
を
使
用
す
る
こ
と
自
体
は
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
必
ず
し
も
悪
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
個
人
の
ス
マ
ホ
で
撮

影
し
た
場
合
、
学
校
全
体
と
し
て
で
は

な
く
、
ス
マ
ホ
の
所
有
者
で
あ
る
教
師

個
人
が
そ
の
個
人
情
報
を
適
切
に
管
理

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
義
務
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
間
違
っ
て
自
分
の
家
族
な
ど
学
校
外

の
人
に
送
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ウ
ド
上
の
サ
ー
バ
ー
も
第

三
者
か
ら
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
故
意
で
な
く
て
も
、

不
注
意
で
第
三
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
で
撮
影
す
る
の
は
、
緊
急
以

外
は
や
め
て
お
い
た
方
が
い
い
で
し
ょ

う
。
簡
易
な
も
の
で
も
い
い
の
で
、
カ

メ
ラ
を
使
っ
た
方
が
、
不
注
意
の
ミ
ス

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
ス
マ
ホ
で
の
撮
影
を
管
理
職
か

ら
「
駄
目
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
撮
影
し
て
い
る
と
、
職

務
命
令
違
反
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

や
め
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

転
勤
一
年
目
で
す
。
対
応
の
難

し
い
保
護
者
の
い
る
ク
ラ
ス
を
担

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保

護
者
か
ら
責
め
ら
れ
て
も
、
校
長

は
「
あ
な
た
の
対
応
が
悪
い
か
ら

だ
」
と
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
保

護
者
と
も
管
理
職
と
も
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
の
で
転
勤
し
た
い
の

で
す
が
、
一
年
で
の
転
勤
は
で
き
な

い
と
聞
い
た
の
で
、
辞
め
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

子
供
の
表
情
や
容
姿
も
含
め
た
も
の

が
個
人
情
報
に
な
り
ま
す
。
こ
の
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
お
り
、
撮
影
に

当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
に

承
諾
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
書
面
を
も
ら
っ
て
い
な
い
学
校
が

あ
れ
ば
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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ち
ょ
っ
と
し
た
ズ
ル
や
ご
ま
か
し
を
見
過
ご

す
。
さ
さ
い
な
こ
と
だ
と
見
逃
す
。「
こ
の
先

生
に
は
バ
レ
て
い
な
い
」「
こ
の
先
生
は
何
も

言
わ
な
い
」
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
学
級
は
乱

れ
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
だ
か
ら
、
見
過
ご
し
て

し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、
一
人
の
生
徒
の
人
格

形
成
に
と
っ
て
重
要
な
場
面
だ
。
見
過
ご
し
て

は
い
け
な
い
。
そ
の
場
で
生
徒
を
呼
ん
で
、

「
先
生
は
知
っ
て
い
る
」
こ
と
を
生
徒
に
知
ら

せ
る
。
向
山
洋
一
氏
が
小
一
担
任
の
頃
、
給
食

の
時
間
、
配
膳
台
の
汚
れ
を
指
摘
し
た
後
に
、

わ
ざ
と
別
の
仕
事
を
行
っ
た
児
童
が
い
た
。
向

山
氏
は
見
逃
さ
ず
そ
の
児
童
を
呼
ん
で
、
こ
う

聞
い
た
。

「
ど
う
し
て
配
膳
台
を
し
な
か
っ
た
の
？
」

そ
れ
に
対
し
て
、
児
童
は
こ
う
言
っ
た
。

「
片
付
け
ま
し
た
」

冒
頭
の
掃
除
の
場
面
に
戻
っ
て
も
、
同
様
の

答
え
が
生
徒
か
ら
返
っ
て
き
そ
う
だ
。
多
く
の

場
合
、
こ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

向
山
氏
は
違
う
。
次
を
伝
え
た
。

「
先
生
は
、
〇
〇
に
も
配
膳
台
を
や
っ
て

ほ
し
か
っ
た
ん
だ
よ
」

児
童
に
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
願

い
を
込
め
て
、
望
ま
し
い
行
動
を
教
え
て
い
る
。

ど
ん
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
っ
た
の
か
ま
で
は
文

字
で
は
不
明
だ
が
、
優
し
く
愛
情
に
包
ま
れ
た

一
言
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
叱
ら
ず
、
媚
び
ず
、

温
か
な
対
応
は
、
中
学
生
に
も
通
用
す
る
。

私
は
こ
の
向
山
実
践
を
メ
ル
マ
ガ
配
信
サ
ー

ビ
ス
「
谷
和
樹
の
教
育
新
宝
島
」
で
知
っ
た
。

教
科
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
生
へ
の
対
応
に

関
し
て
も
学
び
の
宝
庫
で
あ
る
。
購
読
を
強
く

お
薦
め
し
た
い
。

　
こ
ん
な
と
き
、
ど
う
す
る

　
掃
除
の
時
間
の
終
わ
り
を
知
ら
せ
る
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
っ
た
。
当
番
が
、
用
具
を
片
付

け
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
床
を
見

る
と
、
集
め
た
ゴ
ミ
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
。

「
当
番
さ
ん
、
ゴ
ミ
が
床
に
残
っ
た
ま
ま

で
す
」
と
教
師
は
伝
え
た
。
反
応
し
て
ゴ

ミ
を
集
め
に
き
た
子
が
い
る
一
方
で
、
ゴ

ミ
集
め
を
避
け
る
よ
う
に
窓
を
閉
め
る
子

の
手
伝
い
を
す
る
子
が
い
た
。

　
聞
こ
え
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
指
示
に

従
わ
ず
、
別
の
こ
と
を
や
っ
て
ご
ま
か
し

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
気
に
な
っ
た
が
、

床
は
キ
レ
イ
に
な
っ
た
。
急
が
な
い
と
次

の
活
動
に
遅
れ
て
し
ま
う
。

　
ゴ
ミ
を
集
め
た
子
を
褒
め
た
が
、
気
に

な
っ
た
子
に
は
何
も
言
わ
ず
に
そ
の
場
を

離
れ
た
。

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

愛
知
県
大
府
市
立
大
府
西
中
学
校

辻つ
じ

拓た
く

也や

さ
さ
い
な
「
サ
ボ
り
」「
ズ
ル
」「
ご
ま
か
し
」
を

見
逃
さ
な
い

叱
る
の
で
は
な
く
、
見
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
あ
る
べ
き
言
動
を

教
え
る
。
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翌
年
度
の
教
育
課
程
編
成
に
は
、
秋
口
に
着
手
す
る

「
全
員
一
律
を
減
ら
し
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を
増
や
す
」
を
改
革
の
中
心
に
据
え
た
、「
来
る
価
値
の

あ
る
学
校
づ
く
り
」。
管
理
職
や
教
務
主
任
で
な
く
と
も
、
教
育
課
程
編
成
に
積
極
的
に
携
わ
っ

て
い
く
。
そ
れ
も
ま
た
職
務
の
う
ち
で
あ
る
。

　

あ
る
年
の
九
月
末
、
私
は
翌
年
度
に
向
け
た

改
善
提
案
を
ま
と
め
始
め
て
い
た
。

１
．
来
る
価
値
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
更
に
推

し
進
め
る

　

ま
ず
い
料
理
を
出
す
店
に
は
、
客
が
い
な
く

な
る
。
「
う
ち
の
店
に
客
が
来
な
い
の
は
、
客

の
舌
が
お
か
し
い
か
ら
だ
」「
客
や
保
護
者
、

地
域
が
馬
鹿
な
の
だ
」。
い
か
に
お
か
し
い
こ

と
を
言
っ
て
い
る
か
、
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
教
員
も
ま
た
同
じ
こ
と
を
言
い
が
ち
で

あ
る
。
学
校
の
教
育
的
魅
力
と
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
数
は
間
違
い
な
く
反
比
例
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
だ
。

　

中
核
的
な
改
革
と
し
て
、
学
校
課
題
た
る

「
学
力
の
低
さ
」「
不
登
校
の
多
さ
」
の
克
服
に

結
び
つ
か
な
い
活
動
は
精
査
し
、
削
減
す
る
。

　

個
々
人
の
成
長
と
学
級
集
団
形
成
と
を
実
現

す
る
行
事
運
営
な
ら
ば
、
課
題
を
克
服
す
る
う

え
で
大
い
な
る
価
値
が
あ
る
。
勝
利
至
上
主
義

や
理
不
尽
か
つ
横
暴
な
指
導
の
撤
廃
を
は
じ
め
、

教
師
の
関
わ
り
方
の
改
善
も
不
可
欠
で
あ
る
。

２
．
特
別
支
援
教
育
を
「
至
極
当
然
の
教
育
」

と
す
る

　

い
っ
た
い
何
年
間
「
特
別
」
と
言
え
ば
気
が

済
む
の
か
。
特
別
で
は
な
い
。
当
た
り
前
、
で

あ
る
。
呼
吸
を
す
る
が
ご
と
く
、
全
職
員
が
実

践
す
べ
き
教
育
活
動
で
あ
る
。

３
．
地
域
人
材
を
更
に
活
用
す
る

　

小
中
連
携
、
中
高
連
携
に
続
き
、
中
大
連
携

（
一
日
大
学
生
体
験
）
を
も
実
現
し
た
。
長
谷

川
の
従
妹
が
立
ち
上
げ
た
団
体
※
と
の
連
携
で
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
行
う
性
教
育
も
実
現

し
た
。
卒
業
生
の
税
理
士
と
の
繋
が
り
を
生
か

し
、
デ
ィ
ー
プ
な
租
税
教
室
も
実
現
し
た
。
震

災
被
災
地
で
復
興
支
援
に
尽
力
し
た
歯
科
医
を

招
い
て
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
も
執
り
行
っ

た
。
こ
の
流
れ
を
更
に
加
速
さ
せ
る
。

４
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
最
適
化
す
る

　

目
の
前
の
児
童
生
徒
の
利
益
に
直
結
す
る
活

動
に
限
定
す
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
を
な
く
す
。

会
議
も
三
分
の
一
に
す
る
。
外
部
機
関
へ
の
所

属
も
止
め
る
。
夜
間
や
休
日
に
会
議
を
す
る
場

合
は
体
育
館
の
会
議
室
を
使
う
も
の
と
す
る
。

教
師
が
鍵
の
開
閉
を
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。

５
．
部
活
動
ご
と
に
生
徒
を
動
か
す
旧
文
化
を

駆
逐
す
る

　

部
活
動
全
入
時
代
は
と
う
の
昔
に
終
わ
り
を

告
げ
た
。
ど
の
学
校
で
も
年
々
入
部
し
な
い
生
徒

が
増
え
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
事
等

の
準
備
で
部
活
動
ご
と
に
生
徒
を
動
か
し
た
り
、

全
校
生
徒
が
集
う
場
で
部
活
動
メ
イ
ン
の
取
組

が
あ
っ
た
り
す
る
。「
今
ま
で
ど
お
り
」
の
思

考
停
止
状
態
は
打
破
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

一
教
師
で
あ
れ
、
で
き
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校

※
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
の
会
。
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意
味
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、「
目
的
と
手
段
が
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
」
こ
と
を
、
小
学
生
に

も
分
か
る
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

〈
手
段
〉
三
〇
回
書
く

こ
れ
が
目
的
化
し
て
い
る
。

だ
か
ら
意
味
が
な
い
。

本
来
の
目
的
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

〈
目
的
〉
漢
字
を
覚
え
る

こ
れ
が
大
切
だ
、
と
い
う
こ
と
を

明
確
に
、
か
つ
シ
ン
プ
ル
に
述
べ
て

る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
向
山
氏
は
「
個
人
差
」

に
言
及
す
る
。

（
つ
づ
く
）

な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し

た
の
で
は
な
い
。
向
山
氏
の
頭
の
中

に
あ
る
内
容
を
そ
の
場
で
、
い
わ
ば

話
し
な
が
ら
組
み
立
て
る

と
い
う
感
じ
だ
と
思
う
。

趣
意
説
明
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に

始
ま
る
。

こ
う
い
う
練
習
は
ほ
と
ん
ど
意
味

が
な
い
の
で
す
。
と
に
か
く
30
を

書
い
ち
ゃ
え
と
い
う
こ
と
だ
か
ら

で
す
。
大
切
な
こ
と
は
漢
字
を
覚

え
る
こ
と
で
す
。

「
こ
う
い
う
練
習
」
と
い
う
の
は
も

ち
ろ
ん
、
前
回
紹
介
し
た

「
初
め
は
〈
へ
ん
〉
だ
け
書
い
て
、

次
は
〈
つ
く
り
〉
だ
け
書
く
」

よ
う
な
練
習
の
こ
と
だ
。
板
書
も
し

て
あ
る
。
そ
の
板
書
を
指
し
示
し
な

が
ら
言
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
冒
頭
で
は
、
端
的
に
結
論
を

述
べ
て
い
る
。

【
向
山
洋
一
の
趣
意
説
明
集
】
５

⑤
「
漢
字
の
練
習
回
数
」
を
教
え
る

前
号
の
続
き
で
あ
る
。

「
漢
字
の
練
習
回
数
」
に
つ
い
て
の

向
山
氏
の
趣
意
説
明
で
あ
る
。

向
山
氏
の
学
級
通
信
『
ア
チ
ャ

ラ
』
に
出
て
い
る
。

『
ア
チ
ャ
ラ
は
、』
今
で
も
「
教
育

技
術
研
究
所
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

販
売
さ
れ
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方

は
参
照
さ
れ
た
い
。

【
Ｄ
Ｌ
版
】
向
山
洋
一
年
齢
別
実

践
記
録
集　

第
二
〇
巻　

完
全
原

本
・
幻
の
「
学
級
通
信
ア
チ
ャ
ラ
」

さ
て
、
こ
の
趣
意
説
明
は
長
い
。

向
山
氏
の
趣
意
説
明
は
通
常
短
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
長
い
。

ゆ
っ
く
り
説
明
す
る
必
要
を
感
じ

たか
ら
だ
。

つ
ま
り
、
前
号
で
触
れ
た
通
り
、

組
み
立
て
た
趣
意
説
明

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（10）

漢字を覚える時に何回書けばい
いのか。それはもちろん「覚え
るまで」である。しかし、そう
言っても子供たちには伝わらな
い。「一行程度」と言えば機械
的に一行書いてしまう。この場
面でどう趣意説明するのか。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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向
山
洋
一
氏
の
教
育
資
料
は
段
ボ
ー
ル
七
千

箱
に
及
ぶ
。
そ
の
一
部
が
教
育
技
術
研
究
所
四

階
の
向
山
洋
一
資
料
室
に
あ
る
。

　

学
級
通
信
、
直
筆
原
稿
、
教
材
研
究
フ
ァ
イ

ル
、
ノ
ー
ト
。
正
に
宝
の
山
で
あ
る
。

　

そ
の
資
料
に
つ
い
て
、
週
に
一
度
、
谷
和
樹

氏
の
解
説
が
加
わ
り
「
谷
和
樹
の
教
育
新
宝

島
」
と
し
て
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
配
信
さ
れ
て

い
る
。

　

二
〇
二
四
年
七
月
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
購
読

者
限
定
で
、「
向
山
洋
一
資
料
室
」
閲
覧
会
が

企
画
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
一
〇
名
ご
と
の
五
グ
ル
ー
プ
。

　

見
学
時
間
は
一
時
間
弱
。

　

四
階
に
案
内
さ
れ
る
。
資
料
の
配
置
、
扱
い

方
に
つ
い
て
短
く
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
。

　

資
料
は
映
像
・
音
声
・
本
・
直
筆
原
稿
・
学

級
通
信
な
ど
に
分
け
ら
れ
、
五
つ
の
部
屋
に
置

か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
つ
の
部
屋
の
資
料

を
手
に
取
っ
て
か
ま
わ
な
い
。「
個
人
研
究
用

の
み
」
と
い
う
約
束
の
も
と
、
写
真
撮
影
が
許

可
さ
れ
た
。

「
で
は
、
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
」

　

各
々
が
見
た
い
資
料
を
手
に
取
り
、
開
き
、

写
真
に
撮
る
。

　

二
〇
分
ほ
ど
静
か
な
時
間
が
過
ぎ
る
。

　

折
を
見
て
、向
山
氏
の
膨
大
な
資
料
を
分
類
・

整
理
し
て
い
る
井
上
好
文
氏
か
ら
「
お
す
す
め

資
料
」
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
が
入
る
。

「
こ
の
資
料
は
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
」

「（
参
加
者
の
）
〇
〇
さ
ん
に
は
、
こ
の
資
料

を
見
て
ほ
し
い
」

「
一
九
八
五
年
の
こ
の
資
料
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

が
、
こ
ち
ら
の
資
料
群
に
あ
り
ま
す
」

　

自
分
が
気
に
な
る
資
料
を
手
に
取
り
な
が
ら
、

他
の
人
が
何
を
見
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
貴
重

な
資
料
な
の
か
が
気
に
な
る
。

　

終
了
一
〇
分
前
、「
時
間
が
足
り
な
い
」
と

参
加
者
か
ら
声
が
漏
れ
る
。

　

一
時
間
、
た
だ
紙
を
め
く
り
、
写
真
に
収
め

て
い
た
。
な
の
に
、
不
思
議
な
疲
労
感
と
満
足

感
に
浸
る
。

　

テ
レ
ビ
や
映
像
と
、
実
際
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
異
な
る
よ
う
に
、
本
に
な
る

前
の
向
山
氏
の
直
筆
原
稿
や
ノ
ー
ト
か
ら
、
本

と
は
異
な
る
ラ
イ
ブ
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
向
山
洋
一
氏
は
し
て
い

た
の
か
」
と
い
う
、
自
分
と
の
圧
倒
的
な
差
を

改
め
て
感
じ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
努
力
で
き
る
こ
と
を
知
る
。

　

そ
ん
な
ツ
ア
ー
が
再
び
十
二
月
に
開
催
さ
れ

る
。
チ
ャ
ン
ス
の
女
神
に
は
前
髪
し
か
な
い
。

ぜ
ひ
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
。

　

向
山
洋
一
氏
の
教
育
資
料
を
そ
の
目
で
見
る

向
山
洋
一
氏
の
膨
大
な
教
育
資
料
を
直
接
目
に
し
、
本
に
な
る
前
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
向
山
洋

一
資
料
室
閲
覧
会
」
で
、
圧
倒
的
な
差
を
改
め
て
感
じ
た
。

神
奈
川
県
横
浜
市
立
み
な
と
総
合
高
等
学
校

佐さ
 と
う藤
泰や

す
 ひ
ろ弘

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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ど
う
し
て
学
校
の
勉
強
は
つ
ま
ら
な
い
の
だ
ろ

う
。
ど
う
し
て
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
何
が
原
因
な
の
か
。

四
〇
年
前
に
抱
い
た
疑
問
だ
っ
た
。
し
か
し
学

校
は
以
前
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

　

著
者
は
歴
史
を
遡
り
、
冒
険
の
書
の
探
索
を
始

め
た
。

　

能
力
と
い
う
信
仰
も
才
能
と
い
う
迷
信
も
、
結

局
は
人
に
対
す
る
評
価
の
話
だ
。

　

こ
の
二
つ
は
人
か
ら
や
る
気
と
自
信
を
奪
っ
て

し
ま
う
。

　

そ
こ
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認

め
る
が
、「
じ
ゃ
あ
、
評
価
は
し
な
く
て
も
い
い

の
？
」
と
聞
か
れ
た
と
た
ん
、
人
は
皆
、
口
を
つ

ぐ
ん
で
し
ま
う
。

　

こ
こ
で
思
考
停
止
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
著

者
は
言
う
。

　

評
価
に
代
わ
る
言
葉
は
な
い
か
。
著
者
は
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
て
、
こ
れ
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

言
葉
を
見
つ
け
る
。

「appreciate

（
ア
プ
リ
シ
エ
イ
ト
）」

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ヒ
ッ
ト
曲
「H

elp!

」
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
言
葉
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
本
が
あ
る
。

　

デ
ー
ル
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
『
人
を
動
か
す
』（
創

元
社
ほ
か
）。

　

世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
本
で
あ
る
。

　

人
間
関
係
の
大
事
な
原
則
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

て
い
る
。
次
の
言
葉
が
大
い
に
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

give
honestsincere

appreciation

「
誠
実
に
、
心
を
こ
め
て
、
相
手
の
良
さ
を
認

め
る
」

　

デ
ー
ル
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
は
本
の
中
で
、「
ア
プ
リ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
く
り
返

し
使
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
「
あ
る
人
や
物
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
」

と
い
う
意
味
だ
が
、
そ
こ
に
は
相
手
の
良
い
と
こ

ろ
を
理
解
し
て
褒
め
る
と
い
う
、
あ
た
た
か
い
ま

な
ざ
し
が
あ
る
。

　

辞
書
を
見
る
と
、
動
詞
の
「
ア
プ
リ
シ
エ
イ
ト
」

に
は
「
鑑
賞
す
る
」
と
「
感
謝
す
る
」
と
い
う
二

つ
の
意
味
が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
二
つ
の
意
味

の
間
に
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
た
と
え
ば
、
芸
術

作
品
を
鑑
賞
す
る
と
き
、
作
者
の
意
図
や
表
現
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
深
く
理
解
す
る
と
、
そ
の
良
さ
や
魅

力
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
作
品
そ

の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
作
家
の
こ
と
も
好
き
に
な

り
、
自
然
に
尊
敬
の
念
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
は
「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の
を
つ
く
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち

さ
え
湧
い
て
く
る
。

　

つ
ま
り
、「
ア
プ
リ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
何

か
に
ふ
れ
て
、
わ
き
あ
が
っ
た
感
情
と
そ
の
感
情
が

生
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
す
べ
て
を
指
し
示
す
言
葉
で

あ
り
、
た
だ
そ
れ
が
「
あ
る
（
在
る
）」
と
い
う
こ

と
が
い
か
に
「
あ
り
が
た
い
（
在
り
難
い
）」
こ
と

か
と
い
う
点
に
意
識
を
向
け
た
態
度
だ
と
言
え
る
。

　

こ
の
「
ア
プ
リ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
こ
そ
が
学
び
を

楽
し
く
豊
か
に
す
る
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
結
果
的
に
学
ぶ
人
に
と
っ
て
最
大
の
励

み
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

な
ぜ
学
校
の
勉
強
は

つ
ま
ら
な
い
の
か

「
ア
プ
リ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
そ
う
か
、
こ
れ
だ
。

長
年
の
悩
み
が
晴
れ
、
新
し
い
世
界
が
始
ま
る
。

『冒険の書』
（孫泰蔵著　日経BP）

吉よ
し

永な
が

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 行
事
指
導
で
大
切
に
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト

行
事
前
に
具
体
的
に
伝
え
る
「
迷
惑
を
か
け
な
い
」「
意
味
が
あ
る
」「
助

け
を
求
め
な
さ
い
」。

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
た
く
さ
ん
一

生
懸
命
に
練
習
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

　
そ
う
い
う
時
は
、「
た
と
え
一
番
に
な
れ
な

く
て
も
、
最
高
記
録
を
出
せ
な
く
て
も
、
今
の

み
ん
な
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
ん

だ
よ
」
と
言
う
よ
う
に
し
ま
す
。

２　

修
学
旅
行
の
前
に
伝
え
る
こ
と
は
？

　
修
学
旅
行
で
、
事
前
に
言
っ
て
お
く
の
は
、

「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
誰
か
に
助
け
を
求

め
な
さ
い
」
で
す
。
絶
対
困
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
誰
か
に
聞
け
ば
い
い
。「
班
ご
と

に
い
ろ
ん
な
場
所
を
回
っ
て
い
る
時
、
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
地
域
の
人
に
助
け
を
求
め

な
さ
い
」
と
。
こ
れ
は
、
僕
が
小
さ
い
頃
、
親

に
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。「
何
か
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
誰
か
に
聞
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

続
け
て
い
ま
し
た
。

　
向
山
先
生
か
ら
も
、「
事
故
っ
て
い
う
の
は

起
き
る
も
の
な
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
中
で
こ
う
し
た

こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
お
く
と
、
事
故
が

起
き
た
時
の
初
動
が
変
わ
り
ま
す
。
初
動
で
何

を
す
る
か
。
と
に
か
く
早
く
対
応
す
る
と
い
う

の
が
一
番
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

子
供
た
ち
に
も
助
け
を
求
め
る
こ
と
を
教
え
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
運
動
会
や
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
の

勝
負
事
が
あ
る
時
は
、
一
人
一
人
の
力
は
、
み

ん
な
違
っ
て
い
る
の
で
、
全
員
に
同
じ
力
を
出

せ
と
い
う
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

「
大
切
な
の
は
、
自
分
の
中
で
一
生
懸
命
や
る

こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
を
事
前
に
話
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、「
誰
か
を
責
め
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
も
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
事
の
中
で
負
け
る
こ
と
や
失
敗
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の
た
め
に
、
始

ま
る
前
に
言
う
の
が
、

「
ど
ん
な
結
果
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
今
の
み

ん
な
に
、
ま
た
は
ク
ラ
ス
に
と
っ
て
、
何
か
意

味
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
成
長
す
る
た
め
に

何
か
意
味
が
あ
る
こ
と
を
や
っ
た
ん
だ
よ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
事
前
に
伝
え
て
お
く
と
、

行
事
が
終
わ
っ
た
後
に
ど
ん
な
結
果
で
あ
っ
て

も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
ら
な
く
て
す
み
ま
す
。

勝
負
の
時
は
、
誰
で
も
一
番
に
な
り
た
い
と
い

河
田
先
生
が
運
動
会
、
修
学
旅
行
の
行

事
指
導
を
す
る
際
に
、
大
切
に
し
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
事

前
指
導
、
当
日
、
事
後
指
導
な
ど
で
意

識
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
知
り
た

い
で
す
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

河か
わ

田だ

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立

向
山
小
学
校

１　

勝
負
事
の
前
に
伝
え
る
こ
と
は
？

　
行
事
指
導
の
優
先
順
位
で
、
一
番
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
時
間
を
守
る
こ
と
、

守
ら
せ
る
こ
と
で
す
。
二
番
目
は
、
迷
惑
を
か

け
な
い
こ
と
。
こ
の
二
つ
を
、
自
分
も
心
が
け
、

子
供
に
も
心
が
け
さ
せ
て
い
ま
す
。

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

旗
の
台
で
の
日
本
教
育
技
術
学
会

川
」。
地
形
由
来
の
「
千
曲
川
」「
阿
武
隈
川
」

な
ど
に
比
べ
る
と
、
い
か
に
も
人
為
的
だ
。

「
立
会
川
」
の
地
名
は
、
源
氏
と
平
氏
の
戦

い
に
由
来
す
る
。
坂
東
の
こ
の
地
も
、
源
平

の
勢
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

　

近
く
に
、
源
頼
信
が
戦
勝
祈
願
し
た
史
実

を
由
緒
と
す
る
「
旗
岡
八
幡
社
」
が
あ
る
。

地
元
民
は
「
は
ち
ま
ん
さ
ま
」
と
呼
び
尊そ

ん

崇す
う

す
る
。
母
も
、
折
々
に
「
は
ち
ま
ん
さ
ま
」

に
寄
進
し
、
崇
め
て
い
た
。

　

八
幡
社
隣
り
の
日
蓮
宗
名
刹
「
法
連
寺
」。

そ
の
横
を
「
鎌
倉
街
道
」
が
走
る
。
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
東
の
洗
足
池
畔
に
千
束
八
幡
神
社

（
通
称
洗
足
池
八
幡
宮
）
が
あ
る
。
源
頼
朝

は
鎌
倉
に
向
か
う
途
上
、
こ
の
地
で
平
家
征

伐
の
旗
幟
を
掲
げ
た
。

　

石
橋
山
の
戦
い
に
敗
れ
、
わ
ず
か
六
騎
の

軍
勢
で
真
鶴
沖
か
ら
房
総
に
た
ど
り
着
い
た

源
頼
朝
。
数
か
月
で
大
軍
勢
を
組
織
し
、
い

ま
っ
た
。
川
を
渡
っ
た
私
は
、
後
ろ
を
振
り

返
ら
な
い
。だ
か
ら
、母
が
ど
こ
ま
で
見
送
っ

て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
見
送
ら
ず
に
、

早
々
に
病
室
に
戻
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

せ
ん
べ
い
を
か
じ
り
な
が
ら
、
家
ま
で
十

数
分
間
の
道
を
と
ぼ
と
ぼ
と
た
ど
る
。
思
わ

ず
、
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

小
学
校
入
学
直
前
に
、
父
は
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
。
そ
の
後
の
数
年
間
は
、
病
院
付
近

に
近
づ
き
た
く
な
か
っ
た
。
幼
少
期
の
ト
ラ

ウ
マ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
二
十
数

年
を
経
て
、
私
の
長
女
が
昭
和
大
学
病
院
で

生
ま
れ
た
。
私
の
人
生
の
節
目
の
「
死
」
と

「
生
」
が
交
錯
す
る
場
で
あ
る
。

二
　
立
会
川
畔
と
源
平
合
戦

「
立
会
川
」
は
、
河
川
名
と
し
て
は
珍
し
い
。

全
国
ど
こ
に
で
も
あ
る
「
大
川
」
や
「
境

一
　
立
会
川
沿
い
の
昭
和
大
学
病
院

　

二
〇
二
四
年
十
二
月
八
日
に
、
旗
の
台
の

昭
和
大
学
で
教
育
技
術
学
会
が
行
わ
れ
る
。

大
学
は
、
立
会
川
沿
い
に
あ
る
。
今
の
立
会

川
は
暗あ

ん

渠き
ょ

※
で
、道
路
や
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
、
父
は
こ
の
付
属
病
院
に

入
院
し
て
い
た
。
母
は
病
室
に
ず
っ
と
泊
ま

り
、
看
病
し
て
い
た
。

　

六
歳
の
私
が
、
病
院
を
一
人
で
訪
ね
る
。

幼
稚
園
に
も
保
育
所
に
も
通
わ
な
い
私
は
、

い
つ
も
自
由
な
風
来
坊
だ
っ
た
。

　

見
舞
い
を
終
え
て
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
私

に
、
母
は
病
院
内
の
購
買
部
で
せ
ん
べ
い
を

一
枚
買
っ
て
持
た
せ
る
。

　

病
院
前
の
立
会
川
で
別
れ
る
。
橋
を
渡
る

私
に
、
川
の
向
こ
う
で
母
が
手
を
振
る
。

　

橋
を
と
も
に
渡
れ
ば
未
練
が
積
も
る
。
母

は
、
毅
然
と
し
て
川
の
向
こ
う
側
に
と
ど

の

新
時
代

80

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語

※
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
水
路
。
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と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
認
知
症
患
者
と

の
交
流
の
実
践
も
あ
る
が
限
定
的
で
あ
る
。

　

ホ
ス
ピ
ス
医
療
の
患
者
に
と
っ
て
「
生
き

る
術す

べ

」
は
何
よ
り
も
得
難
い
。
そ
う
い
う
点

で
、
子
供
の
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
る
の

は
、
先
駆
的
な
実
践
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

毎
月
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
会
議
。
終

了
後
の
懇
親
会
を
立
会
川
そ
ば
の
店
で
行
う
。

暗
渠
の
立
会
川
は
、
誰
の
目
に
も
映
ら
な
い
。

し
か
し
、
私
の
目
に
は
、
手
に
取
る
よ
う
に

川
筋
が
目
に
浮
か
ぶ
。
ほ
ろ
酔
い
で
歩
く
旗

の
台
の
街
。
懐
か
し
さ
が
こ
み
上
げ
る
。

　

六
七
年
前
に
昭
和
大
学
病
院
で
死
ん
だ
父
。

立
会
川
に
架
か
る
橋
の
た
も
と
で
手
を
振
っ

て
い
た
母
。
こ
の
場
所
で
、「
向
山
洋
一
教

育
賞
」
の
授
与
式
が
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
、

あ
の
世
か
ら
エ
ー
ル
を
送
る
に
違
い
な
い
。

　

中
学
校
二
年
生
直
前
の
兄
と
小
学
校
一
年

生
直
前
の
弟
の
、
六
七
年
後
の
授
与
式
で
の

姿
を
、
天
上
の
両
親
は
目
を
細
め
て
眺
め
る
。

さ
れ
ど
、
父
逝
去
後
の
六
七
年
間
な
ど
、
源

平
合
戦
立
会
川
の
悠
久
の
歴
史
に
比
べ
れ
ば

夢
の
よ
う
な
一
瞬
で
あ
る
。

指
導
課
長
時
代
、
昭
和
大
学
病
院
に
隣
接
す

る
小
学
校
で
、
院
内
学
級
を
発
足
さ
せ
た
。

公
立
小
学
校
か
ら
エ
ー
ス
級
の
教
員
を
二
名
、

院
内
学
級
に
異
動
。
誰
し
も
未
経
験
の
院
内

学
級
へ
の
異
動
を
承
諾
し
て
く
れ
た
当
該
教

員
と
所
属
校
長
に
は
、
感
謝
の
念
で
一
杯
で

あ
る
。

　

条
件
整
備
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
う
し

た
あ
る
種
の
自
己
犠
牲
的
な
献
身
で
、
切
り

拓
か
れ
る
。
そ
の
後
、
各
地
で
の
院
内
学
級

も
整
備
が
進
み
、
か
つ
て
よ
り
、
多
く
の
病

弱
の
子
供
た
ち
の
学
習
機
会
が
保
証
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
、
ホ
ス
ピ
ス
と
教
育
の
連
携
に

取
り
組
ん
だ
。

　

昭
和
大
学
病
院
に
は
、
末
期
が
ん
患
者
も

多
数
入
院
し
て
い
る
。
そ
の
患
者
の
楽
し
み

が
、
校
庭
の
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
見
る
子
供
の

姿
だ
と
聞
い
た
。
死
の
淵
に
あ
る
末
期
患
者

に
、
負
荷
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
と
し
て
、
交
流

の
在
り
方
を
探
っ
て
く
れ
た
。

　

元
気
の
あ
る
高
齢
者
と
の
交
流
は
、
全
国
、

ど
こ
の
地
区
で
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
元
気
の
な
い
」
高
齢
者
と
の
交
流
は
、
ほ

ざ
鎌
倉
を
目
指
す
雄
姿
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　

時
代
を
経
て
幕
末
。
江
戸
を
目
指
す
西
郷

軍
は
池
上
本
門
寺
に
駐
屯
す
る
。
江
戸
開
城

前
の
西
郷
隆
盛
と
勝
海
舟
の
会
談
し
た
場
所

の
、
推
察
候
補
地
で
あ
る
。

　

赤
坂
氷
川
町
に
住
ん
で
い
た
勝
海
舟
だ
が
、

墓
は
洗
足
池
畔
に
あ
る
。
近
年
、
勝
海
舟
の

資
料
館
も
整
備
さ
れ
た
。

三
　
学
校
と
病
院
の
連
携

　

品
川
区
教
育
員
会
時
代
、
昭
和
大
学
病
院

と
学
校
の
連
携
に
取
り
組
ん
だ
。
病
院
に
は
、

重
病
の
た
め
に
通
学
で
き
な
い
子
供
も
入
院

し
て
い
る
。
そ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
病

院
内
学
級
を
開
設
し
よ
う
と
計
画
し
た
。

　

一
九
九
四
年
、「
病
気
療
養
児
の
教
育
に

つ
い
て
（
通
知
）」
が
文
科
省
か
ら
発
出
さ

れ
た
。
当
時
、
勤
務
し
て
い
た
文
京
区
は
、

東
大
病
院
や
日
本
医
大
病
院
な
ど
、
多
く
の

病
院
が
集
積
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。
文
科
省

通
知
を
受
け
て
打
合
せ
会
議
な
ど
が
始
ま
っ

た
。
し
か
し
、
具
現
化
す
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
、
私
が
品
川
区
教
育
委
員
会
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国
会
が
な
い
時
期
で
も
、
勤
務
時
間
帯
に

会
議
や
外
部
の
お
客
様
が
あ
り
、
通
常
の
業

務
は
勤
務
時
間
外
に
処
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
残
業

手
当
の
予
算
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
実
残

業
時
間
に
対
し
出
さ
れ
る
手
当
は
微
々
た
る

も
の
で
あ
る
。「
サ
ー
ビ
ス
残
業
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
当
時
、
そ
う
い
う
状
況
が

当
た
り
前
と
受
け
止
め
て
い
た
。

　

三
〇
代
四
〇
代
の
働
き
盛
り
、
平
日
、
子

供
と
一
緒
に
夕
食
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
妻
に
一
方
的
に
負
担
を
か
け
て
い
た
。

感
謝
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
勤
務
の
状
況
な
の
で
、
独
身
者

は
夕
食
を
食
堂
な
ど
で
済
ま
せ
る
が
、
妻
帯

者
の
幹
部
は
、
国
会
待
機
中
は
い
つ
帰
れ
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
執
務
室
で
軽
く
食
事

を
し
な
が
ら
ビ
ー
ル
な
ど
も
飲
む
こ
と
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
幹
部
を
囲
ん
だ
飲
み
会
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
待
機
時
間
が
長

く
な
る
と
き
な
ど
は
、
部
屋
で
マ
ー
ジ
ャ
ン

を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
部
屋
に
マ
ー
ジ
ャ
ン

台
が
し
ま
わ
れ
て
い
た
。

二
　
役
所
内
で
の
飲
食

　

お
役
所
だ
か
ら
、
規
則
を
守
る
こ
と
は
当

た
り
前
で
あ
る
が
、
こ
と
勤
務
時
間
に
つ
い

て
は
、
緩
や
か
と
い
う
か
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
。

出
勤
簿
は
一
応
あ
る
が
、
出
勤
し
て
押
す
と

い
う
習
慣
は
な
か
っ
た
。
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
仕
事
は
無
定
量
。
勤
務
時
間
で
仕
事
を

す
る
と
い
う
感
覚
が
な
か
っ
た
。

　

特
に
、
国
会
期
間
中
は
、
翌
日
の
国
会
質

問
の
待
機
が
か
か
り
、
帰
り
は
九
時
一
〇
時

が
通
常
。
質
問
が
当
た
れ
ば
、
深
夜
に
な
る
。

翌
日
は
、
国
会
開
会
前
に
大
臣
へ
の
レ
ク
が

入
る
。
火
曜
日
金
曜
日
の
閣
議
の
日
で
あ
る

と
、
閣
議
の
前
の
時
間
帯
に
な
り
、
早
朝
一

番
の
電
車
で
通
勤
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
　
勤
務
時
間
の
概
念
が
な
い

　

私
が
文
部
省
（
当
時
）
に
入
省
し
た
の
は
、

昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
。
も
う
半
世
紀

近
く
前
に
な
る
。
当
時
は
、
執
務
室
の
机
の

上
に
は
灰
皿
が
置
か
れ
、
部
屋
の
中
で
平
気

で
喫
煙
し
て
い
た
。
各
課
の
庶
務
係
の
女
性

は
、
朝
出
勤
し
た
職
員
に
お
茶
を
出
す
の
が

仕
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
職
員
は
各
自
、

湯
呑
を
職
場
に
持
参
し
て
い
た
。
そ
う
い
う

時
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
お
役
所
は
、
惰
性

の
強
い
職
場
で
あ
る
。
長
年
の
伝
統
、
慣
習

を
大
切
に
す
る
体
質
が
あ
る
。

　

現
職
を
離
れ
た
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

世
間
一
般
と
は
異
な
る
お
役
所
感
覚
な
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
と
思
う
。
今
で
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
ん
な
お
役
所
の

一
面
を
今
回
は
ご
紹
介
し
た
い
。

文
部
科
学
省
今
昔
物
語
（
番
外
編
）

非
常
識
、
不
合
理
、
理
不
尽
。



教師としての高みを目指して道標道標

71 2024. 12

込
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
対
応
が
一
番
神
経
を

使
う
こ
と
に
な
る
。
要
望
に
沿
え
な
い
と
、

ど
な
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
法
令
上
何
と
か

対
応
で
き
な
い
か
と
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

振
り
返
れ
ば
首
を
か
し
げ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
皆
、
そ
の
時
の
状
況
の
中
で
懸
命
に

働
い
て
い
た
。
約
半
世
紀
前
の
こ
と
で
、
今

は
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
な
職
場
に
な
っ
て
い
る

と
思
う
。
た
だ
、
国
家
公
務
員
へ
の
志
願
者

が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
気
が
か
り
で

あ
る
。
優
秀
な
人
材
が
公
務
員
に
集
ま
る
必

要
は
な
い
が
、
高
い
志
を
も
っ
た
若
者
が
い

ろ
ん
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
い
つ
の
時
代
で
も
、

文
部
科
学
省
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き
い
。

五
　
今
は
昔

国
民
の
民
意
で
選
ば
れ
た
存
在
で
あ
り
、
お

役
所
の
人
間
と
し
て
は
、
一
目
も
二
目
も
お

く
存
在
で
あ
る
。
国
の
統
治
機
構
の
中
で
、

国
会
議
員
は
、
あ
る
意
味
、
中
央
官
庁
の
公

務
員
の
上
役
と
い
え
る
。
特
に
、
長
年
与
党

で
あ
る
自
由
民
主
党
の
議
員
と
は
、
そ
の
よ

う
な
関
係
性
が
強
く
な
る
。

　

内
閣
が
行
う
法
律
や
予
算
の
国
会
提
出
に

つ
い
て
は
、
提
出
前
に
必
ず
与
党
審
査
が
あ

り
、
そ
の
了
承
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
関
係
の
部
会
に
諮は

か

る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
会
議
の
方
が
国
会
の
審
議
よ
り
シ
ビ
ア

で
あ
る
。
国
会
審
議
の
場
合
は
、
事
前
に
質

問
通
告
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
会
議
は
ぶ
っ

つ
け
本
番
で
、
ど
う
い
う
質
問
が
出
る
か
分

か
ら
な
い
。
発
言
内
容
が
議
事
録
に
残
る
こ

と
が
な
い
の
で
、
議
員
の
質
問
も
、
よ
り
ス

ト
レ
ー
ト
な
場
合
が
多
い
。

　

ま
た
、
国
会
議
員
か
ら
役
所
に
対
し
て
レ

ク
要
求
が
よ
く
出
さ
れ
る
。
一
般
の
政
策
立

案
に
つ
い
て
の
資
料
要
求
な
ど
は
い
い
の
で

あ
る
が
、
中
に
は
、
地
元
関
係
者
の
陳
情
や

地
元
選
挙
区
関
係
の
補
助
金
の
要
望
と
い
う

個
別
案
件
の
場
合
も
あ
る
。
通
常
の
役
所
の

手
続
き
だ
と
難
し
い
案
件
が
政
治
家
に
持
ち

　

職
場
に
い
る
時
間
が
長
く
、
生
活
と
仕
事

の
け
じ
め
が
つ
か
な
く
な
る
。

　

今
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前

は
、
仕
事
上
の
関
係
者
と
夜
、
飲
食
を
す
る

こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
関
係
業

界
、
関
係
者
の
生
の
声
を
聴
く
機
会
と
し
て
、

や
り
手
の
職
員
ほ
ど
積
極
的
に
活
用
し
て
い

た
。
そ
う
い
う
お
付
き
合
い
が
で
き
な
い
と

だ
め
だ
と
い
う
雰
囲
気
も
あ
っ
た
。
公
務
員

に
は
交
際
費
が
な
い
。
そ
れ
が
分
か
っ
て
い

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
先
方
も
ち
で
あ
る
。

役
人
接
待
を
口
実
に
、
関
係
者
が
な
じ
み
の

お
店
に
行
く
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　

お
役
人
と
業
界
関
係
者
の
間
を
取
り
も
つ
、

政
治
家
の
元
秘
書
な
ど
が
幅
を
利
か
せ
る
こ

と
に
な
る
。
閉
じ
ら
れ
た
世
界
が
形
成
さ
れ

て
し
ま
う
。

　

国
政
の
立
案
を
す
る
の
が
国
会
で
、
内
閣

は
そ
れ
を
執
行
す
る
機
関
で
あ
る
。
国
権
の

最
高
機
関
は
国
会
で
あ
り
、
そ
れ
を
代
表
す

る
の
が
国
会
議
員
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
、

三
　
ご
接
待

四
　
政
と
の
関
係

イラスト：水川　勝利
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優
れ
た
授
業
の「
追
試
」が
授
業
力
向
上
の
近
道
で
あ
る

授
業
の
基
礎
基
本
を
鍛
え
る
た
め
に
は
「
追
試
」
が
最
も
有
効
で
あ
る
。
法
則
化
運
動
が

提
案
し
た
「
追
試
の
文
化
」
に
よ
っ
て
日
本
中
の
教
師
の
授
業
力
は
一
気
に
向
上
し
た
。

許ホ

鍾ジ
ョ
ン

萬マ
ン

兵
庫
県
姫
路
市
立
英
賀
保
小
学
校

守
・
破
・
離

「
守
（
し
ゅ
）・
破
（
は
）・
離
（
り
）」
は
、

芸
道
修
業
の
鉄
則
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法

則
と
い
う
よ
り
公
理
に
近
い
。
師
の
教
え
、

先
達
の
教
え
を
守
り
、
ま
ね
す
る
と
こ
ろ

か
ら
芸
道
修
業
は
始
ま
る
。「
学
ぶ
」
と

は
「
ま
ね
ぶ
」
で
あ
る
。

「
定
跡
（
石
）
か
ら
入
っ
て
、
定
跡

（
石
）
を
離
れ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
プ

ロ
棋
士
の
修
業
の
鉄
則
で
あ
る
。

我
流
で
は
強
く
な
れ
な
い
。
あ
る
程
度

ま
で
の
上
達
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ

の
腕
に
な
る
に
は
、
ま
ず
定
跡
（
石
）
を

学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
定
跡
（
石
）

と
は
、
多
く
の
プ
ロ
が
追
究
し
て
到
達
し

た
、
あ
る
限
定
さ
れ
た
局
面
に
お
け
る
最

善
手
で
あ
る
。

「
名
人
に
定
跡
（
石
）
な
し
」
と
い
う
。

プ
ロ
中
の
最
高
位
で
あ
る
名
人
な
ら
ば
、

そ
れ
ほ
ど
の
技
量
の
人
な
ら
ば
、
定
跡

（
石
）
は
関
係
な
し
に
指
せ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
い
う
名
人
と
い
う

の
は
ど
れ
く
ら
い
の
腕
か
？　

例
え
ば
相

撲
を
例
に
と
る
。
全
日
本
の
試
合
で
何
度

も
優
勝
す
る
よ
う
な
ア
マ
横
綱
で
も
、
プ

ロ
に
交
じ
れ
ば
小
僧
扱
い
、
何
年
に
一
度

と
い
う
よ
う
な
逸
材
で
さ
え
幕
下
の
ど
ん

尻
と
い
う
あ
た
り
で
あ
る
。

将
棋
、
囲
碁
に
例
を
と
ろ
う
。
い
か
に

ア
マ
で
抜
き
ん
出
て
強
く
て
も
、
ア
マ
で

全
国
一
位
で
あ
ろ
う
と
も
、
プ
ロ
に
は
な

れ
な
い
（
プ
ロ
の
下
）
と
い
う
技
量
で
あ

る
。

は
じ
め
て
参
加
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
。
大
井
町
に
あ
る
「
き
ゅ
り
あ
ん
」
の
大

ホ
ー
ル
だ
っ
た
。
受
付
で
配
ら
れ
た
袋
の
中
に

次
の
本
が
入
っ
て
い
た
。

『「
追
試
」
で
若
い
教
師
は
成
長
す
る
』

（
明
石
要
一
著　

明
治
図
書
）

　

初
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

興
奮
が
さ
め
や
ら
ず
、
帰
り
の
新
幹
線
で
「
一

気
読
み
」
し
た
。「
一
気
読
み
」
と
い
う
文
化
も

こ
の
時
に
初
め
て
体
験
し
た
。
追
試
の
大
切
さ

を
学
び
興
奮
し
た
こ
と
を
今
で
も
憶
え
て
い
る
。

　

こ
の
日
か
ら
「
追
試
」
す
る
日
々
が
始
ま
っ

た
。
一
日
に
一
つ
以
上
は
「
追
試
」
授
業
を
し

た
。
追
試
す
る
と
子
供
た
ち
が
喜
ん
だ
。「
今

日
の
授
業
は
楽
し
か
っ
た
」
と
言
う
。
子
供
た

ち
の
反
応
を
見
て
、
腹
の
底
に
ズ
シ
ン
と
く
る

実
感
も
経
験
し
た
。
毎
日
、
学
校
に
行
っ
て
授

業
す
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
追
試
し
て
い
る
う
ち
に
、
楽
し
み

と
共
に
「
違
和
感
」
も
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
追
試
」
し
た
時
間
は
楽
し
い
。
子
供
た
ち

も
熱
中
す
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
分
の
授
業
（
教
科
書
を
使
っ

た
普
通
の
授
業
）
に
な
る
と
子
供
た
ち
は
一
変

し
た
。
授
業
が
楽
し
く
な
い
と
言
う
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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何
が
違
う
の
か
。

　

発
問
や
指
示
は
追
試
し
て
い
る
の
に
「
何
か

が
違
う
」
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
授
業
の
う
ま
い
下
手
に
は
、
別
の
要
素
も
あ

る
の
で
は
な
い
か

　

教
材
も
発
問
・
指
示
も
超
一
流
。
そ
れ
な
の

に
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
他
の
「
要

素
」
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
思
い
始
め
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量

検
定
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
だ
！　

と
思
っ
た
。

「
追
試
」
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
、
教
師
の
ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
キ
ル
。
普
段
の
授
業
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
教
師
の
技
量
。
そ
れ
を
点
数
化

し
て
代
案
を
も
ら
え
る
。
夢
中
に
な
っ
た
。

毎
月
二
回
、
サ
ー
ク
ル
例
会
で
検
定
を
受
け

た
。
一
年
で
二
〇
回
ほ
ど
。
今
で
は
考
え
ら
れ

な
い
受
検
回
数
だ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
追

試
」
だ
っ
た
。
す
ぐ
れ
た
授
業
を
追
試
す
る
、

そ
れ
な
の
に
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
教
師
の
技

量
が
低
い
か
ら
だ
。「
追
試
」
に
こ
だ
わ
っ
て

授
業
技
量
検
定
を
受
検
す
る
こ
と
で
、
自
身
の

授
業
技
量
が
鍛
え
ら
れ
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
授
業
を
つ
く
る
価
値
は
高
い
。

そ
れ
で
も
な
お
、
私
は
「
優
れ
た
授
業
の
追

試
」
に
こ
だ
わ
り
た
い
。
追
試
は
奥
が
深
い
の

だ
。

だ
か
ら
、
教
師
の
よ
う
に
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
の
附
属
小
、
有
名
小
に
い
っ
ぱ
い
い

る
自
称
「
名
人
」
の
こ
と
を
、
私
は
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。

有
田
和
正
、
野
口
芳
宏
ク
ラ
ス
な
ら

「
名
人
に
定
跡
（
石
）
な
し
」
と
言
え
る

か
と
も
思
う
。

プ
ロ
の
中
に
交
じ
っ
て
、
長
い
歳
月
を

か
け
も
ま
れ
続
け
て
き
た
、
勝
負
焼
け
の

し
た
技
量
で
あ
る
。

当
代
音
楽
評
論
家
の
第
一
人
者
、
吉
田

秀
和
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

自
然
の
ど
こ
か
に
本
当
の
創
造
へ
ゆ

く
道
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

一
流
の
古
典
に
は
そ
の
秘
奥
を
追
求

し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
か
そ
の
仕

事
に
は
追
求
す
る
者
の
影
が
宿
さ
れ

て
い
く
。
個
性
と
は
元
来
そ
う
し
た

も
の
で
あ
る
。

吉
田
秀
和
『
主
題
と
変
奏
』

（
中
央
公
論
社
）

「
教
師
の
腕
を
あ
げ
る
」
た
め
に
も
、
こ

の
よ
う
な
法
則
・
公
理
が
必
要
な
は
ず
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
に
、
あ
っ
た
だ
ろ

う
か
。

そ
れ
が
無
か
っ
た
（
に
近
い
）
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
多
く
の
青
年
教
師
は
悩
み
、

そ
し
て
年
が
た
つ
に
つ
れ
て
「
こ
ん
な
も

の
で
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
自
己
満
足
し
て

い
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

教
育
技
術
法
則
化
運
動
は
、
は
じ
め
て
、

教
師
の
社
会
に
「
腕
を
あ
げ
る
法
則
」
を

提
起
し
た
の
で
あ
る
。

「
追
試
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
追
試
」
を
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
自
分
よ

り
良
い
授
業
が
で
き
る
。
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。「
追
試
」
し
な
が
ら
教
師
は

考
え
、
変
わ
る
の
で
あ
る
。「
ど
う
し
て

こ
れ
で
う
ま
く
い
く
の
だ
ろ
う
か
」
と
。

も
ち
ろ
ん
「
追
試
」
は
研
究
的
な
意
味

を
持
つ
。「
追
試
」
と
は
、
よ
り
よ
い
技

術
・
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究

的
方
法
で
あ
る
と
共
に
、
教
師
の
腕
を
上

げ
る
方
法
な
の
で
あ
る
。

（
T
O
S
S
メ
デ
ィ
ア
収
録
「
12
若
き
教

師
の
ロ
マ
ン
、
法
則
化
運
動
」
一
九
二

－

一
九
四
）
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セ
ミ
ナ
ー
か
ら
旗
の
台
の
祭
り
へ

　

毎
年
九
月
は
、
旗
が
岡
神
社
の

お
祭
り
と
向
山
先
生
の
誕
生
日
で

盛
り
上
が
る
。

　

今
年
は
、
お
祭
り
と
「
中
央
事

務
局
検
定
」
の
日
程
が
重
な
っ
た
。

　

夏
休
み
明
け
す
ぐ
の
「
中
央
事

務
局
検
定
」
は
、
私
に
と
っ
て
は

教
師
修
業
の
最
高
の
場
で
、
現
役

の
時
は
、
何
度
も
検
定
に
挑
戦
し

た
。

　

時
が
流
れ
て
も
、
教
師
修
業
に

励
む
先
生
方
の
姿
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

　

築
地
で
の
懇
親
会
を
少
し
早
く

退
席
さ
せ
て
も
ら
い
、
何
人
か
で

旗
の
台
の
お
祭
り
に
向
か
っ
た
。

　

車
の
規
制
を
避
け
、
向
山
宅
の

近
く
で
向
山
先
生
た
ち
に
は
降
り

て
も
ら
っ
た
。

　

車
を
研
究
所
に
止
め
、
自
転
車

で
お
祭
り
に
向
か
っ
た
。
浴
衣
を

着
た
家
族
連
れ
と
多
く
す
れ
違
い
、

人
出
が
増
え
て
き
た
。

　

神
社
の
提
灯
の
前
に
先
生
方
を

見
付
け
た
。
た
く
さ
ん
の
提
灯
の

中
か
ら
、
今
年
も
向
山
先
生
の
名

前
を
見
付
け
た
。

　

神
社
境
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の

店
が
並
び
、
何
人
か
の
先
生
が
偵

察
に
行
っ
た
が
、
と
て
も
歩
け
そ

う
も
な
い
。
谷
先
生
た
ち
と
合
流

し
、
賑
や
か
な
お
祭
り
の
雰
囲
気

を
楽
し
ん
だ
。

　

い
つ
買
っ
た
の
か
、
手
塚
先
生

の
手
に
は
し
っ
か
り
リ
ン
ゴ
あ
め

が
握
ら
れ
て
い
た
。

　

私
は
勤
務
校
近
く
の
お
祭
り
で
、

向
山
先
生
の
金
魚
す
く
い
を
見
た

こ
と
が
あ
る
。
か
な
り
上
手
だ
っ

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
向
山

先
生
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
、

笑
い
な
が
ら
「
元
手
が
か
か
っ
て

い
る
か
ら
ね
」
と
言
わ
れ
た
。
ウ

ナ
ギ
釣
り
、
型
抜
き
、
金
魚
す
く

い
な
ど
、
お
祭
り
で
「
技
」
を
追

い
か
け
る
向
山
少
年
を
思
い
浮
か

べ
た
。

　

神
社
か
ら
、
向
山
先
生
を
囲
み

な
が
ら
、「
鵬
龍
」
に
向
か
っ
た
。

公
園
で
一
休
み
、
許
先
生
、
林
先

生
が
「
向
山
先
生
と
お
祭
り
に
来

る
こ
と
は
、
夢
だ
っ
た
」
と
は

し
ゃ
い
で
い
た
。

　

公
園
を
抜
け
る
と
町
会
の
テ
ン

ト
が
あ
り
、
そ
の
前
に
お
祭
り
に

寄
付
し
た
人
の
名
前
が
書
か
れ
た

掲
示
板
が
あ
る
。

　

毎
年
そ
の
掲
示
板
に
は
「
向
山

洋
一
」
と
ト
ッ
プ
に
書
か
れ
て
い

る
。
お
祭
り
大
好
き
の
向
山
先
生

は
、
小
さ
い
頃
、
お
祭
り
で
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
恩
返
し
だ
と

言
う
。
向
山
先
生
が
町
会
の
テ
ン

ト
の
前
を
通
る
と
、
皆
さ
ん
立
っ

て
挨
拶
さ
れ
、
感
謝
の
意
を
示
さ

れ
た
。
そ
の
後
、「
鵬
龍
」
で
盛

り
上
が
り
、
ご
自
宅
ま
で
歩
い
て

帰
宅
。
一
日
の
向
山
先
生
の
歩
数

は
六
〇
〇
〇
歩
。
よ
く
歩
き
ま
し

た
。

お
祭
り
の
翌
週
九
月
十
五
日
誕
生

会
　

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
、
一

〇
名
ほ
ど
で
誕
生
会
。
お
父
様
、

お
母
様
、
お
じ
い
様
の
話
。
誕
生

日
に
ふ
さ
わ
し
く
向
山
家
の
ル
ー

ツ
を
お
聞
き
で
き
た
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

お祭りと向山先生の 
お誕生日
向山先生はお祭り大好き、 
寄付は恩返し。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

東
京
の
門
間
先
生
か
ら
「
向
山

先
生
の
写
真
が
た
く
さ
ん
載
る
か

ら
楽
し
み
だ
」
と
感
想
を
頂
い
た
。

だ
か
ら
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
向

山
先
生
の
日
常
を
お
届
け
す
る
こ

と
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。
事
務
連

絡
の
終
わ
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
時

間
に
、許
可
な
し
で
パ
シ
ャ
リ
（
笑
）。

　

こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

【
井
戸
砂
織
先
生
】

　

な
ん
と
、
私
の
連
載
に
載
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

懇
親
会
な
ど
で
私
を
イ
ジ
っ
た

人
に
は
、「
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
書
く

～
」
と
脅
か
し
、
面
白
い
ネ
タ
を

聞
い
た
ら
「
書
い
て
も
い
い
で
す

か
～
」
と
聞
い
て
い
た
が
、
年
増

ゆ
え
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
懇
親
会
で
、

井
戸
先
生
か
ら
連
載
に
載
っ
て
い

な
い
と
詰
め
ら
れ
た
私
。

　

こ
れ
ま
で
ネ
タ
に
さ
れ
た
犠
牲

者
か
ら
は
「
文
春
砲
（
古
い
??
）」

と
か
「
や
ら
れ
た
」
な
ど
と
、
名

誉
棄
損
か
被
害
届
が
出
そ
う
な
過

去
が
あ
っ
た
の
に
、
さ
す
が
怖
い

も
の
知
ら
ず
の
井
戸
先
生
。

「
書
い
て
く
だ
さ
～
い
」
と
念
押

し
し
て
そ
の
場
を
去
っ
て
い
っ
た
。

　

写
真
を
見
て
ほ
し
い
。

　

井
戸
先
生
は
写
真
を
撮
る
の
が

う
ま
い
。
撮
ら
れ
る
の
も
う
ま
い
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
笑
顔
。
詰
め
ら
れ
て
ひ
き
つ
り

な
が
ら
も
ピ
ー
ス
を
す
る
小
心
者

の
私
と
は
大
違
い
。
さ
す
が
だ
。

【
や
っ
て
し
ま
っ
た
】

　

メ
ル
マ
ガ
「
谷
和
樹
の
教
育
新

宝
島
」
購
読
者
特
典
と
し
て
、
研

究
所
四
階
の
向
山
洋
一
資
料
室
の

見
学
が
行
わ
れ
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
先

生
方
が
参
加
さ
れ
、「
一
時
間
の

見
学
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

向山先生の日常を撮る
私の明日を救ってくれた向山先生に感謝！

た
」「
実
物
を
見
て
感
動
し
た
」

な
ど
、
多
く
の
感
想
を
頂
い
た
。

向
山
先
生
ゆ
か
り
の
地
の
見
学
も

あ
り
、
締
め
は
「
木
曽
路
」
で
の

懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

懇
親
会
が
始
ま
る
前
か
ら
、
私

の
携
帯
電
話
が
行
方
不
明
に
。
事

務
所
に
戻
っ
て
探
し
て
も
見
付
か

ら
な
い
。

　

懇
親
会
が
始
ま
り
、
向
山
先
生

の
話
を
聞
き
な
が
ら
も
、
ど
こ
へ

行
っ
た
の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。

や
け
く
そ
で
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ

で
携
帯
を
呼
び
出
し
て
み
た
。
す

る
と
、
横
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
ピ
コ

ピ
コ
と
…
。

　

見
付
か
っ
た
こ
と
に
喜
ぶ
も
、

私
は
顔
が
ひ
き
つ
り
、
皆
の
視
線

が
突
き
刺
さ
る
?!

　

す
ぐ
に
向
山
先
生
に
「
大
切
な

お
話
を
遮
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
」
と
謝
っ
た
。

　

す
る
と
、
向
山
先
生
は
一
言
。

「
慣
れ
て
る
よ
（
笑
）」。

　

向
山
先
生
が
笑
い
に
変
え
て
く

れ
た
一
言
で
私
は
救
わ
れ
た
。

　

で
な
け
れ
ば
、私
の
明
日
は
な
い
。

最高の笑顔

この差はなんだ

サマーセミナーの撮影スポットにて
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平
ひら

田
た

 千
ち

晶
あき

広島県呉市立長迫小学校

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
効
率
的
活
用

　

私
は
四
つ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー

ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
。
コ
ン
テ

ン
ツ
を
作
成
し
て
模
擬
授
業
を
行

い
、
指
導
を
受
け
て
い
る
。
指
導

を
も
と
に
改
良
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
使
い
、
教
室
で
授
業
を
行
う
。

私
が
サ
ー
ク
ル
で
学
ぶ
の
は
、
目

の
前
に
い
る
子
供
た
ち
に
力
を
付

け
る
た
め
だ
。

　

作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は

Google

ド
ラ
イ
ブ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
、
学
校
で
教
師
用
のiPad

に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る
。

A
pple

T
V

を
使
っ
て
テ
レ
ビ
に

つ
な
ぎ
、
授
業
を
進
め
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
全
て
の
授
業
時
間
分

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
自
作
す
る
の
は

難
し
い
。
自
作
で
き
な
い
時
は
、

教
科
書
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
ロ
イ
ロ

ノ
ー
ト
に
取
り
込
み
、
授
業
中
に

そ
の
場
で
書
き
込
み
な
が
ら
進
め

て
い
る
。
教
科
書
の
ス
キ
ャ
ン
作

業
は
、
長
期
休
暇
中
に
ま
と
め
て

行
い
、
通
常
の
授
業
期
間
中
に
ス

ム
ー
ズ
に
授
業
で
き
る
よ
う
に
準

備
を
整
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
授

業
の
準
備
を
効
率
化
で
き
て
い
る
。

娘
と
の
大
切
な
時
間

　

毎
朝
、
娘
を
連
れ
て
出
勤
し
て

い
る
。
勤
務
先
に
行
く
途
中
に
娘

の
学
校
が
あ
る
か
ら
だ
。
た
っ
た

五
分
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
は
あ
る

が
、
娘
と
様
々
な
話
を
す
る
大
切

な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
の

こ
と
や
娘
の
「
推
し
」
の
話
な
ど
、

二
人
だ
け
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い

る
。
通
勤
・
通
学
時
間
は
、
毎
日

必
ず
確
保
で
き
る
貴
重
な
「
帯
タ

イ
ム
」
の
よ
う
な
も
の
だ
。
忙
し

い
日
常
の
中
で
、
娘
と
じ
っ
く
り

話
す
た
め
の
大
切
な
ひ
と
時
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

あ
る
時
は
、
娘
と
一
緒
に
谷
氏

の
授
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
シ
ャ

ド
ー
イ
ン
グ
の
練
習
を
し
て
い
た
。

音
声
を
聞
き
取
り
、
そ
の
場
で
同

じ
よ
う
に
言
う
練
習
だ
（
音
声
の

み
利
用
）。
慣
れ
て
く
る
と
、
谷

氏
の
言
葉
に
重
ね
て
言
っ
て
い
く
。

娘
は
驚
く
ほ
ど
速
く
、
谷
氏
の
十

段
昇
段
授
業
で
あ
る
「IoT

の
授

業
」
の
冒
頭
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
。

も
し
か
す
る
と
、
一
部
の
フ
レ
ー

ズ
で
は
私
よ
り
も
上
手
か
も
し
れ

な
い
。

二
人
の
時
間
を
大
切
に

　

あ
る
日
、
娘
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
出
か
け
た
時
の
こ
と
。
ベ
ン
チ

に
座
っ
て
い
る
と
、
娘
が
私
を
見

て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。「
ど
う

し
た
の
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
お

母
さ
ん
が
私
の
隣
に
い
る
か
ら
う

れ
し
い
の
」
と
答
え
た
。
そ
の
言

葉
に
胸
が
温
か
く
な
り
、
こ
の
よ

う
な
小
さ
な
瞬
間
を
も
っ
と
大
切

に
し
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

　

日
常
の
中
で
大
切
な
も
の
を
見

失
わ
な
い
よ
う
に
、
娘
と
の
時
間

を
意
識
的
に
増
や
し
て
い
こ
う
と

改
め
て
思
っ
た
。

　

家
族
や
私
の
予
定
は
全
て

Google

カ
レ
ン
ダ
ー
で
管
理
し
て

い
る
。
人
ご
と
に
色
分
け
し
て
登

録
し
て
い
る
。
毎
朝
、
家
族
全
員

の
予
定
を
確
認
す
る
の
が
日
課
だ
。

た
と
え
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ

て
も
、A

pple W
atch

が
リ
マ
イ

ン
ド
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
だ
。

　

家
族
と
の
時
間
は
何
よ
り
も
貴

重
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
の
教
師
と

し
て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

女性教師の fabulous school life

毎日の時間を有効活用しよう！
デジタルツールを活用することで家族との時間を生み出し、

日常生活をより充実させよう。

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.
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地
元
の
Ｆ
Ｍ
局
で
「
子
育
て
エ
ト

セ
ト
ラ
」
と
い
う
ラ
ジ
オ
番
組
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
し
て
い
る
。
今

年
で
一
四
年
目
に
な
る
。
ず
っ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
て
き
た
。
あ
る

時
は
学
級
担
任
を
し
な
が
ら
。
あ
る

時
は
教
頭
職
を
し
な
が
ら
。
そ
し
て

今
は
子
育
て
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
。

　

番
組
で
ゲ
ス
ト
に
も
登
場
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。
町
内
の
方
だ
。

あ
る
時
は
元
教
育
長
。
あ
る
時
は
六

人
の
子
供
を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
。

あ
る
時
は
T
O
S
S
の
先
生
。
そ
の

中
で
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
か
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
番
組
に
出
て
も
ら
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
が
い
る
。
今
年
は

高
校
三
年
生
に
な
っ
た
。
五
歳
か
ら
一

八
歳
に
な
る
ま
で
番
組
を
通
し
て
成

る
と
い
う
の
は
、
育
児
中
の
母
親
に

と
っ
て
貴
重
な
時
間
と
な
る
。
そ
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

大
好
評
。
私
も
い
ろ
い
ろ
な
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
っ
こ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
二
弾
は
「
託
児
付
き
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」。
育
児
か
ら
離
れ
て
自

分
一
人
で
買
い
物
を
す
る
。
こ
れ
も

大
事
。
お
店
を
出
し
た
い
お
母
さ
ん

の
託
児
も
し
た
。
こ
れ
ま
た
大
好
評
。

　

第
三
弾
は
「
赤
ち
ゃ
ん
食
堂
」。
大

型
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
借
り
て
、
子
育
て
家
族
に
添
加
物

を
一
切
使
わ
な
い
料
理
を
提
供
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
に
は
Ｂ
Ｌ
Ｗ
式
の
離
乳
食

を
作
っ
て
手
づ
か
み
で
食
べ
て
も

ら
っ
た
。
こ
れ
も
大
好
評
。
店
長
か

ら
は
「
ぜ
ひ
ま
た
ウ
チ
で
や
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
会
う
た
び
に
言
わ
れ
る
。

　

第
四
弾
は
地
元
の
高
校
で
の
出
前

授
業
「
赤
ち
ゃ
ん
学
」
を
生
後
二
か

月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
実
施
。
高

校
生
は
「
初
め
て
抱
っ
こ
し
ま
し
た
」

と
言
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
と
目
を
合
わ
せ

て
い
た
。
テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
た
。

　

そ
し
て
現
在
は
第
五
弾
。
空
き
家

を
活
用
し
たw

in-w
in-w
in

子
育
て

総
合
事
業
が
動
い
て
い
る
！

長
を
見
続
け
て
い
る
。
先
日
も
話
し

た
。「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」

「
自
衛
隊
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」
立
派
な
青
年
に
な
っ
た
。

　

去
年
、
番
組
の
中
で
、
Ｆ
Ｍ
局
の

美
和
さ
ん
、
助
産
師
の
真
生
さ
ん
、

私
の
三
人
で
「
産
後
Ｇ
Ｍ
Ｔ
」
と
い

う
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
た
。「
Ｇ
Ｍ

Ｔ
」
と
は
「
ジ
モ
ト
」
の
意
味
で
あ

る
。
地
元
で
産
後
ケ
ア
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
弾
は
「
託
児
付
き
整
体
サ
ー

ビ
ス
」。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
全
国
か
ら
寄
付
を
集
め
た
。「
二

千
円
の
整
体
補
助
を
し
て
、
整
体
を

受
け
て
い
る
間
は
ス
タ
ッ
フ
が
赤
ち
ゃ

ん
の
面
倒
見
る
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
。
一
人
に
な
っ
て
く
つ
ろ
げ

社会貢献活動への取り組み

退
職
し
て
も
や
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
る

教
え
方
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
、
社
会
貢
献
活
動
、
深
い
教
材
研
究
、
そ
こ
か

ら
身
に
付
い
た
も
の
の
お
か
げ
で
様
々
な
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
退
職

後
も
豊
か
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

水み
ず

野の

正し
ょ
う

司じ

子
育
て
ク
リ
エ
イ
タ
ー

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　12月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS社会貢献活動報告〈チャレンジランキング〉……桑原和彦
２．社会貢献活動Q&A……回答：田村治男　質問：松島博昭
３．子ども観光大使活動報告……堂前貴美子
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
● WEBマガジン「ささエる」本格始動１周年！
　WEBマガジン「ささエる」が本格始動して１年。
　大充実のコンテンツ群をご紹介します！

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

メルマガを読み、すぐに試すことで効果がすぐに上がる教師修業法
金曜日にメルマガを読み、土日をはさみ、月曜日に実際に行動することで、すぐに子供の事実が生まれる新感覚の教師修業。

北海道石狩市立花川小学校 赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

１　

メ
ル
マ
ガ
を
読
む

　

毎
週
金
曜
日
の
一
七
時
か
ら
始
め
る

教
師
修
業
が
あ
る
。「
谷
和
樹
の
新
教
育

宝
島
」（https://w

w
w
.shintakarajim

a. 
jp/

）
の
メ
ル
マ
ガ
を
読
む
こ
と
だ
。

谷
氏
が
「
向
山
洋
一
氏
の
膨
大
な
資
料

を
も
と
に
」「
今
の
時
代
に
必
要
な
教

師
の
専
門
的
な
力
量
を
炙
り
出
し
」

「
そ
の
身
に
付
け
方
を
具
体
的
に
示

す
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

　

私
は
一
七
時
に
な
っ
た
ら
ま
ず
ス
マ

ホ
で
一
度
読
む
。
退
勤
途
中
が
多
い
の
で
、

車
を
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
に
停
め
、
一

気
に
読
む
の
だ
。
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
、

帰
宅
後
、
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
で
や
や
じ
っ
く

り
と
読
む
。
ス
マ
ホ
で
読
ん
だ
と
き
に

気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
。

自
宅
に
あ
る
関
連
書
籍
に
も
手
を
伸
ば

す
。
三
回
目
は
印
刷
し
て
読
む
。
印
刷

し
た
紙
に
い
ろ
い
ろ
と
メ
モ
し
な
が
ら

読
む
の
だ
。
一
本
の
メ
ル
マ
ガ
を
最
低

三
回
は
読
む
が
、
飽
き
る
こ
と
は
な
い
。

む
し
ろ
、
細
か
い
部
分
が
気
に
な
り
、

そ
れ
以
上
に
楽
し
く
読
ん
で
い
る
。

２　

読
ん
だ
ら
す
ぐ
に
行
動
す
る

　

十
二
月
八
日
の
メ
ル
マ
ガ
は
、「
向

山
氏
の
六
年
授
業
参
観
・
詩
文
の
授

業
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
向
山
氏
の

参
観
日
授
業
を
素
材
に
、
参
観
日
の
授

業
の
ポ
イ
ン
ト
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

更
に
も
う
一
歩
突
っ
込
み
、「
熱
中
す

る
授
業
の
条
件
５
」
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
試
さ
な
い
手
は
な
い
。
私
は

十
二
月
十
一
日
に
「
熱
中
す
る
授
業
の

条
件
」
の
一

つ
で
あ
る

【
や
る
こ
と
が

ハ
ッ
キ
リ
し

て
い
て
「
全

体
の
進
行
状

況
」
が
わ
か

る
】
を
意
識
し
た
授
業
を
し
た
。
か
け

算
の
筆
算
の
計
算
練
習
で
あ
っ
た
が
、

写
真
の
よ
う
に
誰
が
ど
こ
ま
で
で
き
て

い
る
か
を
見
え
る
化
し
た
の
だ
。
子
供

た
ち
は
大
変
集
中
し
た
。
さ
ら
に
次
の

日
、
写
真
の
よ
う
な
家
庭
学
習
を
す
る

子
も
現
れ
た
。

　

こ
の
子
が
自
主
的
に
提
出
し
た
の
は

初
で
あ
る
。
メ
ル
マ
ガ
効
果
だ
。

　

毎
週
で
き
、
更
に
効
果
の
あ
る
オ
ス

ス
メ
の
教
師
修
業
で
あ
る
。

谷編集長の評定

メルマガの読み方、追試の仕方。こういう原稿もあっていいと
思える。 メルマガを例に挙げながら、情報のインプット、整理
の仕方、追試の仕方、その記録、等へ一般化できると更によい。
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向
山
日
記

九
月
一
日
㈰	

テ
レ
ビ
で
将
棋
観

戦
。

九
月
二
日
㈪	

「
教
育
新
宝
島
」

の
国
語
テ
ス
ト
の
話
に
つ
い
て
。

我
が
家
は
印
刷
屋
で
東
工
大
の

模
擬
試
験
を
印
刷
し
て
い
た
。

い
つ
も
東
工
大
の
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
が
い
て
、
向
山
が
小
学
校
、

中
学
校
の
頃
か
ら
お
兄
ち
ゃ
ん

た
ち
に
問
題
を
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
国
語
問
題
の
答
え
方
を

身
に
付
け
て
い
っ
た
と
思
う
。

九
月
七
日
㈯	

お
台
場
で
中
央
検

定
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。
そ
の
後
、

旗
の
台
の
お
祭
り
に
行
く
。
懇

親
会
は
中
華
「
鵬
龍
」。

九
月
八
日
㈰	

旗
の
台
の
お
祭
り

二
日
目
。“
そ
れ
な
り
の
”
寄

付
。
神
社
、
町
会
A
、
町
会
B
。

九
月
十
二
日
㈭	

ト
ー
ク
ラ
イ
ン

プ
ロ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
師
尾
先

生
の
「
計
算
ま
と
め
く
ん
」
原

稿
チ
ェ
ッ
ク
。昼
は
、「
木
曽
路
」

で
松
茸
。
夕
方
か
ら
中
央
事
務

局
会
議
。
全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
を
含
め
て
五
〇
名
以
上
の
参

加
。
行
雄
も
。
懇
親
会
は
「
木

曽
路
」。

九
月
十
五
日
㈰	

品
川
「
五
十
三

次
」
で
、
向
山
の
誕
生
日
会
。

東
京
の
ビ
ル
を
何
百
も
見
渡
せ

る
。

九
月
十
八
日
㈬	

「
教
育
新
宝
島
」

を
読
ん
だ
。
五
〇
年
前
の
向
山

実
践
は
今
で
も
最
先
端
だ
。

九
月
二
一
日
㈯	

お
墓
参
り
。
向

山
家
の
お
墓
は
、
東
京
タ
ワ
ー

の
脚
に
触
れ
る
く
ら
い
近
い
。

九
月
二
二
日
㈰	

札
幌
で
の
「
審

査
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
に
オ
ン

ラ
イ
ン
挨
拶
。

九
月
二
八
日
㈯	
ア
ネ
ッ
ク
ス
か

ら
、
産
業
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

午
後
は
、
向
山
塾
に
出
席
。
そ

の
後
「
庄
屋
」
で
懇
親
会
。

九
月
三
〇
日
㈪	

今
日
は
三
人
会
。

板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
向
山

で
。
お
台
場
の
向
山
行
き
つ
け

の
店
。
板
倉
先
生
が
資
料
を

持
っ
て
き
た
。

谷
日
記

九
月
一
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
日
。

九
月
二
日
㈪	

正
進
社
で
Ａ
Ｉ
研

修
。
安
田
、
加
納
も
参
加
。

九
月
三
日
㈫	

五
色
百
人
一
首
協

会
理
事
会
に
出
席
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
。

九
月
四
日
㈬	

藤
沢
総
合
高
等
学

校
で
Ａ
Ｉ
の
研
修
会
講
師
。
音

楽
生
成
、
画
像
生
成
等
、
高
校

の
先
生
方
に
と
っ
て
も
新
鮮
か

つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
予
想

通
り
と
は
い
え
Ａ
Ｉ
の
進
展
は

非
常
に
速
い
。高
度
な
音
声
モ
ー

ド
等
の
教
育
シ
ー
ン
へ
の
応
用

な
ど
ワ
ク
ワ
ク
課
題
が
満
載
。

九
月
五
日
㈭	

執
行
部
会
議
。

九
月
六
日
㈮	

執
行
部
三
人
会
。

川
崎
の
名
店
、
百
合
ヶ
丘
楠
本
。

九
月
七
日
㈯	

中
央
検
定
東
京
。

最
も
緊
張
感
の
あ
る
検
定
ス

テ
ー
ジ
の
一
つ
。
終
了
後
は
向
山

先
生
と
仲
間
と
旗
の
台
の
祭
へ
。

九
月
八
日
㈰	

福
岡
に
飛
び
谷
セ

ミ
ナ
ー
。
谷
チ
ー
ム
福
田
企
画
。

九
月
九
日
㈪	
谷
企
画
会
議
。

九
月
十
日
㈫	
新
宿
の
国
立
国
際

向山・谷日記
2024年9月

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
膵
臓

の
再
検
査
。
今
の
と
こ
ろ
大
丈

夫
そ
う
だ
と
か
。
十
一
月
に
経

過
を
看
て
い
た
だ
く
こ
と
に
。

九
月
十
一
日
㈬	

予
防
歯
科
。

サ
ー
ク
ル
和
。
懇
親
会
ま
で
。

九
月
十
二
日
㈭	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

そ
の
後
中
央
事
務
局
会
議
。
今

回
か
ら
前
半
を
企
画
推
進
会
議
、

後
半
を
中
央
事
務
局
会
議
に
変

更
。
後
半
は
三
十
分
で
五
十
数

本
の
レ
ポ
ー
ト
を
検
討
。

九
月
十
三
日
㈮	

来
年
の
サ
マ
ー

の
下
見
で
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
へ
。

九
月
十
四
日
㈯	

ボ
ス
ト
ン
へ
視

察
。
小
嶋
、
川
原
、
渡
邊
と
。

私
は
七
回
目
の
渡
航
。
ア
メ
リ

カ
の
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
日
本

の
教
育
思
想
を
Ｍ
Ｉ
Ｘ
し
た
い
。

九
月
二
四
日
㈫	

各
種
打
合
、
撮

影
等
。
二
五
日
は
都
道
府
県
会

議
、
二
八
日
は
向
山
塾
と
産
業
、

二
九
日
は
大
阪
で
谷
道
徳
セ
ミ

ナ
ー
。
三
十
日
は
谷
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
と
続
い
た
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

向山洋一の
言葉から学ぶ教育実践１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』1月号
予告　12月15日発行

「どの子も大切にする」指導法
─ひとりの例外もなく─特集

谷　和樹　長谷川博之　小嶋悠紀　松藤　司
星野優子　藤橋　研　　小松和重　林　健広
岡　孝直　佐藤智彦　　水本和希　石坂　陽

編
集
後
記

▼
「
教
育
新
宝
島
」
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
外
の
先
生
方

に
い
か
に
読
ん
で
い
た
だ
く
か
を
考
え
続
け
て

い
ま
す
。
イ
コ
ー
ル
魅
力
を
広
く
伝
達
す
る
に

は
何
を
ど
の
よ
う
に
為
す
か
、
で
す
。
本
特
集

は
そ
の
一
助
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
足
り
な

い
要
素
も
あ
り
ま
す
。
内
輪
で
の
盛
り
上
が
り

に
飽
き
足
ら
ず
、
い
か
に
外
に
打
っ
て
出
る
か

で
す
。
向
山
洋
一
師
匠
の
背
中
を
追
っ
て
、
毎

週
末
津
々
浦
々
に
足
を
運
び
つ
つ
、
未
来
の
仲

間
と
出
逢
う
旅
は
続
き
ま
す
。（
長
谷
川
）

▼
向
山
氏
の
Ｑ
＆
Ａ
に
あ
る
「
リ
ー
ダ
ー
の
条

件
」
を
何
度
も
読
み
ま
し
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
示
し
、
チ
ェ
ッ
ク
と
手
当
て
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。
あ
ら
ゆ
る
組
織
で
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー

の
条
件
は
活
用
で
き
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
、
学
級
で
あ
れ
ば
教
師
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
か
？　

チ
ェ
ッ
ク
で
き
て
い

る
か
？　

手
当
で
き
て
い
る
か
？　

常
に
意
識

し
た
い
で
す
。（
松
島
）

▼
メ
ル
マ
ガ
「
谷
和
樹
の
教
育
新
宝
島
」
が
届

く
の
は
毎
週
金
曜
日
の
夕
方
で
す
。
一
週
間
の

仕
事
を
終
え
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
頃
に
届
く
、

珠
玉
の
教
育
情
報
で
す
。
週
末
に
読
む
と
、
週

明
け
の
教
室
が
待
ち
遠
し
く
な
る
情
報
が
満
載

で
す
。
今
月
号
の
特
集
は
、
そ
ん
な
「
教
育
新

宝
島
」
を
、
さ
ら
に
現
場
で
役
立
た
せ
る
技
が

学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
塩
谷
）

教育トークライン：第576号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、長谷川博之（副編集長）、
　　　手塚美和、小嶋悠紀、松島博昭、塩谷直大
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話 ：03-3787-6564　
FAX ：03-5702-2384
印刷所：株式会社　光陽メディア
編集協力：株式会社　友人社
DTP：株式会社　明昌堂

同僚の先生との付き合い方同僚の先生との付き合い方 行政指導のポイント行政指導のポイント

Digital Talkline

ID：TL12 パスワード：h2yngi
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〒162-0833  東京都新宿区箪笥町31番　箪笥町SKビル3F
TEL：03-5227-1266 FAX：03-5227-1267
E-mail：info@gakugeimirai.jp　HP：https://www.gakugeimirai.jp/

株式会社 学芸みらい社12月 新刊・好評既刊のご案内

新刊・好評既刊

※定価はすべて税込表示です。

生井光治（著）
集団を仲間に変える
学級経営
「トガリ力」輝く12ヶ月の学級会実践
Ａ５判並製／１２8ページ／２,20０円

岩下修（著）
自国語授業に大変革！　
深く読む〝音読〟
音声入り「意味句読み」実践手引き
Ａ５判並製／１２０ページ／２,０９０円

教室ツーウェイＮＥＸＴ編集プロジェクト（編)
教室ツーウェイＮＥＸＴ23号
特集＝子供から「問い」続出！　

探究的学習・面白テーマ１００
Ａ５判並製／146ページ／1,760円

向山洋一先生のロングセラー教育新書全19巻、「授業の腕が上がる新法則
シリーズ」全13巻をはじめ、すべての新刊・既刊をご購入いただけます。

書籍の詳細情報は弊社オンラインショップでご覧頂けます➡

既
刊

新
刊

既
刊

圧倒的支持！ シリーズ監修：水野正司 教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法 全４巻

１	「一人」と「全員」を両立させる《ちょうどいい》指導法──向山洋一の実践と思想を読み解く32の挑戦！
２	 子供たちの未来を拓く《ちょうどいい》授業──「学びの本質」に迫る！
３	 どの子も伸びる《ちょうどいい》叱り方──「適切な叱り方」の三原則
４	 10代の子供たちに《ちょうどいい》生徒指導──「自主性」と「価値づけ」が中学生に響く！

特別割引販売
合計定価10,450円
▶9,500円
右記QRコードから送料無料、
割引価格にて
お申し込みを承っております。

2024年12月末日まで

子供の個性（トガリ力）を大切にしな
がら自律的に動く365日の学級経営を
実際の事例や実物資料をもとに解説。
すぐに使えるスライドやアイテムを紹すぐに使えるスライドやアイテムを紹
介する学級経営の教科書。

ロングセラー『AさせたいならBと言え』
の著者が新提案。「句読点区切り読
み」から「意味句読み」へ──。
読解力をつけ、小学校音読指導が変読解力をつけ、小学校音読指導が変
わる１冊。音声データも視聴可。

探究学習授業を進めるための教師の
基本スキルや授業フォーマットを、豊
富な実践例とともに紹介──。
子ども自身が「問い」をもって自走す子ども自身が「問い」をもって自走す
る授業ができる保存版特集。

新シリーズ 《若い先生のパートナーズブック》企画進行中！
教室とは1対30で勝負する空間。教師は1⼈で30⼈を相⼿に学びを創る世界に⾶び込む──。
厳選した「座右のパートナーズブック」で教室が駆動する！

第1弾の５冊を2024年12月に一挙刊行予定。内容詳細は本誌の次号広告欄で紹介。
予価：各巻1,980円　四六判並製／平均128ページ
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12月 新刊・好評既刊のご案内

新刊・好評既刊
既
刊

新
刊

既
刊

圧倒的支持！ シリーズ監修：水野正司 教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法 全４巻

特別割引販売
合計定価10,450円
▶9,500円
右記QRコードから送料無料、
割引価格にて
お申し込みを承っております。

新シリーズ
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